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電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫『魔王と勇者に溺愛されて、お手上げです！』（著：ぷにちゃん）お試し版が収録されています。
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　森の妖よう精せいたちがせっせと植物の世話をしているときに、それは起こった。

　つぼみだった白色の花が、私を見てと主張するように大きく花開く。すぐに妖精はそれに気付き、驚おどろきの声をあげる。

『あぁっ、花が咲さいた!!』

『え？　本当だ、祝福の塊かたまりが大きくなってるね』

　妖精たちはすぐに森の妖精王であるキースを呼び、『見て見て～』と楽しそうに告げる。

　呼ばれたキースは咲いた花を見て、驚くも……すぐに納なつ得とくした表情を作った。

「円えん環かんが現れる予よ兆ちよう、か……」

『なあに、それ？　円環？』

「ああ、お前たちは知らないのか。この地が、新たな王を求めているんだろう」

　キースは妖精たちに、星空の王に関することを話して聞かせる。

「ここは、とても過ごしやすいだろう？」

『うん、あったかくて、気持ちいいよ！』

『でもさ、この国じゃないところは、ちょっと寒く感じるよね』

『わかる！　だから僕ぼくたちは、この国が大好きなんだもん！』

　マリンフォレストは、妖精たちにとってとても暮らしやすい場所なのだ。例えるなら、いつも春の暖かい日差しが降りそそいでいるような過ごしやすさだろう。

　妖精たちの言葉を聞き、キースは「そうだろう」と満足そうに頷うなずく。

「星空の王の役割に、お前たちが過ごしやすい環かん境きようを整えるっていうのがあるんだ」

『わあ、すごいね！』

　妖精王が妖精とともに人間を祝福し守るのと同じように、星空の王は妖精たちを慈いつくしみこの大地とともに守っているのだ。

　ゆえに、マリンフォレストにだけ妖精が生息している。




　キースは、この国を建国した当時のことを、今でも昨日のことのように覚えている。

〝私がお前たちを丸ごと包つつみ込こんでやろう〟

　そう告げたのは、まだ王になる前のフェレスだ。

「あのときは、確か……戦争があって、妖精たちも弱ってたんだよな」

　血気盛さかんな人間が多く、今のように平和な国というものが少なかったように思う。

　争いが起きると、人間たちは己おのれのことばかりを考えるようになって自然を踏ふみ荒あらす。それにより、妖精たちが弱ってしまう時期があったのだ。

　それを救ったのが、フェレス。

　自分だって、家を出て一から国を作ろうという大事なときだったのに、妖精やキースたちのことを考え力を貸したのだ。

　──まあ、それがあってマリンフォレストが出来上がったんだけどな。

　結果オーライとも言えるだろう。

「まあ、そんなわけでお前たちは星空の王に助けてもらってんだよ」

『なるほどぉ～！』

　そして今しがた咲いた花は、新しい星空の王を決める際に必要になるものなのだとキースは言う。

『新しい王様が必要なの？』

「ああ。今までは騙だまし騙しやってきたが、フェレスもリリアも限界だ。星空の力は巨きよ大だいだから、同じ人間がずっと背負うのは難しい」

　こればかりは仕方がないのだと、キースは告げる。すると、森の妖精たちもしょんぼりしながら『寂さびしいね』と言う。

『じゃあ、新しい王様は誰だれ？　あ、ティアラだったらいいかも！』

『確かに、それはいいかも！』

『賛成～！』

　一人の妖精が名案だとばかりに告げると、ほかの妖精たちも『いいね』とはしゃぐ。

「次の王になるのは、アクアスティードだぞ。ティアラじゃない」

『え～残念！』

『でもでも、アクアスティードってティアラの好きな人だよね？』

『そっか！　じゃあ、協力してあげなきゃだね！』

　森の妖精たちはそう言って、楽しみだねときゃらきゃら笑う。

「ったく、ほどほどにしろよ」

『はーいっ』

　はしゃぐ妖精たちに一応の釘くぎをさすも、キースは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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「くしゅっ！」

「まぁ、ティアラローズ様。お風か邪ぜでしょうか？」

　口元に手を当て、ティアラローズは鼻をすする。すぐに侍じ女じよのフィリーネがハンカチを差し出してくれたので、それを受け取る。

「ちょっと喉のどが痛いかしら……？」

　額に手を当てながら、微び熱ねつがあるかもしれないとぼんやり思う。それを見たフィリーネが、開いていた部屋の窓を閉める。

「心ここ地ちいい風ですけど、やっぱりまだ少し冷えますね」

「そうね」

　ソファに座すわっているティアラローズに、ストールを用意するためにフィリーネが衣い装しよう部屋へ行く。




　春も終わりのこの季節だというのに、ティアラローズはどうやら風邪をひいてしまったようだ。

　夏に咲さく花が育ち始め、妖よう精せいたちは日差しにはしゃぎ毎日を楽しそうに過ごす。森は恵めぐみを実らせ、海では魚たちがすくすくと育つ。それを空から太陽が見守っている。

　ここ、マリンフォレストが一年で一番自然の恩おん恵けいを受ける時期だ。




　ティアラローズは用意してもらった薄うす手でのストールを羽織り、フィリーネに紅茶を淹いれてもらう。

「蜂はち蜜みつも入れておきますね」

「ありがとう」

　受け取ったティーカップからは甘あまく優やさしい香かおりが漂い、心が安らぐ。




　彼かの女じよはこの国の王おう太たい子し妃ひ、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト。

　綺き麗れいなハニーピンクの髪かみに、優しい瞳ひとみ。無害そうに見えるが、実はこの世界──『ラピスラズリの指輪』という乙女おとめゲームの悪役令れい嬢じようだ。

　ラピスラズリ王国から隣りん国ごくのこの地へ嫁とつぎ、幸せに暮らしている。




　ティアラローズが紅茶に口を付けたのを確かく認にんして、フィリーネは体調の思わしくない主人のことを考える。

「寝しん室しつを整えますから、少しお休みください」

「……うーん、そうね」

　のんびりしていれば問題ないかと思っていたティアラローズだが、悪化したら周りの人間に迷めい惑わくをかけてしまう。

　なので、優ゆう秀しゆうな侍女の言う通りにするのが一番かもしれない。

「でも、こんな時間から眠ねむるなんて……」

　今は、午後のティータイムに丁度いい時間だ。

　ぽかぽかとお日様が気持ちよくて、正直に言ってしまえばお昼ひる寝ねにはもってこい。体調不良なので、お昼寝とは少し違ちがうかもしれないが。

　フィリーネが準備をしている間に、ティアラローズは紅茶を飲み干す。

　──そういえば、風邪なんて随ずい分ぶんひいていなかったわね。

　子供のころに風邪をひいた記き憶おくはあるが、ここ数年は健康そのものだった。フィリーネに管理されているので、規則正しく生活し体調を崩くずすこともないのだ。

「大人の風邪は子供より長引くというし、悪化する前に寝ねて治すのがいいわね」




　寝室から聞こえる「準備が出来ましたよー」というフィリーネの声に返事をして、ティアラローズは夜着へ着き替かえる。

　さっそくベッドへもぐりこむと、ぬくもりがとても心地よい。

「ああ、ぽかぽかぁ～」

　窓はレースのカーテンだけにしてもらい、太陽光をたっぷり部屋へ入れる。すると、すぐにその暖かさと相まって眠ねむ気けがティアラローズを襲おそう。

　やはりこの時間のお昼寝は最強なのだと、改めて認にん識しきする。

　うとうとするティアラローズに、フィリーネは優しく微笑ほほえむ。このまま早くよくなってくれればいいと思いながら、夜の予定を告げる。

「ティアラローズ様、夕食の前に医師を連れて一度様子を見にきますね」

「ありがとう、フィリーネ」

　ぎゅっと枕まくらを抱だきしめて、ティアラローズは幸せそうに眠りについた。
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　オフホワイトを基調にした室内には、僅わずかに開けられた窓から心地よい風が入ってくる。木製の家具は職人が腕うでによりをかけたもので、主人の気品を際きわ立だたせている。

　いつもは落ち着いたアクアスティードの執しつ務む室しつが、今はざわついていた。




「ティアラが風邪？　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　愛する妻の体調不良に焦あせり、アクアスティードは食欲はあるのか、熱は、顔色は？　と、矢や継つぎ早ばやに質問していく。

　アクアスティードがそれを確認する相手は、フィリーネだ。ティアラローズが眠ったのを確認し、急ぎアクアスティードへ報告にきた。

　取り乱し慌あわてるアクアスティードに、フィリーネは苦く笑しようする。

「ひき始めですから、明日にはよくなるのではと思います。医師の手配はしましたので、後ほど見ていただく予定です」

「そうか……」

　フィリーネから伝えられたティアラローズの病状に、アクアスティードはほっとする。

「だが、無理は禁物だ。ティアラの明日以降のスケジュールは、調整し直してくれ」

「かしこまりました」

　そこまで体調が悪いわけでないとはいえ、用心にこしたことはない。

「早くよくなってくれるといいが……」

　指示を出して、一息つく。




　彼は、アクアスティード・マリンフォレスト。

　ティアラローズの夫であり、マリンフォレスト王国の王太子だ。

　ダークブルーの髪に、スラリとした体型。整った顔立ちは厳しい印象を与えるが、ティアラローズにだけは甘く優しい。

　国中の令嬢たちの憧れの的で、『ラピスラズリの指輪』の続編でも大人気だったメイン攻こう略りやくキャラクターだ。




　二人の会話を聞いていたエリオットは、仕事の進しん捗ちよく状じよう況きようを確認してから声をかける。

「アクアスティード様、今は仕事もひと段落していますし……様子を見にいかれますか？」

「そうだな、いや、先に少し出かける」

　その言葉に、エリオットは「おや？」と顔をしかめた。

　アクアスティードの側近であるエリオットは優しげな目元が特とく徴ちようで、セピア色の髪はさらりとしている。

　恋こい人びとはいないが、王城のメイドたちから人気のある親しみやすい人物だ。

　エリオットは、主人の一日のスケジュール調整なども行う。それは起き床しよう時間から始まり、執務や会食、プライベートの時間なども含ふくまれる。

　けれど、今日は出かける予定も、人に会う約束もなかったはずだ。

　てっきりすぐティアラローズの下へ行くと思っていたエリオットは、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったように目を瞬しばたたかせる。

「…………？」

　アクアスティードが彼女以上に優先すべき予定なんて、今はないはずだ。

「どこへ行かれるんですか？」

「クレイルのところだ。すぐに戻もどる」

　エリオットが行き先を尋たずねると、簡潔な答えが返ってくる。

「かしこまりました」

　本当であれば、すぐにティアラローズの下へ行きたい。……が、その前にどうしても確認しなければならない事案があるのだ。

　アクアスティードはエリオットに仕事を託し、執務室を後にした。







　空の妖精王であるクレイルの神しん殿でんは、空の領域にある。

　澄すんだ空気に、白を基調とした調度品。神殿の壁かべの一部は大きなガラスになっており、空から見下ろす形で王都を一望することが出来る。

　生身の人間でそこへ行くことが出来るのは、空の妖精王から祝福されているアクアスティードだけだ。

　例外は、クレイル本人が招いた場合のみだろうか。

　空へやって来たアクアスティードを出で迎むかえたのは、もちろんクレイルだ。

「アクアスティード、どうかしたの？」




　空の妖精王、クレイル。

　青色のグラデーションがかった髪を肩かた口ぐちで切りそろえ、金色の瞳は王としての威い厳げんを備える。女性と見み間ま違ちがえてしまいそうな綺麗な顔には、誰だれもがほれぼれするだろう。

　どこか素っ気ないようなトーンで喋しやべるけれど、これが標準だ。以前女装していたときとは全く違う態度に、アクアスティードも最初は内心驚おどろいた。




　挨あい拶さつもそこそこに、アクアスティードは用件を切り出す。

「少し相談があってな」

「相談？　今、この国には私の力を必要とするような問題は起きていないように思うけど……」

　アクアスティードが告げると、クレイルは不思議そうに首を傾かしげる。

　空を操あやつる彼かれの武器は、情報だ。国中に吹ふく風が音を拾い届けるため、大たい抵ていのことは把は握あくしている。

　今現在、この平和な国にはなんら問題はない。

　そのためクレイルは「何を？」と気楽に尋ねるが、アクアスティードはひどく真剣な、思いつめたような表情でクレイルを見つめ返す。

「……ティアラのことだ」

「ティアラローズの？」

　そういえば、先ほど体調不良で倒たおれたという報告を妖精から受けたなとクレイルは思い出す。だが、風邪の初期症しよう状じようのようなので特に問題はなかったはずだ。

　クレイルが知り得ない状況になっているのか、問うために口を開こうとすると──一いち陣じんの風が吹き、花びらと木の葉が舞った。

「なんだ、ティアラがどうかしたのか？」




　綺麗な緑色の長ちよう髪はつと、しっかりした体つき。

　腰こしには扇おうぎを差し、首もとにはゆったりとしたストール。アクアスティードやクレイルと同じように金色の瞳を持つ。

　森の妖精王、キース。

　ティアラローズを祝福しているため、気になったキースが様子を見に来たのだ。




「キース……また勝手に来て」

「いいだろ、別に」

　来るなら事前に連れん絡らくをしろと、クレイルはため息をつく。

　とはいえ、自由奔ほん放ぽうなキースのことだ。こうやって注意しても、きっとすぐに忘れてしまうのだろう。

　そして二人の視線は、アクアスティードへと集まる。

「んで、ティアラがどうしたって？」

「体調を崩している。……それが、星空の王の力の影えい響きようではないかと考えたんだ」

「なるほどな」

　不安そうに告げられたアクアスティードの言葉に、二人の王が納なつ得とくする。




　星空の王の力とは、アクアスティードが持つ力のことだ。

　それは初代国王であるフェレス・マリンフォレストも扱あつかうことが出来る。とても巨きよ大だいな力ゆえに、人間の体には持つだけで負担がかかるのだ。

　それだけであれば、アクアスティードもそれほど不安には思わない。王としての責務だと受け止め、その力を制せい御ぎよできるように努めるだけだ。

　懸け念ねんしているのは、この力がティアラローズに流れ、その影響で体調を崩してしまったのではないかということ。

　ティアラローズの持つ『星空の王の指輪』には、アクアスティードから星空の力が流れているのだ。

　これは、アクアスティードが力に耐たえられなくなったときのための救済措そ置ちのようなものと考えていいだろう。

　その力を問題なく受け止められるかどうかは、ティアラローズの資質に関わる。

　現に、フェレスの妻であるリリアージュは、指輪の力によって人間から怪かい物ぶつへと姿を変えてしまった。




　──不安になるなという方が、無理だ。

　アクアスティードの思いつめたような表情を見て、クレイルは肩をすくめる。

「考えすぎだよ、アクアスティード。ティアラローズの不調は、王の力とは関係ない」

「そうだな……確かに、ティアラもアクアスティードも力の乱れはないな」

　杞き憂ゆうだったようで、クレイルとキースは「ただの風邪だ」と言い切った。

「そうか、よかった……。私の力のせいで、ティアラに何かあったら……」

　悔くやんでも、悔やみきれないだろう。

　二人の妖精王の判断に心底安あん堵どし、それならばすぐにでもティアラローズの下へ行きたくなる。それを察したクレイルは、苦笑しながら「行けばいい」と言う。

「心配なんだろう？　ティアラローズのことが。私も出かけるから、早く帰って」

「俺おれも後でティアラの見み舞まいに行くかな」

　キースもどこか心配そうに告げるが、アクアスティードとしては弱っているであろうティアラローズをほかの男になんて見せたくはない。

　さらっと流して、礼を告げた。

「すまない、ありがとう」

「ああ、気を付けて」

　クレイルとキースの二人に見送られ、アクアスティードは空の神殿を後にした。




　残った二人の妖精王は、ほんの少しの体調不良で慌あわてるアクアスティードがなんだか初うい々ういしく見えてしかたがなかった。

　キースは顎あごに手を当てて、くつくつと笑う。

「心配しすぎだろう。ティアラは、ちょっとやそっとじゃ音を上げたりしない」

「本当、キースはティアラローズがお気に入りだね」

「まーな。それに、もし何かあったら、妖精たちが騒さわぐに決まってるだろう」

　ティアラローズに祝福を贈おくっている森の妖精たちは、彼女のことが大好きだ。なにかあれば、まっさきにキースに報告するだろう。

「さて、俺も戻るかな」

「そうして」

「冷たいなー」

　おちゃらけたようなキースをひと睨にらみして、クレイル暇ひまじゃないと言う。

「私はパールの様子を見に行くから、忙いそがしいんだ」

　ゆっくりキースに構っている時間はないのだろう、クレイルが静かに告げる。「わかったよ」と返事をしながら、キースは転移しその場から姿を消した。
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　クレイルの神殿から王城へ戻ったアクアスティードは、すぐにティアラローズが寝ているであろう寝室へやって来た。

　けれど、そこにティアラローズの姿はない。

「ティアラ？」

　体調不良なのにどこへ行ったのかと焦るが、すぐ別の寝室だと気付く。

　ティアラローズには、寝室が二つある。

　夫ふう婦ふであるアクアスティードとともに使う寝室と、ティアラローズが一人で休むことが出来る寝室だ。

　アクアスティードが訪おとずれたのは、二人で使う寝室だった。




　すぐに移動し、アクアスティードはティアラローズの部屋に隣りん接せつした寝室へと入る。

　南向きに作られた大きな窓には、薄うすいレース地のカーテンだけで、室内はとても暖かい。

　極力音を立てないよう、ゆっくりと天てん蓋がい付きの寝しん台だいへ近づいて妻の様子を窺うかがう。

　すると、ティアラローズはゆっくりと目を開き、ふわりと微笑んだ。

「……アクア様」

「ティアラ、起こしてしまった？」

「いえ。少し眠っていたんですけど、目が覚めてしまって。ここはお日様が気持ちいいので、横になっているだけでも心地いいです」

　ティアラローズは微笑みながら、「少し体調もよくなりました」と心配するアクアスティードに告げる。

「そうか。でも、無理はしないでくれ」

「はい。ご心配をおかけしてしまって、すみません」

「大丈夫だ。ここ最近はいろいろなことがあったから、疲つかれが出てしまったのかもしれないな」
















　アクアスティードは寝台の縁ふちに腰かけて、ティアラローズの髪を優しく撫なでる。そのまま額に優しくキスを落とし、「早くよくなって」と耳元で囁ささやく。

「……っ！　すぐによくなります」

「ああ。心配で、仕方がない」

「大おお袈げ裟さです、アクア様」

　微笑むアクアスティードの顔に、ティアラローズはドキドキしてしまう。耳元で囁かれた低い声は、さらにそれを加速させる。

「…………」

　いつも甘く優しい夫だけれど、自分の体調が悪いせいだろうか？　いつもより、それがいっそう特別に感じてしまう。

　もっと甘やかしてほしいと、思ってしまった。

「アクア様」

「うん？」

「……少しだけ、手を握にぎってもらってもいいですか？」

　横になったまま、おずおずと手を差し出してアクアスティードのことを見つめる。

　甘えたいなという感情が、ティアラローズからだだもれだ。それを見て、アクアスティードは思わず小さく笑う。

「もちろんだ、私のお姫ひめ様」

「あ、子供みたいだって笑いましたね……!?」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませるティアラローズだが、アクアスティードの手が触ふれるとすぐにその表情は柔やわらかくなる。

　そこへ、コンコンとノックの音が響ひびいた。

　入室を許可すると、フィリーネが顔を覗のぞかせる。

「失礼いたします」

「フィリーネ、どうしたの？」

「はい。オリヴィア様がお見えになっています。ティアラローズ様は体調が優すぐれないとお話ししたら、お見舞いをされたいと……」

　おそらくオリヴィアは何かの用事があり、登城したのだろう。

　彼女は王城に用事があると、終わった後にティアラローズを訪ねてくれるのだ。二人でお茶を飲み、ゆっくり過ごすことが多い。

「アクア様、少しだけオリヴィア様とお話ししてもいいですか？」

「それはもちろん構わないが、ティアラは大丈夫？」

「はい」

　どうしようかと考えたけれど、少しならば問題はないだろう。そう考え、ティアラローズはオリヴィアを迎え入れることにした。




　しばらく待っていると、いつものようにオリヴィアが顔を覗かせた。

　それと同時に甘い香りがティアラローズの鼻をくすぐり、お菓か子しのお土産みやげがあることに気付いて目を輝かがやかせる。

「ティアラローズ様、アクアスティード殿でん下か、ごきげんよう」

　入室してすぐ、オリヴィアは淑しゆく女じよの礼をする。

「ああ。オリヴィア嬢じようも元気そうで何よりだ」

「オリヴィア様、いらっしゃい。横になったままでごめんなさい。あまりおもてなしは出来ないけれど、ゆっくりしていって」

　ティアラローズがそう言うと、口元に手を当ててオリヴィアがこくこくと頷うなずく。

　その心は、悪役令嬢とそれを心配して付きっ切りのヒーロー最高!!　だろうか。

　身み悶もだえして床ゆかをばんばん叩たたきたい衝しよう動どうにかられるが、オリヴィアはぐっと我が慢まんする。これ以上興奮したら、鼻血が出てしまうかもしれない。




　そんな彼女は、『ラピスラズリの指輪』の続編の悪役令嬢だ。

　長い髪と、紐ひも状のヘアアクセサリー。フレームの付いたカラー眼鏡めがねがよく似合う、テンションが激しい公こう爵しやく家の令嬢だ。

　名前は、オリヴィア・アリアーデル。

　ティアラローズと同様、日本人だった前世の記憶を持っている。




　オリヴィアは寝台の横に用意された椅い子すに腰かけて、ティアラローズのことをじっと見つめた。そしてすぐ、ほっとしたように微笑む。

「思っていたよりも顔色がよくて、安心しました」

「ええ。きっと、疲れが出てしまったのね……ここ数年、風邪なんてひいたことがなかったから……」

「早く元気になってくださいませ」

　それとともに、お土産ですと可か愛わいらしくラッピングされたバームクーヘンが差し出される。待っていましたとばかりに、ティアラローズは嬉うれしさを隠かくせない。

「これを食べたら、すぐによくなりそうですね」

「ティアラローズ様ったら。そうですわ、せっかくですし……療りよう養ようを兼ねて旅行をしてみてはいかがですか？　わたくしがいつも使う別べつ荘そうをお貸ししますから」

「別荘に？」

　オリヴィアの提案に、それはとても魅み力りよく的てきだとティアラローズは思う。

　しかし、療養を兼ねるのであればそれなりの日数が必要だ。

　アクアスティードは仕事が忙しく、行くのが厳しいかもしれない。かといって、ティアラローズ一人で行きたいとも思えない。

　──素す敵てきなお誘さそいだけど、無理そう。

　ティアラローズが断りを入れようとすると、先にアクアスティードが口を開く。

「それはいい。私もスケジュールを調整するから、一緒に行こう」

「アクア様、お忙しいのに……いいのですか？」

「もちろん。ティアラが元気になるのが一番だからね」

　無理だと思っていたため、アクアスティードの返事は純じゆん粋すいに嬉しかった。

　王太子とその妃きさきという身分ゆえ、落ち着いて出かけることも難しい。おそらく時間を捻ねん出しゆつするのは大変だろうに、その大変さをまったく見せずアクアスティードは了りよう承しようした。

「では、わたくしが手配しておきますね。日程などの確認については、レヴィを使いに出しますから」

「ありがとうございます、オリヴィア様」

　こうして、ティアラローズとアクアスティードの二人で旅行へ行くことが決定した。
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　体調不良を訴うつたえていたティアラローズだが、幸い風邪のひき始めだったようで、療養旅行へ向かうころにはすっかりよくなっていた。

　つまり、ただのリフレッシュ旅行になってしまったということだ。

　オリヴィアが紹しよう介かいしてくれた別荘は、マリンフォレストの王都から西の方角へ馬車で二日ほどの場所にある。

　畑の中ののどかな田舎いなか道みちを通り辿たどり着ついたのは、マリンフォレストの特産物である苺いちごをメインに育てている村だ。

　その村外れにある小高い丘おかの上に、別荘が建てられていた。




「いいところですね、アクア様。わたくしの風邪もすっかりよくなりましたし、村を見学させていただきたいです」

「まだ油断は禁物だよ、ティアラ」

　ティアラローズは馬車の窓から顔を出して元気そうに苺畑を見ているが、アクアスティードはまだまだ心配なようで、別荘でゆっくりしてほしいと言う。

　あまりにも過保護で、ティアラローズは思わずくすりと笑ってしまう。けれど、「行きたいです」とティアラローズが上うわ目め遣づかいでアクアスティードを見つめると……。

「……わかった。今日一日休んで、明日も問題ないようなら苺畑を見に行こう」

「はい！」

　普ふ段だんあまり我わが儘ままを言わない妻のお願いごとには、めっぽう弱い。

　了承を得て、ティアラローズは嬉しそうに微笑んだ。
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　マリンフォレストでは、多くの村が苺を育てている。

　ティアラローズたちが訪れているこの村も、その一つだ。村の人口は五百人ほどと小さいが、楽しそうに働いていてとても活気がある。子供も多く、笑い声が絶えない。

　一晩別荘で休み、体調に問題はなかったので苺を見に村までやってきた。

　ティアラローズ、アクアスティードのほかには、エリオット、フィリーネ、タルモが一緒にいる。




　馬車に乗って村に着くと、村長と数人の村人が温かく出迎えてくれた。

「突とつ然ぜんの訪問にもかかわらず、対応してくれて感謝する」

　アクアスティードが村長に出迎えてくれた礼を言い、今日を楽しみにしていたのだと伝える。

　ティアラローズも、アクアスティードの隣となりで微笑みながら声をかける。

「本日はよろしくお願いします」

「とんでもございません。王族の方々にこうして足を運んでいただいて、とても光栄です」

　王族が来るようなことはほとんどないため、村長は嬉しそうに微笑む。農業を営んでいるというだけあり、体つきのしっかりとした白しら髪が交じりの初老の男性だ。




　苺畑には、村長自らが案内してくれた。

「うわぁ、すごい……」

　案内された一面の苺畑を見て、ティアラローズは感かん嘆たんの声をあげる。苺一粒つぶ一粒がまるで宝石のようにキラキラ輝いていて、どれだけ大切に育てられているかが一目でわかった。

　どこまでも続く苺畑は、まさに圧巻だ。

　ぜひ新作のスイーツに使いたいと思っていると、ぴょこりと森の妖精が苺畑の間から顔を覗かせた。

『あ、ティアラだ～！』

『苺たべる～？』

　森の妖精はきゃらきゃらと笑い、美お味いしそうな苺をティアラローズに差し出した。

「みんな、ありがとう。でも、勝手にもいでは駄だ目めよ？」

　許可なくもいではいけないと伝えるが、すぐに村長が「とんでもない、お好きなだけどうぞ！」と興奮しながら首をぶんぶんと振ふる。

　妖精たちが畑にいることが、嬉しかったのだろう。妖精が愛している畑は、作物がよく育ちとても美味しいのだ。

「ありがとうございます、村長」

　それならば……と、苺を口に含むとすぐに甘さが広がった。わずかな酸味がアクセントになり、より甘味が引き立つ。

「おいしい……っ!!」

『じゃあもっとあげる～！』

『これ、これがオススメ～！』

『こっちは僕ぼくが育てたんだよ～』

「！」

　ティアラローズが美味しそうに食べたのを見て、森の妖精たちは『これも食べて！』とたくさんの苺を摘つんでくる。ゆうに三十個を超こえる苺が、ティアラローズの下へ運ばれた。

　さすがに食べきれるわけもなく焦るティアラローズだが、それを見たアクアスティードは楽しそうにくすりと笑う。

「相変わらず、ティアラは森の妖精に好かれているね」

「村のみなさんが一いつ生しよう懸けん命めい作ってくださっているのに、こんなに……」

　妖精たちが摘んだ分の料金は後で支し払はらおうとティアラローズは心に決める。

　たくさんある苺は、別荘に戻ってから食べられるようフィリーネに保管を頼む。

「でも、こんなに森の妖精がいるなんて珍めずらしいですね」

　よくよく見れば、苺畑にはたくさんの森の妖精がいた。

「ここはお気に入りの場所なのかしら」

　ティアラローズがアクアスティードに問いかけると、「そうだね……」と肯こう定ていしながら最近の報告例を教えてくれた。

「人間が森の妖精を見かけることは、今までは滅めつ多たになかったんだ。でも、ここ最近は少しずつ目もく撃げき例れいが増えているんだ」

「そうなんですか？」

「ティアラのおかげだろう。森の妖精たちが活発になったんだ」

　アクアスティードの言葉を聞き、ティアラローズはなるほどと頷く。

　確かに、〝ティアラローズの花〟を国花としてからは、それの世話と称しようしていろいろなところに森の妖精たちが出しゆつ没ぼつしているのだ。

　ティアラローズがいなければ、このようなことは起きなかっただろう。

　村長にも確認してみると、想像もしていなかった答えが返ってきた。

「いえ、森の妖精たちが姿を見せたのはここ数日です。……村に来た客人に懐なついているようでして」

「森の妖精が？」

　現在、森の妖精が祝福しているのはティアラローズだけだと誰もが思っていた。けれど、もしかしたらほかの人間も森の妖精から祝福を受けているのかもしれない。

　もちろん、森の妖精が今後もっと人々に祝福を与あたえるのであれば、それはいい傾けい向こうだけれど。

　──でも、なんだか寂さびしい。

　ティアラローズは、ラピスラズリ王国から嫁いだ自分を祝福してくれた森の妖精たちが大好きだ。ずっと自分だけにその祝福が向けられるとばかり思っていたため……ほんの少しだけ、気落ちする。

「私としては、森の妖精たちがティアラばかり構わなくなるなら嬉しいけどね。そうすれば、ティアラをひとり占じめ出来る時間が増えるだろう？」

「アクア様ったら……」

　元気付けるようなその言葉に、ティアラローズは微笑む。

　アクアスティードとしては本音なのだが、ティアラローズは慰なぐさめてくれたのだろうと好意的に受け取る。

　けれど、そうやって言ってもらえることが嬉しいのも本当で。ティアラローズは思わず緩ゆるんでしまう頰を隠すように、畑の苺を見た。




「……さて、そろそろ行こうか」

　アクアスティードがティアラローズの腰を抱いて手を取り、畑から村に戻ろうと言う。風邪がぶり返してしまっては大変だから、と。

「体調はどう？」

「大丈夫です、元気ですから」

　別荘で一日ぐっすり休んだため、今のティアラローズは元気いっぱいだ。

　けれど、念には念を。フィリーネがすぐにティアラローズの下へやってきて、厚手のストールを肩にかける。

「ティアラローズ様、こちらをどうぞ」

「ありがとう、フィリーネ」

　それを見た妖精たちが『可愛いね～』とにこにこしている。

「ありがとう。わたくしたちは村に戻るわね」

『えぇっ？　会っていかないの？』

「会う？」

「もしかして、近くに村長の言っていた客人がいるんじゃないか？」

　首を傾げたティアラローズに、アクアスティードが言う。森の妖精たちに懐かれているという客人だ。

　それは当たっていたようで、妖精たちが『そうだよ～』と三十メートルほど離はなれたところにある大樹を指さした。

　──わたくし以外に、森の妖精の祝福を得ているかもしれない人。

　会いたいような、会いたくないような、そんなもどかしい気持ちが沸わき起おこって──。

「え？　あれって……」

　ぱちぱちと、目を瞬かせる。

　ティアラローズの視線の先にいたのは、大樹の下で気持ちよさそうに昼寝をするフェレスとリリアージュだった。

　なるほど、確かにこの二人ならば森の妖精たちに好かれているはずだと苦笑する。




　フェレス・マリンフォレストと、その妻であるリリアージュ・マリンフォレスト。

　この国の初代国王とその妃だ。

　強大な力を持ち、三人の妖精王とともにマリンフォレストを建国した人物。




「あーあの二人なら、祝福されているのも納得ですね」

「そうだな。旅をすると言っていたが、こんなところにいるとは思わなかった」

　同じように苦笑するエリオットとアクアスティードに、事情を知らない村長だけが首を傾げるのだった。
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　苺畑で二人を見つけたティアラローズたちは、そのまま別荘へ招待した。

　広いリビングルーム、並んでソファに座るティアラローズとアクアスティードの向かいに、フェレスがリリアージュを抱きしめて座っている。

　オリヴィア自じ慢まんの別荘というだけあり、とても落ち着いた作りになっていた。

　自然豊かな木々の香りに満ち、大きな窓の外にはウッドデッキがあり雄ゆう大だいな山々を一望しながらティータイムを過ごすことができる。

「いやぁ、まさかアクアスティードたちがこの村に来ていたなんて知らなかったよ」

　フェレスがにこにこ笑いながら、楽しそうに告げる。その腕の中には、もふっとした可愛らしいリリアージュが抱かれている。




　アクアスティードに似た顔立ちと、色素の薄い髪を持つフェレス。

　星空の王の力を受け入れ続けたため、怪物の姿になってしまったリリアージュ。

　今はその力が落ち着いているため、マリンフォレスト国内を旅し、見て回っているのだ。




「ティアラローズ様、苺のご用意ができました」

「ありがとう、フィリーネ」

『わあ、美味しそうです～！』

　フィリーネが用意したのは、森の妖精たちが選別した最上級の苺だ。

　温かい紅茶とともに用意され、ティアラローズとリリアージュのテンションが上がっていく。

　だが、フェレスは自分たちと同じように食べられるのだろうか？　とティアラローズは疑問に思う。

　フェレスは幽ゆう霊れいなのだから、食べるという概がい念ねんがないかもしれない。

　様子を窺うため、おそるおそるティアラローズは声をかける。

「あの……フェレス殿下、苺は召めし上あがりますか？」

「うん、いただくよ。ありがとう、ティアラローズ」

『問題なく食べられますよ。幽霊だというのに、不思議なものです。人としては死にましたが……そうですね、妖精のようなものと考えればいいかもしれません。キースたちも、食事することが出来るでしょう？』

　リリアージュが細かく説明してくれる。その答えにほっとしながら、ティアラローズたちは苺を楽しんだ。




『ふあぁ……お腹なかいっぱいです』

「大丈夫ですか？　リリアージュ様」

『はいぃ』

　苺をすべて食べ終えると、リリアージュがうとうとまどろみはじめた。フェレスがリリアージュを優しく撫でているので、おそらくその効果もあるのだろう。

「フェレス殿下とリリアージュ様の部屋へご案内しましょう」

　すぐにアクアスティードが立ち上がって告げるが、フェレスはゆっくり首を振る。

「ティアラローズ、リリアを部屋で寝かせてやってくれないか？　私は少し飲みたい気分なんだ」

「はい、承知しました」

　どうやら紅茶だけでは足りなかったようだと、ティアラローズは内心で苦笑する。今度はワインやシャンパンも準備しよう。

　アクアスティードはフェレスに付き合うために、再びソファへと座る。

「ティアラも疲れているだろうから、先に休んでいて」

「わかりました。おやすみなさい、アクア様、フェレス殿下」

「おやすみ。リリアをよろしくね」

「はい」

　ティアラローズはフェレスが抱いていたリリアージュを預かり、しっかり抱きしめる。フィリーネに手伝ってもらい、フェレスたちのお酒はエリオットに頼たのむ。

　すぐに役割分担が決まったところで、ティアラローズはリビングルームを後にした。




　ティアラローズたちを見送り、フェレスがおもむろに立ち上がった。

「アクアスティード、ちょっと話をしようか」

「フェレス殿下……？」

　どうやらリビングルームから移動するようだ。

　飲みたいというのは口実だったのかとアクアスティードは思う。が、フェレスはふらりとキッチンを覗きエリオットが用意していたワインと生ハムを持って戻ってきた。

　──飲みたいのも本当だったのか。

　ついこの間まで、力の安定しない幽霊だったのだ。たしかに、酒や美う味まいものがほしいというのも理解出来る。アクアスティードは素す直なおに頷き、フェレスの後に続いた。




「この国は、相変わらず星が綺麗だね」

「そうですね」

　フェレスが移動した場所は、別荘の屋根の上だった。

　えんじ色に塗ぬられたゆるやかな傾けい斜しやの屋根に腰かけ、落ちないように気を付けながら生ハムの載のったお皿を置く。

　アクアスティードは渡わたされたワイングラスを手に、フェレスと二人で夜空に乾かん杯ぱいする。

「──乾杯。まさかこんな風に、自分の子供と飲める日がくるとは思わなかったよ」

「私だって、初代国王と飲み交かわす日がくるとは思ってもいませんでした」

　白ワインの注がれたグラスに、夜空が映うつり込こむ。

　それをじっと見つめながら、アクアスティードは静かにフェレスが話を切り出すのを待つ。お願いか、相談か、はたまた命令か──。

　ティアラローズとリリアージュを下がらせてまで、いったい何を話したいのだろうか。

　アクアスティードの緊きん張ちようがフェレスに伝わったのだろう。味わっていたワインを一気に飲み干して、フェレスが楽しそうに笑う。

「そんなに警けい戒かいしないでよ、アクアスティード。別に、取って食ったりはしないさ」

「…………」

「もしかしたら、ただの雑談かもしれないよ？」

「ありえません」

　からかうようなフェレスに対して、アクアスティードは間かん髪はつを入れずにきっぱりとその可能性を否定する。

「まったく、もう少し可愛げがないとティアラローズに愛あい想そをつかされてしまうよ？」

「余計なお世話ですよ……」

「ふふ。そうだね、話したかったのは──お前の今後についてだ」

　先ほどまでとは打って変わり、フェレスの声が低く真剣なものに変わる。

　アクアスティードはその言葉にハッとして、同じように真剣な瞳をフェレスに向けた。交差する金色の瞳が、まるで星のよう。

　──あまり、いい話ではなさそうだな。

　そんな予想を立て、アクアスティードもフェレスと同じようにワインを飲み干し、耳を傾かたむける。

「そろそろ、星空の王が交代するときだ」

「王の交代？」

「ああ。……私とお前の、代だい替がわりだ」

　フェレスの言葉が熱を持って、じんわりとアクアスティードの体の中に浸しん透とうしていく。

　薄うす々うす、感じてはいたことだったが……こんなにも早く、はっきり言葉で伝えられるとは思ってもいなかった。

　アクアスティードの掌てのひらに、緊張からか汗あせがにじむ。

　その様子を見て、フェレスは「大丈夫だ」と告げる。

「私よりずっと、お前の方が力を使いこなすことが出来るだろう」

「そんなこと──」

「自分自身で制御出来なかったこの巨大な力は、長い長いマリンフォレストの歴史の中で薄れ、人間に馴な染じんでいった。私の中に流れるほどの濃こい血は、もうアクアスティードの中にはないだろう」

　言うなれば、フェレスの血は原液だ。

　フェレスの実子である二代目国王から王族の血はだんだんと薄まり、建国からすでに千六百年という長い年月が過ぎ去っている。

　アクアスティードがフェレスの血を色濃く引ひき継ついでいるのだとしても、フェレスと比べると、その力はずっと弱い。

「……フェレス殿下。星空の王になると、私はどうなりますか」

「直球だねぇ」

「逃にげられる問題ではないのでしょう？」

　もしくはリリアージュのように、人間の外見すら失ってしまうのか。

　聞きたいことは、山のようにある。

　アクアスティードの問いに、フェレスは顎に指先を当てながら思案する。

「正直に言ってしまえば、私にもどうなるかはわからない。……思うに、アクアスティードとティアラローズは問題なく力を使いこなせるだろう。ただ、寿じゆ命みようというものがなくなるかもしれない」

「寿命が……」

「でなければ、星空の王がいなくなってしまうからね」

　すぐに次代の王が現れるのであればいいが、それは難しいだろうとフェレスは言う。

　星空の王は、妖精たちが過ごしやすい環境を整える力を持つ。もし不在になってしまったら、妖精たちがマリンフォレストからいなくなってしまうかもしれない。

　その言葉には、アクアスティードも納得せざるをえない。二代目のアクアスティードが現れるまでに千六百年以上経たっているのだから。

「本当なら、ずっと私が君臨し続けられたらよかったけれど」

「フェレス殿下……」

「そんな顔をしないで、アクアスティード。私はもう、十分に王としてこの地を愛してきたよ。王でなくなることに、後こう悔かいなんてない」




　星空の王として、フェレスがこの地を守ってきた。

　言うなれば、妖精と、人間と、自然と……すべての均きん衡こうを保たせているのが星空の王。

　妖精たちが何不自由なく暮らせるようにし、マリンフォレストを大国として繁はん栄えいさせてきたのだ。

　フェレスが妖精王たちと築き上げた、マリンフォレスト。

　森の妖精王、海の妖精王、空の妖精王──そして、星空の王。この四人が、建国からずっとマリンフォレストを見守り、支えてきたのだ。

　もしも星空の王がいなくなってしまえば、その均衡は崩れ……妖精たちがこの地からいなくなってしまうかもしれない。




　まさか、アクアスティードの代で星空の王が抜ぬけるわけにはいかない。この先もずっと、王族として妖精王とともに支えていきたいと考えている。

　けれど──懸念事じ項こうがないわけではない。

「私はどうなってもいい。しかし、ティアラが不幸になるのは──」

「アクアスティード」

　それを伝えようとすると、フェレスの指先がアクアスティードの眼前に突つきつけられた。指先はそのまま唇くちびるに滑すべり、アクアスティードは口を噤つぐむ。




「それ以上は、言ってはいけない。彼女の決意を、お前が否定してはいけない。ティアラローズは、王族として覚かく悟ごを決めた強い人だ」




　フェレスは、ティアラローズを王族の一員として誇ほこりに思っている。

　そして同時に、自分にリリアージュがいなければならないように、アクアスティードにもそばにいてくれる女性がいなければならないと考えている。

　アクアスティードとて、ティアラローズを決して誇りに思っていないわけではない。それでも、それでも自分が愛する妻として──誰よりも幸せであってほしいのだ。

「私だって、アクアスティードの気持ちがわからないわけじゃない。だけど、お前とティアラローズの関係はそんな簡単に切れてしまうものではないだろう？」

「もちろん」

　ティアラローズは、王となったアクアスティードを支え、どこまででも一緒にいてくれるだろう。うぬぼれではなく、本当にそう思っているし、実際そうなのだ。

　アクアスティードは大きく深呼吸し、心を落ち着かせる。そして再度、真剣な表情でフェレスを見やる。

「まさか、話がこれだけということはないでしょう？」

「アクアスティードは本当、勘かんがよくて困る」

　くすりと笑い、フェレスは再び話し始めた。
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　ティアラローズは、フィリーネとともにリリアージュを寝台に寝かせた。

　フェレスとリリアージュのために用意された一室は、優しい若菜色で統一されている。壁は無む垢くの木材で、花か瓶びんには春と夏の花が活いけられている。

「ぐっすり眠っていますね」

「リリア様は旅慣れていないでしょうし、きっと疲れが溜たまっているんだと思うわ」

「水差しをご用意しておきますね」

「ええ、お願いね。フィリーネも、それが終わったら休んでちょうだい」

「はい」

　フィリーネに任せ、ティアラローズは部屋を後にする。




　廊ろう下かを歩いていると、押おし花ばなで装そう飾しよくされた可愛らしいプレートが目に入った。

　そこには『図書室』と書かれていて、そういえばオリヴィアに「秘蔵書を揃そろえていますから!!」と力強くおすすめされていたことを思い出す。

「きっと、貴重な資料があるに違いないわ……」

　あのオリヴィアが集めた本だ。

　もう休もうとしていたティアラローズだが、どうにも気になってしまい少しだけ……と思いながら図書室へ足を踏ふみ入いれた。

　室内は奥行きが十メートルほどで、それほど広くはない。

　けれど、ずらりと並ぶ本ほん棚だな。それに加え、壁一面に埋うめ込こむ形で本棚が造り付けられている。

　一つだけある窓の横にはウッドデスクとチェア。そこには小さなランプが置かれていて、ここでオリヴィアが読書をしていたのだろうということが想像出来る。

「すごい、どれを読もうか迷ってしまうわね」

　ドア口すぐの本棚の本を一冊手に取ると、それはラピスラズリの歴史書だった。すぐ隣にも同系統の本があり、ジャンルや国ごとできちんと整理されていることがわかる。

「どんな本があるのかしら？」

　ゆっくり本棚の端はしから見ていくと、さすがオリヴィアというラインナップが取り揃えられていた。『妖精について』『世界地図』『王族の歴史』などなど。

　興味深い題名に惹ひかれていると、背表紙に何も書かれていない本があった。

「なんだろ……？」

　気になって手に取ってみるが、表紙にも何も書かれていない。首を傾げながらページをめくっていくと、美しい手書きの文章が目に入った。

「ええと、『マリンフォレストスチル獲かく得とく場所一覧、郊こう外がいの花畑、大通り、噂うわさのカフェ、王城の裏手』──って！　これ、ゲームのことが書いてある！」

　さらに内容を読み進めていくと、攻略対象者のプロフィール設定。好きな物や嫌きらいな物、性格や身分まで。

　しかもご丁てい寧ねいなことに、ゲーム設定と実際に会ったときの印象まで書き込まれている。

「オリヴィア様が作った攻略本だ！　すごい!!」

　まさか、手書きの攻略本を目にすることになるとは思わなかった。

「面おも白しろい。私が知らないマリンフォレストのこともたくさん書いてある。ええと、『はじまりの広場』？　あ、そういえばラピスラズリにもあったなぁ」

　始まりの広場とは、『ラピスラズリの指輪』のゲームロゴが記しるされた広場のことを指す。

　基本的に、そこがデートの待ち合わせ場所になったり、重要なイベントが起こる場所なのだ。まさかマリンフォレストにも同じものがあったとは……と感動する。

　オリヴィアではないけれど、ティアラローズも時間を作り聖地巡じゆん礼れいしなければ！　と、心に誓ちかう。

　読み進めているうちにどんどん夢中になり、ティアラローズは攻略本から目を離せなくなっていた──。
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　──ハッ！




　結果、朝になっていた。

「噓うそ、わたくしったら……」

　パチパチと何度か瞬またたきをして、ちらりと窓を見る。朝日が昇のぼり始めていて、もう朝がきたということがわかった。起きるにはまだ早い時間だが、朝に変わりはない。

　本に夢中になって、徹てつ夜やしてしまうなんて。

「あ、アクア様は!?」

　風邪をひどく心配していた彼に、本に夢中になり徹夜してしまいました──なんて、言えるはずもない。

　慌てて部屋へ戻ろうとして、ふと、そういえば誰も捜さがしにこなかったことに気付く。

　首を傾げながら、ティアラローズはあてがわれた寝室へ向かう。アクアスティードが鬼おにの形相で立っていたらどうしようと、おそるおそるドアを開く。

　しかし、そこには誰もいなかった。

　寝台に触れてみると、シーツなどに乱れはなく、冷たいままだ。

「アクア様も、一晩部屋に戻ってこなかった？」

　──何かあったのかしら？

　それとも、酔よいつぶれてリビングルームで寝てしまったのだろうか。

　ティアラローズは急いで階下へ向かうも、リビングルームにも誰もいない。グラスなどもなく、綺麗に整えられている。

「……アクア様？」

　不安に駆かられ、ティアラローズはアクアスティードを捜しまわる。

　しかし、どの部屋にもアクアスティードはいない。捜してないのは、誰かが使っている部屋だ。かといって、そこを見て回るわけにもいかない。

　ほかに捜すとすれば、外しかない。

　まさかと思いつつも、ティアラローズは玄げん関かんから庭園へと出た。




「わ、綺麗……」

　朝日に照らされた木々たちが輝き、ずっと見ていたくなるような景色が広がっていた。思わずぼおっと眺めていると、「ティアラ」と声をかけられる。

「！　アクア様？」

　声のする方を振り向いてみるが、そこに人の姿はない。まさか幻げん聴ちよう？　なんて思っていると、「こっちだよ」と上から声がした。

「おはよう、ティアラ。すっかりフェレス殿下と話し込んでしまって……すまない」

　見ると、屋根の上に並んで座っているアクアスティードとフェレスの姿があった。苦笑している様子を見ると、気付いたら朝だったのだろうということがわかる。

　けれど、夜通しいったい何を話していたのだろうか。

　アクアスティードとフェレスが屋根から降りて、ティアラローズの下へとやってきた。

「さあ、部屋に戻ろう」

「起きるにはまだ少し早い時間だからね。私もリリアのところに戻ろう」

「はい。あの、アクア様、なにを──」

「……ティアラ、なんで昨日のドレスのままなんだ？」

「え？　あっ……これは……」

　何を話していたのか聞こうとしたけれど、アクアスティードがそれをさえぎってティアラローズの服装に疑問を持つ。

　徹夜で本を読んでいたのだから、着替えなんてしているはずもない。

　にっこり笑うアクアスティードだが、間違いなく怒おこっているだろう。その横では、フェレスが楽しそうに笑いながらこちらを見ている。

「ティアラこそ、何をしていたのかじっくり話を聞く必要がありそうだ」

「……はい」

　アクアスティードの言葉に、しぶしぶ頷くティアラローズ。徹夜で本を読んでいましたと告げたら、どれだけ大きな雷かみなりを落とされてしまうのだろうか……。

　──でも。なんだか、はぐらかされたみたい？

　フェレスと二人でいったい何を話していたのだろうか。

　それを口にしたくないという思いがアクアスティードから伝わってきて、ほんの少しだけもやもやするティアラローズだった。







「ふああぁ……」

　アクアスティードと二人で寝室へ戻ると、安心してしまったからかあくびがでてしまう。

「眠たい？」

「…………はい」

　この後、徹夜で本を読んでいたお叱しかりを受けるのだろうか……そう思ったが、アクアスティードに優しく頭を撫でられる。

「とりあえず、お風ふ呂ろに入っておいで」

「ありがとうございます」

　気き遣づかうアクアスティードの言葉に頷き、ティアラローズはゆっくりお風呂に入った。




　入浴を済ませたころには体が温まり、うつらうつらしてしまう。

　別の浴室を使い先にあがっていたアクアスティードは苦笑して、まだ水を含んだままだったティアラローズの髪を風の魔ま法ほうで乾かわかす。

　そのままティアラローズは手を引かれ、寝台の上に寝かされてしまう。耳元で優しく「おやすみ」と囁かれたときには、もう意識は夢のなかだった──。
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　目が覚めたのは、昼過ぎだった。

　徹夜をしてしまったため、今日のティアラローズは外出禁止だ。

　それなのに、アクアスティードはフェレスとともに近きん隣りんの視察をすると言って出かけてしまった。




　軽く食事をとり、ティアラローズはリリアージュと一緒にケーキ作りを始める。

　昨夜のことをリリアージュに話すと、楽しそうに笑う。

『フェレスとアクアスティードが屋根の上で飲んでいたんですか？』

「そうなんです。わたくし、驚いてしまって……」

『確かに、王族が外で飲むのは珍しいですね。でも、フェレスは昔からそうなんですよ』

　フェレスは王としての威厳はあるが、どこか子供のような一面も持つ。

　昔は地べたに座り、妖精王たちと飲んでいたこともあるんですと教えてもらう。確かに、キースあたりであればその姿はとてもしっくりする。

『私も、彼の自由奔放さに振り回されることが多かったです。最初は、押しかけて来たフェレスのことが大嫌いだったんですよ』

「押しかけて……？」

『はい。フェレスは王族でしたけれど、上に兄きよう弟だいがたくさんいたんです。新しい国を作るために、家出したんです』

「…………」

　リリアージュの言葉を聞き、ティアラローズは目が点になる。

　確かに、フェレスは元々他国の王族だった。妖精王とともにマリンフォレストを建国したのは知っていたが、詳しよう細さいは知らなかったのだ。

『フェレスの生まれた国は、妖精がいなかったんです。最初は、妖精が見たくて今のマリンフォレストへ来たみたいですよ』

　リリアージュが誰よりも妖精に好かれていたため、その噂を聞いてフェレスが訪ねてきたのだという。

　そのまま村に住みつき、フェレスも妖精と仲良くなっていったのだ。

　楽しそうにしているリリアージュだが、さらりとフェレスが大嫌いだったと告げている。今はどこからどう見ても相思相愛だが、二人が結ばれるまでにはいろいろな困難があったのだろう。

　ティアラローズも、アクアスティードと二人でどんな困難も乗り越えていこうとそっと胸に誓う。

『あ、ティアラ！　そろそろケーキが焼けたのではないですか？』

「そうですね、もうよさそうです」

　オーブンから漂ただよってくるスポンジの焼きあがった匂においに、リリアージュが鼻を動かす。艶つややかな尻尾しつぽを左右に振り、言葉以上に行動で楽しいのだということが伝わってくる。

　ティアラローズが生クリームを絞しぼり、その上にリリアージュが苺を載せていく。一面に苺が敷しき詰つめられて、とても豪ごう華かになった。

　最後の仕上げとして、ティアラローズがこっそり作っておいたリリアージュの形をした可愛らしいデコレーションチョコを載せる。

『わ、なんですかこれは！　すっごく可愛いです!!』

「リリアージュ様ですよ。チョコレートは型をつくれば、溶とかして再度固めることが出来るんです。可愛いですよね」

『はいっ！』
















　フェレスが喜んでくれそうだと、リリアージュはにこにこしている。

　スイーツで誰かが幸せになってくれることが、ティアラローズにとってはとてつもなく嬉しいのだ。

　リリアージュに釣つられるように笑い、ティアラローズは出来上がったケーキをリビングルームへと持っていった。




　フィリーネに紅茶を淹れてもらったところで、ちょうどアクアスティードとフェレスが帰宅した。

「ただいま、ティアラ」

「おかえりなさい、アクア様」

　アクアスティードを出迎えると、こめかみに優しく口づけられる。

　フェレスも隣にいたため恥はずかしかったが、嬉しいので何も言えない。「もう……」と小さな抵てい抗こうだけはしたが、アクアスティードは笑っている。

　それを見たフェレスも、負けじと出迎えたリリアージュの頰へ口づけようとしたが──。

「ただいま、リリア」

『おかえりなさい。でも、恥ずかしいから駄目ですよ！』

　恥ずかしがったリリアージュから、可愛らしい肉球パンチを食らっていた。

　ティアラローズは二人のジャケットを預かり、ハンガーへかけリビングルームへ向かう。出迎えるのは、先程仕上がったばかりのケーキだ。

「そういえば、ケーキを作るって言ってたね」

「すごい、リリアが載ってるケーキだ」

　テーブルの上にある苺のケーキを見て、アクアスティードが「美味しそうだ」と褒ほめる。フェレスも載せてあるリリアージュのチョコレートに釘くぎ付づけだ。

　四人で美味しくケーキを食べながら、それぞれ今日の出来事を話してまったりした時間を過ごす。

　嬉しそうにケーキを頰張るリリアージュを見ながら、フェレスが口を開く。

「ティアラローズの療養でここに来ているんだったね。何日ぐらい滞たい在ざいするの？」

「二週間を予定しています」

　その問いにアクアスティードが答えると、それならばとフェレスがティアラローズを見て提案する。

「そうか。もしよければ、リリアに美味しい料理の作り方を教えてあげてほしい。どうだろう、ティアラローズ」

「わたくしでよろしければ、喜んで」

『いいのですか!?　嬉しいです！』

　小さな怪物の姿で動き回れるようになってから、リリアージュは美味しい料理に目がないのだ。その中でも、特にスイーツがお気に入りで、いつか一人で作り上げフェレスに食べてほしいと思っている。

　料理の得意なティアラローズに教えてもらえることが決まって、めいっぱいリリアージュの尻尾が揺ゆれる。

　けれど、ティアラローズもリリアージュに負けないくらい嬉しく思っていた。

　──これでまたスイーツが広まるわね！

　目指せ、スイーツいっぱいマリンフォレストだ。

　次の日からは、午前中はゆっくり過ごし、午後にリリアージュとお菓子作り。夜は寝ね不ぶ足そくにならない程度に図書室の本を読みながら過ごした。




　しかし、幸せな時間はそう長く続かなかった。




　一週間ほど穏やかな日々を過ごしていると、至急の知らせを持った早馬が別荘へ駆けつけてきた。すぐアクアスティードが対応すると、遣いの騎き士しは国王が倒れたと告げる。

　現、マリンフォレスト国王のソティリス・マリンフォレスト。

　アクアスティードの父親だ。

　息を切らせながら報告をする騎士に水分補給をさせて、ティアラローズたちはすぐ王城に戻る準備に取りかかる。

「どうして陛へい下かが……」

『ティアラ、わたしとフェレスも一緒に戻ります。……無事だといいんですが』

　リリアージュの瞳には、心配から涙なみだが浮かぶ。

　彼女にとって、ソティリスは自分の子孫だ。愛いとしく思う存在の一人。リリアージュとフェレスが心配しないはずないのだ。

　ティアラローズはすぐに了承し、全員で急ぎ王城へ向かった──。
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　早馬の知らせから、二日。

　ティアラローズたちは、急ぎ別べつ荘そうから王城へ戻もどってきた。

　だが王城の中は、いつもと何ら変化はなかった。国王が倒たおれたなんて、王宮内の者たちも誰だれも知らないのだろう。

　国王が倒れたとなると、一大事だ。皆に動どう揺ようが走る。そのため内密にしているのだ。




　不安になりながら、ティアラローズはアクアスティード、フェレス、リリアージュとともにソティリスが休んでいる寝しん室しつへと向かう。

　見張りの騎き士しがフェレスとリリアージュを見て驚おどろいたが、アクアスティードがいる手前、何かを言うようなことはしなかった。

　緑がかった薄うす水色の調度品で整えられた室内の奥おく、オフホワイトのレースが折り重なるように整えられた寝しん台だいにソティリスが横になっていた。

　その傍かたわらでは、王おう妃ひのラヴィーナが心配そうに付つき添そっている。

「アクア……！」

「ただいま戻りました、母上」

　アクアスティードがすぐに寝台を覗のぞき込こむと、弱々しいながらも意識のしっかりしたソティリスを目にすることが出来た。

「すまないな、アクア。迷めい惑わくをかけるな」

「気にしないで、今はしっかり休んでください」

　病に伏ふせってしまったことはもちろんだが、ソティリスの分の仕事がアクアスティードにのしかかることも懸け念ねんしての言葉だろう。

　けれど、父の健康のためなら、その程度の仕事は喜んで引き受ける。

　ソティリスはラヴィーナに支えられながら体を起こし、ティアラローズたちの方を見る。

「せっかくの旅行だったというのに、すまないな」

「とんでもありません。旅行はいつでも行けますから。今はただ、陛へい下かがご無事で安心いたしました。わたくしはもうすっかりよくなりましたから、ご安心くださいませ」

「ありがとう」

　微笑ほほえんで礼を言うソティリスを見ながら、ティアラローズはいったいなんの病気だろうと考える。もしかしたら、この世界では珍しいが日本にはある病気……という可能性はあるかもしれない。

　少し瘦やせた頰ほお。顔色はあまりよくなく、目の下にはうっすら隈くまが出来ている。話を聞くと、食欲はあるが夜になると熱や眩暈めまい、だるさが強くなるのだという。

　──全然、なんの病気かわからない。

　夜になると症しよう状じようが悪化する病気なんて、今まで聞いたことがなかった。

　──前世の知識も、やっぱり専門じゃないと役にたたないわね。

　元気そうなことにほっとしたが、詳しよう細さいがわかるまでは油断出来ない。ここへ来る前に医師から説明を受けたが、病名が定さだかではないと告げられている。

　幸いなことといえば、同じ病状になった人間が出ていないことだろうか。感かん染せんの可能性はないと判断して、アクアスティードたちに見み舞まう許可が出たのだ。




　もちろん、ソティリスの状態に安あん堵どしたのはティアラローズとアクアスティードだけではない。一いつ緒しよについてきたフェレスも、ほっとしたように微笑んでいた。

「思っていたよりも、元気そうだ」

「はい。ご心配をおかけしました」

　フェレスに礼を述べるアクアスティードを見て、ソティリスは二人の様子を窺うかがう。けれど考えるより先に、後ろから『もしかして……』というリリアージュの声がした。

　すぐに、全員の視線がリリアージュに向けられる。

「そちらは……ティアラローズのご友人、リリアージュ様だったね。それから、スイーツ大会で妖よう精せい王とチームを組んでいた御ご仁じんか」

　どうしてここに？　そうソティリスが告げるよりも早く、リリアージュが矢や継つぎ早ばやに問いかける。

『ソティリス。医師から聞いた説明のほかに、真夜中にふっと目が覚めることはありませんか？　体が石のように重く感じ、呼吸が浅くなるような』

「──！」

　リリアージュの問いに思い当たることがあったのだろう。ソティリスは一いつ瞬しゆん目を見開き、小さく息をはいた。

　それが答えであることは、ソティリスの様子から明白だ。

　けれど、ティアラローズたちは医師から説明を受けていない。心配させたくないからと、あえて伝えられなかったのだろうか。

　なんの病気かわかるのかと、アクアスティードがすぐリリアージュに問いかける。

「リリアージュ様、この病気をご存じなんですか？」

『……はい。とても恐おそろしい病気です。初期症状はたいしたことはありませんが、次し第だいに体が石のように重く感じるようになり、押おしつぶされる感覚とともに呼吸をすることもままならなくなります』

　恐ろしい病気なのですと、リリアージュが告げた。

「そうですか。……今まで、そのような病気は聞いたことがありません」

『症例はあまり多くはないんです』

　その言葉を聞き、アクアスティードが眉まゆをしかめて拳こぶしを強く握にぎりしめる。

　リリアージュを抱だいていたフェレスは、彼かの女じよをティアラローズに預けてソティリスの前へ行く。そして、ぽつりと呟つぶやく。

「とても珍めずらしい病気だ」

　ゆっくりソティリスの喉のど元もとへ手を伸のばして、フェレスはひどく悲しそうな表情を見せる。

「！　あなたは──」

「この時代にも、かかる人間がいるなんてね。呼吸が苦しいだろう？　……風よ、この者に祝福を」

「……っ！」

　フェレスの言葉とともに、一いち陣じんの風が吹ふき室内に光が溢あふれる。その大きさから、フェレスがどれだけ妖精たちに愛されているのかがわかるほどだ。

　ソティリスは思わず大きく息を吞のむが、次の瞬しゆん間かんには呼吸が楽になったようで、表情が少し穏おだやかになった。

「──……ずいぶんと楽になった。感謝する」

「それは重ちよう畳じよう」

　容態がよくなったことを確かく認にんすると、フェレスはソティリスの前から下がる。そのままティアラローズからリリアージュを受け取って、愛いとおしそうに抱きしめた。

『ありがとう、フェレス』

「うん。顔を見ることが出来たし、私たちはそろそろ退室しようか」

『はい』

　あまり長居をすると、ソティリスの体力が消しよう耗もうするだろう。ティアラローズたちは見舞いの言葉をかけ、ソティリスの寝室を後にした。




　ティアラローズたちを見送ったソティリスは、今しがた起きた出来事に驚きを隠かくすことなく、隣となりにいるラヴィーナへ話しかける。

「まさか、あのように空の妖精の力を使えるとは思いもしなかったな」

「ええ。ですが、ソティリス様の呼吸が楽になったようで安心しました。いったいどなたなのでしょう？」

「…………」

　名乗らなかったフェレスを思い出し、ラヴィーナは首を傾かしげる。

「アクアたちと仲が良よいのはわかりましたけれど、突とつ然ぜんソティリス様の寝室に連れてくるなんて……」

　一歩間ま違ちがえれば、何らかの処しよ罰ばつがくだってもおかしくないとラヴィーナは言う。もちろん、それを判断するのはソティリスだけれど。

「ふむ、確かにそうだなぁ……」

「そうだなって……あなた、あの方たちとは何の関わりもなかったのではありませんか？」

「ああ。スイーツ大会の審しん査さ員いん席でご一緒はしたが、それだけだ。まさか、喋しやべることが出来たなんて知らなかったよ」

　今までは動物の振ふりをしていたリリアージュがいきなり喋ったので、ソティリスは内心でとてつもなく驚いていたのだ。

　それを聞き、ラヴィーナも「そういえば」と思い出す。

「ソティリス様が心配で、わたくしはあまり周囲のことが見えていなかったようですわ……」

　恥はずかしいと、ラヴィーナが顔を赤らめる。

　そんな彼女を見て、ソティリスは優やさしく口元をほころばせた。もしかしたら、このまま己おのれは死ぬのでは──そう、思っていたからだ。

　しかし、フェレスが己に対して行ったこと、リリアージュがこの病気を知っていたこと。

　それを踏ふまえて考えると、もしかしたらまだ生きることが出来るかもしれない。

「それにしても、私は彼かれの顔を初めて見たよ」

「あら、ご存じだったのですか？」

「いいや。だが……名前だけは、生まれたときから知っている」

　リリアージュが呼んだ〝フェレス〟という名を、ソティリスは聞きき逃のがさなかった。

　その名は、ソティリスが一番最初に覚えた名前だったのだから──。
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　ソティリスの寝室を後にし、ティアラローズたちはティールームへと移動した。

　人ひと払ばらいをしてから、すぐにアクアスティードが口を開く。

「フェレス殿でん下か、リリアージュ様、父上の病気に心当たりがあるのですか？」

『……昔、わたしも同じ病気になりましたから』

「リリアージュ様も？」

　ティアラローズとアクアスティード。フェレスとリリアージュ。向かい合うようにソファに座すわり、話しはじめる。

　厳しい表情のリリアージュを見る限り、簡単な病気ではないのだろう。

　アクアスティードは唇くちびるを嚙かみしめ、治ち療りよう方法を問いかける。こうしてリリアージュが生きているのだから、助からない病気ではないはずだ。

　リリアージュの代わりに、フェレスがその問いに答える。

「あの病気を治す方法は、一つだけ知っている」

「一つ？」

「そう。私がリリアを治した方法だ。残念ながら、手を尽つくしたけど当時はそれ以外の方法がなかったんだ」

　肩かたをすくめるフェレスを見て、本当にそれ以外の方法が存在しないのだということがわかる。医師に任せ治療方法を模も索さくしていたら、間に合わない可能性の方が高いだろう。

　今はただ、フェレスの情報を信じ治療にあたるしかない。

　アクアスティードが真しん剣けんに聞くのを見ながら、フェレスは言葉を続ける。

「それと……医師の話では感染の可能性が限りなく低いと言われたけれど、ゼロではないんだ」

「──!?　なら、すぐ伝えに」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」

　すぐのことではないから、焦あせらなくていいと。

「リリア以外に、あの病気で死んだ者がいてね。あれは死しに際ぎわに、移るんだ。近くにいる人間なのか、無む作さく為いなのか、はたまた何か法則があるのか。それはわからないが、発病者が死んだとき、新たな人間が病やまいにかかる」

「原因は定かではないのか」

「そう。やっかいなことにね。だから、ソティリスを治療しないと大変なことになる。それこそ、ティアラローズに病気が移る可能性だって十分ありえる」

　フェレスの真剣な声に、アクアスティードはぞくりと震ふるえる。ティアラローズもすぐ横で口を押さえ、その恐ろしさに息を吞んだ。

　アクアスティードはそのたった一つの方法を聞こうとし、ハッとする。

「その方法、もしかして──」

「アクアスティードの想像したもので、間違いないよ。ただ、今すぐそれを手に入れられるわけじゃない」

　悩なやむようなそぶりを見せるアクアスティードを見て、ティアラローズは心配になる。

　何か方法があり、それを実行出来るということは今のやり取りで察することが出来た。

　けれど、それはひどく難しいことなのだろうということも同時に感じる。

　──わたくしは、アクア様が決めたことを支える。

『大丈夫よ、ティアラ。フェレスたちを信じましょう』

「リリア様！　はい。わたくしは、アクア様を信じていますから」

　ぴょんと、リリアージュがテーブルを跳とび越こえてティアラローズの膝ひざの上に着地した。リリアージュのもふもふを撫なでて、ほんの少し心が落ち着く。

　フェレスの口ぶりからして、ソティリスを治すための薬の入手には多少の時間がかかるのだろう。

　何か手伝えることがあればいいのにと思いながら、ティアラローズは真剣に考え込んでいるアクアスティードを見守るしかなかった。
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　それから少し経たって、ある噂うわさが流れ始めた。

　それは、国王が病に伏せっているため、アクアスティードが即そく位いした方がいいのでは？　というものだ。

　この手の噂が起こるだろうと予測はしていたが、聞いていて心ここ地ちよいものではない。ティアラローズがむすっとしてしまうのも、致いたし方ないだろう。

「ティアラ、眉み間けんにしわが寄ってる」

「あっ！　いけない、わたくしったら……」

　頰に手を当てて、ほぐすようにむにむにと動かしてみる。

　それを見たアクアスティードがくすりと笑ったので、ティアラローズはさらにハッとして自分の失態を自覚し赤くなった。

　──わたくしったら、思わず恥ずかしいことを！

　耳まで赤くしていると、「こほん」という咳せき払ばらいが耳に入る。発生源は、エリオットだ。

　──そうだった、ここはアクア様の執しつ務む室しつだった!!

　エリオットにまで恥ずかしいところを目もく撃げきされてしまい、穴があったら入りたくなる。




　ティアラローズは今、アクアスティードの執務室で手伝いをしていた。

　とはいえ、そんなに難しいことではない。国民から届けられた要望などの手紙に目を通し、実現可能、不可能、保留、その他と判断していくものだ。

「ええっと、次の手紙は……『ケーキを取とり扱あつかうカフェが増えて嬉うれしいです』ね。わたくしも嬉しいわ」

　こういった手紙は、その他に仕分ける。

　その様子を眺ながめていたアクアスティードは、頑がん張ばって手紙の確認をしているティアラローズを微笑ましく思う。

「確かに、それは嬉しいね」

「はい。やっぱり、人間から食の欲求は切きり離はなせませんからね。衣食住の満足度は高い方がいいですし」

　ティアラローズも、もっともっと充じゆう実じつしてほしいと思っている。

　本来であれば手紙の確認はエリオットなど別の人間が行う仕事だが、国民の声を聞いてみたいということもありこの仕事を手伝うことにした。

　ほかには、修しゆう繕ぜんしてほしいという公共施し設せつや公道の報告、治安についての相談などもある。国民が国に対してどう思っているのかがわかるので、とてもやりがいのある仕事だ。

　ティアラローズ、アクアスティード、エリオットの三人で仕事を進めていると、突然窓から強い光が室内に差さし込こんできた。

「えっ!?」

　驚いて窓の方を見るが、原因がわからない。騎士が魔ま法ほうか何かを使ったのだろうか。それとも、もっと別の何かが起きたのだろうか。

　すぐにエリオットが窓を開けて、庭園、街の順番で確認を行っていく。最後に上空に視線を向けて──あんぐりと口を開けた。

「どうしたんだ、エリオット？」

　エリオットのただならぬ様子に、ティアラローズとアクアスティードの声が重なる。

　何事かと同じように窓から上空を見てみると、そこには光ひかり輝かがやく円環が浮かんでいた。きらきらした光の粒りゆう子しが集まっているのか、発光しているのがわかる。

「すぐに確認してきます！　と言いたいんですが、さすがに上空に行くのは無理ですね。異常がないか、騎士団に王城と街を見回らせます」

「ああ、頼たのむ」

　優ゆう秀しゆうな側近であるエリオットでさえ、空高くに浮かんだ円環へ行くのは無理だ。

　ティアラローズは円環をじっと見つめ、いったいなにが起こっているのだろうと考える。勉強したマリンフォレストの歴史には、このような前例はなかったはずだ。

　──もしかして、ゲームのイベント？

　けれど、アカリやオリヴィアからこのような情報は聞いていない。別荘で見つけた攻こう略りやく本ぼんにも、円環が空に現れるというようなことは書かれていなかった。

　そうなると考えられるのは、フェレスやリリアージュのときのようなイレギュラーな展開だろうか。

　本来のゲームでは、怪かい物ぶつであるリリアージュを倒してエンディングを迎むかえる予定だった。しかし、リリアージュは倒されることなく助かっている。

　もしかしたら、新しいゲームルートがあったのかもしれない。
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　円環の現れた原因が特定出来ないまま、数日が過ぎた。

　騎士たちが聞き込み調査などをした結果、特に被ひ害がいなどが出ていなかったのは幸いだろう。

　妖精たちに聞いても、『綺き麗れいなわっかだね！』とほんわかした返答がされるため、悪いものではないのだろうと誰もが思い始めていた。

　そんななか、「次代の国王、アクアスティードを祝福するために現れた王おう冠かんだ！」そう、最初に口にしたのはいったい誰だったろうか。

　人々の噂とはあっという間に広がるもので、アクアスティードの即位を祝福するために現れたという話題で街がもちきりになってしまった。




「まったく、人の噂には困る」

「それだけアクア様が支持されていると思うしかありませんね。陛下がいらっしゃる手前、それを素す直なおに受け取るわけにはいきませんし……」

　アクアスティードがため息をつき、ティアラローズに寄りそうようにその肩口へ頭を載のせる。がたごとと揺ゆれながら、アクアスティードはティアラローズを補ほ充じゆう中ちゆうだ。

　二人は今、馬車に乗って街の中央広場へと向かっている。

　そこにある噴ふん水すいのシンボルマークが光り輝いているという報告を受け、調べるために向かっているのだ。




「ここ数日は報告も含ふくめ忙いそがしかったから、ティアラが足りないな……」

「アクア様ったら」

　甘あまえるような様子に、くすりと微笑む。

　ティアラローズもアクアスティードに体重を預けるようにして、二人で寄より添そう。触ふれる肩口から伝わる体温は心地よく、いつまでもこうしていたくなる。

「ティアラも、私が足りない？」

「！」

　くすりと、いたずらに笑うアクアスティード。

　ハニーピンクの髪かみに指を絡からめて、その艶つややかさを堪たん能のうする。髪に唇を寄せるが、それはすぐこめかみ、目元、頰へと移動していく。そして最後に、ティアラローズの薄ピンクの柔やわらかな唇に触れる。

「ん……」

「それとも、十分？」

　口づけの後、至近距きよ離りでアクアスティードの金色の瞳ひとみに見つめられる。

　ティアラローズのどきどきする心臓は、爆ばく発はつ寸前だ。十分か、なんて。どれだけアクアスティードで満たされたとしても、欲張りな自分は足りないと求めてしまうだろう。

　いつ唇が触れてもおかしくない、わずかな距離。

　二人きりなのだから、ほんの少しなら大だい胆たんになってもいいだろう。そう思い、ティアラローズはアクアスティードの首へ腕うでを回してそっと口づけた。

「！　ティアラ……」

　優しく抱きしめ返され、何度かキスを交かわす。

　ティアラローズから仕し掛かけたはずなのに、案の定というかなんというか、気付けば主導権はアクアスティードが握っていた。

「……はぁ、うぅ、長いですアクア様」

「そう？」

　長い口づけから解放されたころには、ぐったりしてしまう。

　アクアスティードに寄りかかり、けろりとしている姿を見てすごいなと思う。さすがはメイン攻略対象のキャラクターだ。




　馬車の中でいちゃいちゃしている間に、目的地の広場へと到とう着ちやくした。

　何かあるといけないため、広場周辺は封ふう鎖さし人が近づけないようにしてある。

　今回の調査にも、エリオットとタルモ以外は城で待機となった。封鎖区域の前に見張りの騎士がいるくらいだ。

　さっそく噴水まで行き、光っているというシンボルマークの下まで行く。普ふ段だんは活気のある広場だが、人がいないため閑かん散さんとしどこか寂さびしい。

　森、海、空の妖精たちを象かたどった噴水は、この街を祝福しているという意味合いを込めて作られている。




　ティアラローズが噴水の前に行き、報告のあったマークを見る。

「あ、本当にシンボルマークが光ってますね……？」

　──あれ？

「円環と無関係、ということはなさそうだな」

　アクアスティードもすぐ横に並んで、光っているシンボルマークをじっと見つめた。空に浮かぶ円環と、いったいどんな関係があるのだろうか考えているようだ。

　シンボルマークは、妖精たちの像の足元にあった。普段は水が流れている場所だから見てもわからないけれど、光り輝いたため目立ったのだろう。

「……!!」

　しかしそれより何より、ティアラローズにはそのシンボルマークに見覚えがあった。

　──ゲームのロゴマークだ!!

　そして思い出す。

　オリヴィアの攻略本に書いてあった『はじまりの広場』が、ここであるということに。

　──ということは、間違いなくゲームイベントだよね？

　ゲームのロゴがあるこの広場は、プレイヤーと攻略対象キャラクターがデートの待ち合わせをしたり、スチルが用意されているイベントが多く発生する場所だ。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないが、何かイベントが始まるのであればわくわくしてしまう。

「エリオット、噴水の水を止めてくれ」

「はい！」

　アクアスティードが指示を出すと、エリオットが噴水のすぐ横にあるスイッチを切きり替かえる。すると、すぐに噴水のシンボルマークがはっきりと見えた。

　そこには、光っているシンボルマークだけではなく、もう一つ文章があった。

　──日本語!?

　アクアスティードの後ろで見ていたティアラローズは、気付かれないように息を吞む。

　自分以外は、文章ではなくシンボルマークに添えられた模様か何かだと思っているだろう。ゆっくり近づき、書いてある文字を確認した。




『誰にも知られることなく、森、海、空、星空の王の指輪を持ち、祈いのりを捧ささげなさい』




　今、ティアラローズが持っている王の指輪は森、海、星空の三つ。空の妖精王の指輪は、アクアスティードがはめている。

　集めると何が起きるかはわからないが、集めなければここから先に進まないということだろう。

　アクアスティードに理由を話せば協力してくれるかもしれないが、口外してはいけないというのは厄やつ介かいなルールだ。

「光っているが、それ以上のことはわからないな。今までこんなことはなかったから、おそらく円環に関係してはいるだろうが……」

「記録をとって戻るしかなさそうですね」

「…………」

　エリオットがマークの形や光り方などの記録をとっている横で、アクアスティードは立ち尽くしたままじっとそれを見つめている。

　その表情は、何か思案しているときのものだ。

　ティアラローズはゆっくりと、声をかける。

「アクア様……」

「ああ、不安にさせてしまったね。大丈夫、問題はないよ」

「…………」

　安心させるよう微笑むアクアスティードの表情を見て、うっすらと……何か知っていることを隠しているのではとティアラローズは思う。

　アクアスティードとはもう何年も一番近くで過ごしてきたのだ。本当に追おい詰つめられたとき、答えが出たとき、悩んでいるとき、その時々で思案の仕方に特とく徴ちようがある。

　──アクア様、瞬またたきが少ない。

　こういうときは、彼の中で何かしらの結論が出ていることが多い。

　逆に、手て掛がかりが少なく焦りを感じているときは瞬きの回数が増えるのだ。もちろん、仕草や表情も考こう慮りよしてだが、今のアクアスティードには余よ裕ゆうがある。

　……というのが、ティアラローズの判断だ。

　いったい何を考えているのだろう。

「アクア様、わたくしに出来ることはありませんか？　何か力になれることがあるかもしれません」

「ありがとう、ティアラ。だけど、今はまだ……いや、大丈夫だ」

「……？」

　アクアスティードの言い方に、このはじまりの広場に関して何か知っているのだと確信する。『今はまだ』と告げたということは、おそらく何かが起こることに関しては把は握あくしているのだろう。

　──エリオットたちはもちろん、わたくしにも言えないようなこと？

　それとも、ここに書かれた日本語の内容が関係しているのだろうか。わからず、ティアラローズの頭の中はぐるぐるとした考えに支配されていく。




　エリオットが記録を終えて帰路についたけれど、ティアラローズのもやもやは消えないままだった。

　そして同時に、日本語で書かれた言葉が気になって仕方がない。

　アクアスティードが何かを悩み、先に進めない理由。もしかしたら、日本語が読めないため何をすべきかわからないのでは、という考えに辿たどり着つく。

　もしそうであれば、ティアラローズがとるべき行動は自おのずと決まってくる──。
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　国の上空には円環の光、はじまりの広場には光るゲームのロゴマーク。

　何かとんでもないイベントが始まろうとしていることだけは、ティアラローズにも確信することが出来る。

「アクア様は、どこまで……何を知っているんだろう？」

　自分に何かを隠していることは間違いない。

「ティアラ？」

「え？　──あ、声に出ていました……か？」

「ばっちりね」

　自分の思考に浸ひたっていたティアラローズだが、ここはアクアスティードの執務室だった。

　うっかりアクアスティードに対する考えがもれてしまっていたなんて、令れい嬢じようとして失格だ。バレてしまっては仕方がないと、素直に聞いてみる。

「その、円環と噴水のシンボルマークが気になって仕方がなくて……」

「私が何か知っていると思った？」

「……はい、その通りです。アクア様は落ち着いていて、何かご存じのように思えました。もしかして、フェレス殿下から何かを聞いていたのではないですか？」

　まさかここまで確信に迫せまるような言い方をされるとは思っていなかったので、アクアスティードは驚く。

　そして同時に、自分のことをよく見てくれているのだと理解する。

　かといって、アクアスティードが抱かかえていることはそう簡単に口にできるものではない。というよりも、ティアラローズに伝えにくいというのが正しいだろうか。

　悩むアクアスティードを見て、聞かない方がよかったみたいだとティアラローズは落おち込こむ。

「もちろん、話せないというのであればわたくしは聞きません。ですが、アクア様がとても悩んでいることはわかります。……わたくしでは、力になれませんか？」

「ありがとう。ティアラがいてくれると、とても心強い」

　執務机から離れたアクアスティードは、ティアラローズの下までやってくる。隣に腰こしかけて、「大丈夫だよ」と静かに告げる。

　心配しないでと頭を撫でるアクアスティードに、曖あい昧まいに微笑み返す。率そつ直ちよくに聞いても、どうやら教えてくれる気はないらしい。

　まるで誤ご魔ま化かすようなアクアスティードの態度に、もやもやが膨ふくらんでいく。

　──話せないのは、わかってる。

　アクアスティードは王族で、王太子だ。妃きさきに話せないことだって、いくつもあるだろう。しかもティアラローズは隣りん国ごくから嫁とついできたのだから、ことさらに。

　言えないことは理性では理解出来る。それなのにもやもやするのは──独どく占せん欲よくだろうか。

　何かを抱えているなら、それをすべて共有したいという気持ち。

　アクアスティードに護まもられているのはわかっているのに、理由があって核かく心しんに触れさせてもらえないのが寂しいのだ。

　それを自覚したら、恥ずかしさが芽生えた。

　こんなにも自分は欲が深かったのか、と。マリンフォレストに嫁いだ当初は、続編のヒロインにアクアスティードを奪うばわれるのではと考えていたのに、変われば変わるものだ。

「ティアラ？　少し顔が赤いけど、もしかして風か邪ぜがぶりかえした？」

「えっ！　いえ、違ちがいます。大丈夫です……」

　アクアスティードの大きな手が、熱を計るためティアラローズの額に触れる。冷たくて心地よく、思わず目をつぶると優しい口づけが頰に降ってきた。

「アクア様……」

「ティアラは少し休きゆう憩けいすること。私のことを心配してくれるのは嬉しいけれど、ティアラは突然無茶をするからね、気が気じゃない」

「それは……」

　確かに否定出来ないが、ゲームのイベントが起こりそうで、それがアクアスティードのためとあれば、やる気に火が点ついてしまうのは致し方ない。

　しゅんと肩を落とし、これ以上ここにいるとアクアスティードの仕事に支障をきたしてしまいそうだと判断して、部屋で休むことにした。







　とぼとぼと部屋へ向かっていると、廊ろう下かの窓べりに座り外を眺めているリリアージュを見つけた。ソティリスが心配だからと、旅に出ずフェレスと一緒に滞たい在ざいしているのだ。

　──でも、リリア様が一人なんて珍しい。

　いつもはフェレスと一緒にいるのに、どうしたのだろうか。

　じっとリリアージュを見ていると、ティアラローズの視線に気付きこちらを振り向いた。

『ティアラ！　どうしましたか、そんなところで。なんだか泣きそうな表情ですね……』

「リリア様……わたくし」

『わたしでよければ話を聞きますよ。ティアラのお部屋に行きましょう』

「……はい」

　リリアージュは優しく微笑んで、一緒にティアラローズの部屋まで来てくれた。

　フィリーネが紅茶とフィナンシェを用意して下がったのを確認してから、先ほどのやり取りを説明する。そしてもやもやして仕方がなく、自分の感情を上う手まくコントロール出来ないのだと。

『まあ……。そうだったんですね。でも、ティアラはアクアスティードの妃なんですから、独占欲があるのは当たり前ですよ』

「そうでしょうか……。わたくしは、王族という身分です。アクア様の一歩後ろにいるのが丁度いいと思いはしますが、隣に並びたいと望んでしまいます」

『隣にいればいいではないですか』

「え……」

　あっさりと言ってのけたリリアージュの言葉を聞き、ティアラローズは目が点になる。

　日本人としての記き憶おくがあるティアラローズは、女性は男性を引き立てるべきだという考えがある。そのため、アクアスティードの下した判断を素直に聞いているのがいいのではないかと思っていた。

　けれどここは、日本ではなくマリンフォレストだ。

　ゲームの世界だ。

『わたしはフェレスと違って、平民の生まれでした。だから考え方がすっごーく違ったんですよ。今だって、フェレスの考えがわからないことは多いですし、納なつ得とくいかないこともたくさんあります』

「リリア様……」

『ですが、一人一人に感情があるのは仕方がないんです。わたしたちは、生きているのですから』

　自分の心を殺して生きても、それは楽しくないでしょう？　と、リリアージュに問いかけられる。

「わたくしは、侯こう爵しやく令嬢として、王太子であるアクア様の妃として……立派に振ふる舞まわなければと思ってやってきました」

　でなければ、ヒロインに自分の座をすべて奪われてしまうのではないかと思ったから。

　ゲームのイベントに対しては積極的なティアラローズだが、アクアスティードに迷惑がられてしまったらと、とたんに臆おく病びようになる。

『ティアラもアクアスティードも、フェレスに似てますね』

「フェレス殿下に……ですか？」

『はい。王族としての責務を自覚して、自分の心を押おし殺ころそうとする』

「それは……」

　王族に嫁ぐ者としての義務だと、ティアラローズは教おしえ込こまれて育ってきた。

　前世の記憶が蘇よみがえった今も、国のために貴族として尽くしたいという思いは消えたりしなかったのだ。

　ティアラローズは、それを当たり前だと思っている。

　おそらくアクアスティードも、フェレスも。

　本能でそうしなければいけないと、感じている部分があるのだろうと思う。

『フェレスは強いです。ずっと、一人で王であり続けましたから。……わたしには、あまり王族の責務というものがわかりませんでした。……淑しとやかな言こと葉ば遣づかいも、苦手です』

　ゆえに、リリアージュは自分たちの不始末をティアラローズやアクアスティードに頼まなければいけないのが申し訳なく、辛つらかった。

　自分のことなのに、無関係であるティアラローズに迷惑をかけてしまうのが嫌いやだった。

　けれど、フェレスやアクアスティードはそれを王族としての義務だと、当然のように受け入れるのだ。

　それはどうしてもリリアージュに理解出来ず、いつももやもやしているのだと話す。

『つまり、女の子はいつだってもやもやするものです。女はいつも、王族の男にもやもやさせられなければいけないんです！』

「リリア様……」

　その主張がおかしくて、ティアラローズは思わず噴ふき出だして笑ってしまう。
















『やっと笑え顔がおになりましたね、ティアラ』

「あ……」

『笑っている方が可か愛わいいですよ』

「そう、ですよね……」

　むにむにと自分の頰に触れた、固まっていた顔の緊きん張ちようをほぐしていく。アクアスティードの前で行うのは恥ずかしいけれど、同性であるリリアージュの前であれば問題はない。

　大きく深呼吸して、気持ちを落ち着かせる。

　もやもやするのは仕方がない。

　パンと自分の頰を両手で挟はさみ、「よしっ！」と気合いを入れる。

　それを見たリリアージュは目をぱちくりさせて、ティアラローズと同じように噴き出して笑う。

『ティアラは、たまにすごく男らしい一面がありますね』

「え!?　そ、そうでしょうか？」

　令嬢として淑やかに生きてきたつもりだったため、男らしいなんて言われたのは生まれて初めてだ。

　けれど『そこがいいです』なんて褒ほめられてしまっては、悪い気もしないというもので。

「そうだ。リリア様とフェレス殿下のことを教えてください。お二人で建国したのですから、さぞ大変だったのではありませんか？」

『いいですよ、ティアラの頼みとあれば』

　リリアージュはフィナンシェをぱくりと食べて、『何から話しましょう』とうきうきしている。そしてふと、何かを思い出したらしく『そういえば』と話を切り出した。




『この国を建国するときに、妖精王の陣じん地ち取とりを行ったんですよ』

「陣地取り、ですか？」

『今は、確かそれが簡略化されて妖精の盤ばん上じよう遊あそびというゲームがあると聞きました』

「あります。クレイル様がとてもお強いです」

　そのゲームは以前、みんなで遊んだことがあるものだ。

　三つの駒こまを５×５のマス目に置いていき、リバーシのように挟むことで相手の駒を自分の駒にすることが出来るゲームだ。

　知略が必要なゲームで、ティアラローズはいつも負けっぱなしだったのを覚えている。

「でも、陣地を奪うなんて……力を合わせて建国したのではないのですか？」

『陣地取り、なんて言い方では乱暴だと思うかもしれませんね。これは、男性が己の力を示すために行われてるんです。自分はこれだけ強いから、かならずこの場所を守る──と』

　それは、自分がこの国のどこに祝福を贈おくるか・守るかという取り合いだった。

　妖精王たちがマリンフォレストを愛しているからこそ行われたのだと、リリアージュは言う。陣地取りが行われたからこそ、この国はこんなにも豊ほう穣じような大地なのだ。

「それは、とても素す敵てきなエピソードですね」

『そうでしょう？　みんな、この国が大好きなんですよ』

　妖精たちが奪い合いたいくらいにいい国なのだと、そう考えるとフェレスの努力はすさまじいものだったのだろう。

　その説明を聞き、国一つ作るためにそんなイベントを行ったのかとティアラローズは感心する。この建国秘話を知っている人間は、自分以外にいないかもしれない。

　──アクア様は知っているかな？

　そう思い、とある考えが浮かぶ。

　もしかしたら、自分と同じように、アクアスティードはフェレスからこの話を聞いているのではないだろうかと。

　それを聞き、悩んでいるのではないかという考えが浮かぶ。

　もちろんティアラローズの予想でしかないが、アクアスティードは星空の王の指輪を作ったばかり。

　アクアスティードも王として、祝福し、守るための陣地を得なければいけないのかもしれない。

『もしかして、ティアラのもやもやの原因は陣地取りかもしれないですね』

「！」

　リリアージュの言葉を聞き、やっぱり!?　と、ティアラローズは思う。

　現在、このマリンフォレストの陣地はフェレス、キース、クレイル、パールの四人が持っている。

『アクアスティードが本当の王になるのであれば、妖精王の陣地取りを行いフェレスから陣地を奪い取らなければいけません』

「フェレス殿下と争う……？」

『いいえ、力を示すだけです。フェレスももうおじいちゃんなので、そろそろゆっくりさせてあげたいですね』

　何の心配もいらないというリリアージュの口調は明るく、ティアラローズをほっとさせる。そして同時に、やはり自分が懸念していたことが正解なのだと確信する。

「アクア様が、正当なる星空の王に……」

　それはなんとも、なんともゲーム的に美お味いしい展開だろうか。と、思わずティアラローズが考えてしまったのは許してほしい。

　けれど、気になることがないわけではない。

「どうして、今このタイミングなんでしょうか」

『……意味は、ありますよ。アクアスティードが星空の王になると、出来ることがあります。いえ、咲さくという表現が正しいでしょうか……』

「咲く？」

　いったい何が？　そうティアラローズは問いかけるが、リリアージュは『わたしからは言えません』と首を振る。

『きっと、アクアスティードが自分の口から言うと思いますよ。……わたしを救ってくれた、奇き跡せきの花ですから』

「奇跡の……」

　直接的な答えをくれはしなかったけれど、リリアージュはヒントをくれた。それはきっと大切なことなのだと、ティアラローズは考える。

　今というタイミングに、リリアージュを救った奇跡──そう考え、ティアラローズは一つの可能性に辿り着く。

　もしかしてという希望だけれど、可能性がないわけではない。

　リリアージュはソファからぴょんと降りて、バルコニーへ出る。ティアラローズが続くと、手すりに乗ったリリアージュが上空の円環を見つめていた。

『この円環は、おそらくですが……マリンフォレストが新しい王を求めているから出たのでしょう』

「でも、アクア様は何か悩んでいて、王になることが出来ないでいる……？」

『そうかもしれませんが、わたしにはそこまでわかりません。フェレスであればわかるかもしれませんが、きっと教えてくれないと思います』

　ぷくっと頰を膨らませたリリアージュが、『もやもやですね』と言って笑う。

『フェレスは、わたしに不要だと判断したことは教えてくれないんです。きっと、心配をかけたり、危険に巻まき込こまないためなんですけど……それはすっごくもやもやします。わたしだって妻として、フェレスの隣に立ちたいんです』

「リリア様」

　その気持ち、すっごくわかります！　と、ティアラローズは力いっぱい頷うなずく。

『……だから、フェレスの意見を無視して力を飲のみ込こみ続けて、怪物になっちゃったんですけどね』

「え」

『フェレスもちょっとはもやもやすればいいと思って。でも、わたしが怪物になったら、過保護度があがりましたよ』

　リリアージュの方が男前ではないだろうか？　とは、さすがに口には出さなかったけれど。いくらなんでもそれはやりすぎだったのではと、心配になってしまう。

　フェレスがリリアージュに付きっきりになるのも頷ける。

『とはいえ、そうしなければフェレスが助かる道はなかったんです。だから、結果オーライだったんです』

「そうだったんですか……」

　辛いことを思い出させてしまったと、ティアラローズは申し訳なく思う。しかしリリアージュは気にしていないようで、笑顔のままだ。




　バルコニーから室内に戻り、残ったフィナンシェを二人で食べる。

　その間、ティアラローズが考えるのはリリアージュから得た情報と、起こっても不思議ではない今後のゲーム展開だ。

　リリアージュが言った通り、円環の光はアクアスティードが新しい星空の王としての立場を確立するためのものだろう。

　はじまりの広場にあるメッセージを読む限り、スタートの合図は王たちの指輪。問題は、それらを集め祈りを捧げるのが誰なのかという点だ。

　──文章は日本語で書かれていた。

　ということは、ゲームのヒロインが行うべきイベントだということが想像出来る。

　ティアラローズは悪役令嬢だが、妖精王たちの隠し通路に入ることが出来た実績もあるので問題はないだろう。指輪を四つ集め、ティアラローズが祈りを捧げればいいのだ。

　そうすれば、妖精王の陣地取りが始まる。

　まさに、はじまりの広場だ。

　しかしそこでふと、ある懸念が脳のう裏りをよぎる。

　現国王がいるというのに、陣地取りをしたら国を乗っ取るような形にならないだろうか……と。とはいえ、ずっと円環の光が出たままでは国民も落ち着かないだろう。

『悩んでいるみたいですね』

「！　リリア様……」

『ティアラ、お願いです。アクアスティードの背中を押して、マリンフォレストのために本当の意味で王にしてあげてください。フェレスには自由になって、この国だけではなくもっと広い世界も見てもらいたいんです』

　リリアージュの真剣な声を聞き、ティアラローズはごくりと唾つばを飲み込んだ。建国からずっと、フェレスに星空の王という責務を背負わせているのだ。

　──わたくしたちは、フェレス殿下にずっと支えてもらっていたのね。

　けれど、もう自分たちはそんなに弱い子供ではないはずだ。




　──指輪を集めて、はじまりの広場のイベントを進めよう。
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　イベントを進める決意はしたものの、そのためにはアクアスティードが持つ空の妖精王の指輪がなければならない。

　入浴を終えたティアラローズは、寝台の上でごろごろしながらどのようにして手に入れたらいいのか悩んでいた。

　さすがに、「指輪を貸して！」と言ってほいほい貸してもらえるものではない。

　理由を話せば貸してくれる可能性はあるけれど、誰かに知られてはいけないというようなことが書かれていた。

　つまり、アクアスティードにばれないようにしなければいけないのだ。

　──あんまり隠かくし事ごとはしたくないんだけどなぁ。

「ティアラ？」

　もう一度寝台の上でごろんとしたら、名前を呼ぶ声がした。

「あ、アクア様。おかえりなさい」

「ただいま。寝ていてもよかったのに」

　国王が病に伏せってから、アクアスティードの仕事量は増えている。病状も未いまだに回復の兆きざしは見えず、日に日に不安が強くなる。

　ただ、完治させる方法がないわけではないようだ。ティアラローズはその方法を知らないけれど、アクアスティードとフェレスは把握している様子だった。

　父親の寝室に寄ってきたアクアスティードは、「元気だったよ」と告げる。

「食欲も変わらずあるようで、その点は安心した」

「何か食べられるというのは大事ですからね」

「ただ、母上の方が看病でまいっているみたいだ」

　アクアスティードが寝台にもぐりこみ、ティアラローズの隣に横になった。そのまま腕が腰へ回されて、どこか甘えるように抱きつかれる。

　そのしぐさは猫ねこのようで可愛いが、話している内容は心配になることばかりだ。

「ラヴィーナ様が……そのお気持ちもわかります。美味しいお菓か子しを用意して、お茶会にお誘さそいしてみてもいいですか？　迷惑になってしまうかもしれませんが……」

「いや、ティアラさえよければ誘ってあげてくれ。出来れば、室内よりも外がいい」

「わかりました」

　部屋に引きこもってばかりでは、本当にラヴィーナの方がまいってしまう。本人が嫌だと告げても、無理やり連れだしてほしいとアクアスティードが言う。

　それを聞いて、「さすがに王おう妃ひ殿下に無理やりは出来ません」と苦く笑しようする。

「そのときは、私も一緒にお茶会を楽しむよ。そうすれば、無理やりでも連れてこられるだろう？」

「アクア様がそう仰おつしやるなら、いいですけど……」

「うん。楽しみにしてる」

「とびきり美味しいケーキをご用意しますね。もちろん、ほかのものも」

　気付けばもやもやしていた気持ちは落ち着き、ティアラローズは穏やかな気分になる。

　父親が病気なのだから、アクアスティードは自分よりも大変なのだ。そう考えると、すとんと胸につかえていたものが落ちたような気がした。

　アクアスティードの髪を優しく撫でながら、ティアラローズは言葉を続ける。

「早くよくなるといいですね。リリア様が以前かかっていた病気みたいですし……きっと、治りますよね？」

「……そうだね。私が治してみせる」

「アクア様が？」

　アクアスティードの言葉を聞き、思わず姿勢を正す。寝台の上に座ると、アクアスティードがころりと仰あお向むけに転がり、ティアラローズの膝に頭を載せる。膝ひざ枕まくらだ。

　ゆっくり目を閉じたアクアスティードは、何かを考え込んでいるようだった。いや、それは決意に近いものだったかもしれない。

　次にその瞳をティアラローズに向けたときは、迷いがなかった。




「私は、星空の王になろうと思う」




「──！」

　突然の告白に、息を吞む。

　しんと静まり返った室内に一瞬の沈ちん黙もくが落ちるが、はき出したティアラローズの息によって再び時間が動き出す。

「ティアラには、辛い思いをさせることになるかもしれ──」

「いいんです、そんなことは……っ！」

「……ティアラ？」

　アクアスティードの言葉を遮さえぎり、ティアラローズは声を荒あららげる。

「もっと、わたくしを巻き込んでください。アクア様に、アクアに守られているだけでは足りません。隣を歩きたいんです」

「ありがとう、ティアラ。でも、まだ少しだけ時間がかかるかもしれない」

「はい。わたくしはずっと、アクアの味方ですから……」

　肩で息をしながら、思っていたことをアクアスティードに告げる。目にはじんわり涙なみだがにじみ、決意を告げてもらえたことがとても嬉しかった。

　とめどなく涙が溢れ、ティアラローズの頰を伝った涙はアクアスティードの頰に落ちていく。それを指先ですくい、アクアスティードはぺろりと舐なめる。

「!!」

「しょっぱい」

「あ、あたり前です！　何をしてるんですか、アクア様!!」

　急いで自分の目元を手で擦こすり、涙を拭ぬぐう。

「こら、そんな風にしたら赤くなる」

　駄だ目めだよと、アクアスティードが優しくティアラローズの手をほどき、そのまま泣いている目元に優しく口づけられる。

　アクアスティードの夜着の袖そで口ぐちで拭ふかれ、逆に申し訳なくなるが……ちょうどいいハンカチなどを持っているわけもなく。

　恥ずかしさを隠すように、ティアラローズは話題を変えようと試みる。

　──お菓子、いや違う、えっと、ええっと……そうだっ！

「アクア様、指輪を見せてください！」

「指輪を？」

　いきなりすぎる話題転てん換かんに、アクアスティードがくすりと笑う。

　恥ずかしがってそうしたのはお見通しだが、さすがのアクアスティードも元々指輪を見せてもらう作戦があったことにまでは気付かない。

「空の妖精王の指輪は、声を拡大することが出来る」

「はい、存じています」

　国民へ声を届けたいときに、これほど便利なものはないだろう。この世界には、新聞のような媒ばい体たいはあるが、リアルタイムで何かを伝えるテレビやラジオがないのだ。

　アクアスティードが指から抜ぬき取とり、ティアラローズへ指輪を渡わたす。

　何の警けい戒かい心しんも持たれなかったことは嬉しいが、実はこれを手に入れるために見せてもらっているなんて──口が裂さけても言えない。

　すんなり外れたところを見ると、寝ているうちにこっそり抜くことが出来そうだ。

　オパールを削けずって創りあげた空の妖精王の指輪は、透すき通とおっていて横よこ幅はばが広い。普段は、アクアスティードの右手親指にはめられている。

「あまり頼たよりきりになるのはよくないけれど、助けられているのは事実だからね」

「はい」

　それに関しては、ティアラローズも同感だ。

　不必要に、人間が本来持ち得る以上の力を使うべきではない。本当に必要なときを見み極きわめて使う。それが、所有者となったものへ課せられる責務だろう。

　──でも、こっそりこの指輪を拝借しないといけないのに。

　無断で盗ぬすむようなかたちになってしまうのは本意ではないが、そうしなければ話が先に進まない。アクアスティードが王になると決意を口にしたのだから、ティアラローズがここで迷う必要はない。

　アクアスティードを助けるため、イベントを進めるのだ。

「ありがとうございます、アクア様。空の妖精王の指輪というだけあって、とても綺麗です。透とう明めい度どは、一番ですね」

　いそいそとアクアスティードの指にはめ、こっそりサイズ感を確認しておくことも忘れない。

「……ふぁ」

「眠ねむいですか？　アクア様」

「少しね。最近は仕事をかなり詰つめていたし、考えなければならないことも多い」

　うとうとする姿を見て、「もう寝ましょう」とティアラローズも横になる。頭からぎゅっと腕で抱きしめて、アクアスティードの背中を撫でる。

　すると、胸むな元もとに顔を埋うずめすぐにうとうとし始めた。よっぽど疲つかれているのだと思うと、あまり自分のことで負担をかけるわけにはいかないなと思う。

　──わたくしも、頑張ってアクア様の力にならないと。

　はじまりの広場に行き、祈りを捧げるのだ。それが出来るのは、今のところ自分しかいないと自負しているし、その役目をほかの誰にも渡したくないと思っている。

「……ラ～ララ～」

　子こ守もり唄うたのように、ゆっくりとした口調で歌をうたう。

　まるでゆりかごのようなティアラローズの揺れる動きに、アクアスティードは心地のよい眠りへと誘われていった。

　それはもちろん、一緒に横になっていたティアラローズも例外ではない。気付けば、抱き合ってぐっすり眠っていた。
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「ん、んん……っ？」

　ふいに腕の痺しびれを感じて目を覚ますと、目の前にアクアスティードの頭部があった。思わず驚いて声をあげそうになるが、すんでのところで耐たえる。

「あ、そうか……アクア様を抱きしめたまま寝たから腕が痺れちゃったんだ」

　ちょうど左腕が、アクアスティードの頭部の下にあり枕の役割をしていた。確かにこれでは痺れてしまう。……が、いつもティアラローズに腕枕をしているアクアスティードは平気なのだろうかという疑問も浮かぶ。

　起こさないようにそっと腕を引き抜き、枕に寝かせる。

　熟じゆく睡すいしているらしく、まったく起きる気配がない。

　日中の仕事、父親の病気、上空に現れた円環の光に、アクアスティードを即位させたい貴族たちからのプレッシャー。

　いろいろなものが、アクアスティードにのしかかっているのだ。

「お疲れ様です、アクア様」

　優しく頭を撫でながら、明日はもっとたくさん甘やかしてあげないと！　なんて考え、ハッとする。

　──もしかして、今なら指輪をこっそり拝借出来るんじゃない？

　アクアスティードはちょっと動かしても起きないほど熟睡しているし、明日以降にこんなチャンスがやってくるかどうかはわからない。

　夜中に目が覚めたことが、いっそ奇跡ではないかと思ってしまう。

「……ちょっと、お借りするだけですから」

　ティアラローズは、アクアスティードの指からそっと空の妖精王の指輪を抜き取る。

　自分の右手親指にはめ、すこし大きいかと思ったが──サイズが調整されて指にぴったりフィットした。

「！　すごい、所有者の指に合うようになってるのね」

　これなら指輪を落としたりする心配はなさそうだ。

　ティアラローズは寝台からそっと抜け出して、自室へ行く。衣い装しよう部屋から動きやすくラフな服装を選び、そっと着き替かえる。

「静かに、静かに……っと」

　何か物音を立てようものなら、扉とびらの前にいる護衛の騎士に怪あやしまれてしまう。

　髪の毛は邪じや魔まにならないよう一つにまとめ、低い位置でお団子にする。

　乗馬用に用意された白色のパンツと、上にはシンプルなブラウス。レースがあしらわれた深い青色のジャケットを羽織り、若じやつ干かん変装を意識した着替えが完かん了りようした。

「よし、これで完かん璧ぺき！　あとは、どうやってこの部屋を抜け出すか……よね」

　こんな真夜中に一人で外へ出たいといったら、タルモに大反対されることはわかっている。それどころか、アクアスティードを起こしてこのことを報告されてしまうだろう。

　以前リリアージュを助けるために、安全が確認されていない泉に飛とび込こんだため、タルモのティアラローズに対する信しん頼らい度どはゼロに近いのだ。

「あ、そうだ。オリヴィア様の攻略本に、王城の隠し通路が全部記き載さいされてたんだった」

　それは、ティアラローズの部屋にも存在する通路だ。

　外へ出るだけの一本道から、下水への道、王城のいたる部屋へ続く総合した隠し通路と、それはかなりの規模になっている。

　ティアラローズは自室から繫つながっている隠し通路だけをどうにか暗記したが、オリヴィアは王城すべての隠し通路を攻略本に記載していた。

　ある意味、オリヴィアの熱い思いが恐ろしいと思う瞬間だった。
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　ティアラローズの自室にある隠かくし通路は、緊きん急きゆう用ようの避ひ難なん通路と中庭横の廊ろう下かに繫つながっている。

「緊急用は、使わない方がいいわね」

　通路がどのような状態になっているかわからないし、使った痕こん跡せきを残して侵しん入にゆう者しやなどの可能性を持たせてしまってもいけない。

　そのため、普ふ段だんから使われている廊下に出られる経路が一番だと判断した。

　こっそり隠し通路から出て、見回りの騎き士しがいないか周囲を見回す。ここまで来て見つかってしまっては、すべての作戦が水の泡あわになってしまう。




　真夜中の中庭は、とても静かだ。

　けれど上空には円えん環かんが輝かがやいていて、とても明るい。

　春が終わり、もうすぐ夏が訪おとずれるというこの季節。いつものように薔ば薇らが植えられているのはもちろんだけれど、明るく綺き麗れいな色のスイートピーも植えられている。甘あまい香かおりは、緊きん張ちようしているティアラローズをリラックスさせてくれた。

　──後は、ばれないように広場へ行けばいい。

　いつもは馬車で行っていたけれど、今回ばかりは歩いていくしかない。かなり時間がかかるだろうが、頑がん張ばらなければと一人気合いを入れる。

「とりあえず、門の方を見に行って──え？」

　移動しようとしたティアラローズの耳に、ヒヒーンという馬の鳴き声が聞こえた。この時間に馬を使うことなど普段ならないので、何かあったのだろうかと不安になる。

　──こっそり様子を見に行ってみよう。

　もし何か事件があったのなら、騎士がアクアスティードに急ぎ報告をする可能性がある。

　そうなった場合、目覚めたアクアスティードの隣となりに自分がいないとさらなる大事件になってしまう。

　馬の鳴き声がしたのは、中庭から街へ出る門に続く通り道だった。通路の両りよう端たんには植木があり、見晴らしのいい場所になっているので、通とおり抜ぬけるのに苦労しそうだとティアラローズが思っていた部分だ。

「こっそり屈かがみながら進んだ方がいいわね……見張りの騎士に見つかっちゃう」

　植木の隙すき間まからこっそり覗のぞき見るが、騎士はいない。

　どうやら巡じゆん回かいのタイミングがよかったようだ。今のうちに確かく認にんし、さっと通り抜けてしまおうとして──ピタリと、ティアラローズの足が止まった。

　ティアラローズの視線が向けられた先には──馬がいた。のは、予想していた通りだ。けれど、その馬に乗っている人物に問題があった。

　いや、大ありだろう。

「アカリ様!?」

　艶つやのある長い黒くろ髪かみは一つに纏まとめられ、いつもの可か愛わいらしいドレスではなく乗馬用のパンツを着用し、外がい套とうを羽は織おっていた。

　凜りんとした姿で馬を乗りこなす姿は、さすがヒロインといったところだろうか。
















「あ、ティアラ様～！」

　ティアラローズがアカリの名前を呼ぶと、真夜中だというのにハイテンションな様子で馬上から手を振ふってこちらにやってきた。

「えっアカリ様、ここマリンフォレスト……というか、今は真夜中なんですけど……」

「だって、マリンフォレストの頭上に光の輪ですよ!?　こんなイベント、逃のがすことなんて出来ません!!　いやー、乗馬の練習しててよかったです」

「あー……」

　やっぱりなと、ティアラローズはため息をつく。

　ハルトナイツの許可を得ているのだろうかとか、ラピスラズリでのスケジュール調整や計画を練ってきたのだろうかとか、そんなことを考えるが……アカリ相手では期待するだけ無理のような気がする。

　そしてアカリも、ティアラローズを見ていつもと違ちがう服装に気付き首を傾かしげる。

「ティアラ様こそ、こんなところで何してるんですか？　真夜中ですよ？」

「え、ええと……」

「その服装、どこか出かけるんですよね？　……もしかしてもしかしなくても、アクア様には内ない緒しよですよね？」

「…………はい」

　問とい詰つめるような内容の言葉とは裏腹に、アカリの目はらんらんと輝いている。ちょうどイベントが始まるところに滑すべり込こみセーフ!!　とでも思っているのだろう。

　ティアラローズは隠すことなく、大きなため息をついた。

「一応、確認しますけれど……一人で来たわけではないですよね？」

「数人の騎士と一いつ緒しよに来ましたよ、ちゃんと。さすがに一人だと、ハルトナイツ様も許してくれませんでしたから」

「そう……」

　許可は取ってあるのかと、安あん堵どする。

　アカリと一緒に来た騎士たちは、夜間当番の人間に滞たい在ざいの確認などを取り終えすでに休んでいるそうだ。

　夜風に少し当たりたいという理由で、アカリは一人単独でここにいるらしい。自由だ。

　ティアラローズたちには明日の朝、改めて挨あい拶さつをしようと思っていたという。

「アカリ様が夜風に……？」

　彼かの女じよはそんな風ふ情ぜいのあることをする子ではないと、ティアラローズは訝いぶかしむ。その様子に気付いたアカリは、「やっぱ誤ご魔ま化かせないですよね」と笑いながら理由を話す。

「というのは、建前です」

「本音を聞いてもいいですか？」

「ここに着いてから、ティアラ様が移動してたから。何かあるのかなーって思って、ここで待ってたんです」

　さらっと話すアカリの言葉を聞き、驚おどろく。

　まさか自分の行動がこうもバレているとは思わなかったからだ。

　アカリは聖なる祈いのりの力を使えるため、魔ま法ほうの才能に優すぐれている。ティアラローズの魔ま力りよくを辿たどれば、どこにいるかわかってしまうのだろう。

　頭を抱かかえるティアラローズにはお構いなしで、アカリは「さあさあ」と続きを促うながす。

「それで、どこに行くんですか？」

「……はじまりの広場」

「はじまりの広場!!　なんだかすっごいイベントが始まりそうですね。よっし、ティアラ様、後ろに乗ってください！」

　詳しよう細さいは何も話していないのに、とりあえず後ろに乗れとアカリが急せかす。

　確かに、ここにアカリがいるのだから協力してもらうのが一番だろう。事情があって詳細を伝えられないということだけを話し、ティアラローズはアカリの馬へと乗せてもらうことにした。







　とってもいい笑え顔がおで、アカリが馬を走らせる。

「いや～二人乗りは初めてでしたけど、結構なんとかなりますね！」

「アカリ様、ちゃんと前を見てください!!」

　ティアラローズが一番の難問だと思っていた門は、アカリが魔法を使っていとも簡単にすり抜けることが出来た。自分の存在を希き薄はくにする魔法だ。

　かなり難易度の高い魔法なのだが、さすがはヒロインだと感心する。魔法が苦手なティアラローズには使えないので、自在に操あやつるアカリがほんの少し羨うらやましい。

　夜の風は、まだ少し肌はだに冷たい。

　しかし、不慣れな馬の二人乗りで体は緊張している。落ちないように気を付けているだけで、どうしても強こわ張ばってしまうのだ。

「ティアラ様、大だい丈じよう夫ぶですか～？」

「大丈夫……っ！」

「もうすぐ着きますよ、はじまりの広場。何があるか楽しみすぎて、スピードだって上げちゃいますよ～！」

「やめ、普ふ通つうにしてくださいアカリ様!!」

　眠ねむさを通とおり越こしてしまったこともあるのだろう。アカリのテンションは上がっていくばかりで、ティアラローズはそれについていくだけで大変だった。




　十分ちょっと馬を走らせ、ティアラローズとアカリははじまりの広場に到とう着ちやくした。

　前回と同様、広場の中心にはゲームロゴの光る噴ふん水すいがある。噴水の水は止められたままで、夜の暗くら闇やみに明るく光っているためとても幻げん想そう的てきだ。




　近くにある街灯に馬を繫いで、アカリは「きたきた～！」とスキップをしながら噴水へ向かった。

「ここはいったい何のイベントが……って、日本語？　『誰だれにも知られることなく、森、海、空、星空の王の指輪を持ち、祈りを捧ささげなさい』ふむう、指輪がないといけないのね」

　すぐに光るロゴマークと日本語を確認したアカリだが、何が起こっているのかわからず首を傾げる。

　続編のゲームは怪かい物ぶつになったリリアージュを倒たおしてエンディングを迎むかえるが、この世界ではリリアージュを救っているし、そもそもエンディングという概がい念ねんがないように思う。

　けれど、アカリもこの指輪が何かということくらいは知っている。

　森、海、星空の指輪をティアラローズが。空の指輪をアクアスティードが、それぞれ所有しているのは把は握あく済ずみだ。

「ティアラ様がこっそりここに来たということは……アクア様の指輪、手に入れたんですよね？」

「…………」

　そうでなければ、わざわざ夜中に来ませんよね？　と、アカリの瞳ひとみが告げている。

　ティアラローズは無言で自分の両手をアカリに見せる。そこには、すべての妖精王の指輪とアクアスティードの創った星空の指輪がはめられていた。

「わ、すごい。全部の指輪が揃そろってる！　……も、もしかしてアクア様を倒して奪うばったなんてこと」

「そんなことしません！」

　大きく目を見開き驚いて見せるアカリに、すぐ反論する。大好きなアクアスティードを倒して指輪を手に入れなければいけないなんて、そんなことがあり得るわけはない。

「でも、よくアクア様から指輪を……」

「よく寝ねていたのでそっと借りてきたんです。アクア様、少し悩なやんでる様子だったから……もしかしたら、イベントが進まないからかと思って」

「あーなるほど……」

　確かに、噴水の日本語を読めなければ永遠にイベントは進行しないだろうとアカリも納なつ得とくする。

「でも、だから私に詳細を教えてくれなかったんですね」

「誰かに言ったらいけないみたいだったから」

「それじゃあしょうがないです。とりあえず、イベントを進めましょう！　何が起こるのか、わくわくしちゃいますね」

　アカリの言葉に頷うなずき、ティアラローズは噴水のロゴマークの前に膝ひざをつく。両手を組むと、付けているすべての指輪がきらきらと淡あわい輝きを見せた。

　その美しさに、思わず二人ともが声をもらす。

「わ、綺麗……」

　ティアラローズはゆっくり瞳をとじ、祈りを捧げるポーズをとる。

　祈ることは、もちろんマリンフォレストの平和だ。

　──この国が、祝福に溢あふれますように。

　すると、ティアラローズの祈りに呼応するかのように──上空に輝いていた円環がよりいっそう光を増した。輪の周囲に小さな星が光り、マリンフォレスト中を照らす。

　そして、祈りを捧げたティアラローズと、その横にいたアカリの二人よりも大きな魔ま法ほう陣じんが足元に現れた。

「──っ!!」

「わっ、なにこれ……転移魔法!?」

　何があったかわからず焦あせるティアラローズと、感覚で魔法の転移だと判断するアカリ。その推測は当たっていて、二人は噴水前から姿を消した。







　ティアラローズとアカリの二人が魔法陣によって転移した先は、円形の直径十メートルほどの広さがある部屋だった。

　壁かべなどはすべて水すい晶しようで作られており、透すき通とおった光に包つつみ込こまれている。

　ほかに進むべき道や部屋などはないようだが、中心部分に台座が設置されていた。しかし、その上には何も置かれていない。




「この部屋はいったい……？」

　ティアラローズが周囲を見回すが、台座がある以外に変わった様子はない。アカリも台座を見て「何に使うんでしょう？」と不思議そうにしている。

　何かないかとアカリが台座に触ふれてみるが、特に何も起こらない。

「うーん……。とりあえず、イベントを進められるのはティアラ様だと思うので、台座に触さわってみます？」

「そ、そうね……」

　このまま突つっ立たっていても仕方がないと、ティアラローズは台座の前まで行く。

　部屋と同じく水晶で出来ており、円形の台座だ。淡く光を発していることから、キーポイントだということは容易に想像出来る。

　──イベントが進んで、アクア様の悩みが解消されるといいな。

　そう思い、ティアラローズは緊張しながらも台座へと触れる。

　この行動が正解だったのだろう。指輪から強い光が発せられ、眩まぶしさにティアラローズとアカリは目を閉じる。

　いったい何が起こるのだという、わくわくした気持ちがなかったと言ったら噓うそになるだろう。しかし聞こえてきた声に、ティアラローズは息を吞のんだ。

「……っ、いったい何が、ティアラ？」

「え……アクア様？」

　光が治まり、ティアラローズが目を開けた先にいたのはアクアスティードだった。

「俺おれたちもいるぞ」

「!!」

　ティアラローズの背後から聞こえる、キースの声。

　慌あわてて振り向くと、アクアスティードだけではなく、キース、クレイル、そしてフェレスがそこにいた。
















「お前、勝手なことしやがって……」

　キースが苦く笑しようしながらも、部屋を見回す。

「懐なつかしいな、ここ。久しぶりにきた」

　それに続きながら、クレイルはため息をついた。

「まさかこんな形で来る羽目になるとは思わなかったけど」

　──みんな、事情を知っている？

　アクアスティードが、戸と惑まどうティアラローズを優やさしく抱だき寄せる。が、その表情からは怒いかりの感情が読み取れる。

　間ま違ちがいなく、ティアラローズが勝手に一人で行動したことに対して怒おこっているのだ。

　いくらばれないように抜け出しても、強制的にアクアスティードたちを転移させられてしまってはばれないわけがないのだ。

「ご、ごめんなさい……。その、誰にも知られてはいけないとあったので」

「目覚めたとき、横にティアラがいないから心配した」

「……はい」

　素す直なおにティアラローズが謝罪するのを見てから、静かだったフェレスが口を開いた。

「さて、久しぶりのゲームだ。海の妖精王は眠っているけれど、みんなやるべきことは理解しているね？」

「…………」

　フェレスの言葉を聞き、全員の表情が真しん剣けんなものに変わった。

　ティアラローズを抱きしめるアクアスティードの力が少し強くなったから、おそらく何を行うのか把握しているのだろう。

　何もわかっていないのは、ティアラローズとアカリの二人だけだ。

「ティアラローズはわからないようだから、説明しようか。ここは、王たちが自分の陣じん地ちを得るためのスタート地点だ」

「陣地を……？」

「そう」

　ティアラローズが祈りを捧げた結果、立ち上がったイベントは強制的な『妖精王の陣地取り』だった。

　王たちの陣地取りが初めて行われたのは、マリンフォレストを建国したとき。妖精王が自分の領域を決めるために、陣地取りを行った。

　何か諍いさかいが起きたら、陣地取りで決着をつけるという暗あん黙もくの了りよう解かいもある。これは、王たちが戦ったら大地に甚大な被ひ害がいが出てしまうからだ。

「私がマリンフォレストを建国するとき、三人の妖精王は祝福をしてくれたんだ。でも、誰がマリンフォレストのどこを祝福するかっていう話になってね。それならば、祝福する大地を摑つかみ取とればいいと考えた」

「王たちが陣地を得るのは、自分の力を示すためということですか？」

「その通りだよ、ティアラローズ。そして私は、この国の王に相応ふさわしいと示すため同じように陣地取りで戦ったんだ」

　フェレスの言葉を聞き、なるほどと頷く。

　──となると、今回の妖精王の陣地取りの目的は……あ！

「フェレス殿でん下か、これって……」

「気付いたようだね」

「…………」

　初めて行われた妖精王の陣地取りは、建国のとき。




　それはつまり、フェレスが星空の王になったときと言いい換かえることが出来る。

　そして今回は、アクアスティードが星空の王になるからだろう。




　ティアラローズの祈りは、アクアスティードが本当の星空の王になるための陣地取りの開始を宣言するものだったのだ。

　もちろん、イベントを進めようという目的はあったのだから、作戦は成功だったかもしれない。けれど、こんなにも急に始まるなんて。そう、思うのだが。

　──乙女おとめゲームのイベントは、いつも唐とう突とつだったわ……。

「アクア様、わたくし……」

「大丈夫だよ、ティアラ。私なら問題ない。なんといっても、ティアラが側そばにいてくれるんだから」

　それだけで頑張れるのだと、アクアスティードは告げる。

「アクアスティード、ルールはわかっているね？」

「……はい」

　フェレスの問いかけを聞き、アクアスティードは力強く頷いた。

　マリンフォレストの領土には、通常の人には認にん識しき出来ない妖精たちの祝福が溢れている。

　妖精王の陣地取りでは、自分でその場所に出向き、その祝福を手に入れなければならないのだ。

　それは宝石だったり、珊さん瑚ごだったり、花だったり、妖精や場所によってその姿が違う。それに己おのれの魔力を流ながし込こむと、手に入れることが出来て自分の領域となる。

　これが『陣地を取る』ということ。




　陣地は、マリンフォレスト内を正方形のマスのように区切ったかたちで行われる。そのマスの中に、陣地にするための祝福があるのだ。

　そのため、参加者は陣地を一つずつ自分のものにしていかなければならない。かなりの重労働になるが、それも己の力を示すため。

　そして、他人の陣地を奪うことも可能だ。




　例えば、キースが自分の陣地を手に入れたとしよう。

　その両端の陣地をクレイルが手に入れると、挟はさまれたキースの陣地はクレイルの陣地になってしまうのだ。

　リバーシのような仕組みと言えば、わかりやすいだろうか。




　一通りの説明が終わり、フェレスが「それじゃあ」と続ける。

「始めようか、ティアラローズ。開始の宣せん誓せいを」

「わたくしがですか？」

「もちろん。本来、このゲームは王が行うなら自分の指輪があればいい。けれど、第三者が強制的に開始するにはすべての指輪が必要なんだ」

「！」

　その事実を知り、ティアラローズは息を吞む。

　自分は間違いなく、余計なことをしてしまったと。

　事情を知っているフェレス、妖精王、そしてアクアスティードは、自分たちで開始を宣言する方法を知っていたのだ。

「わたくし、余計なことをしてしまったのですね……」

　ティアラローズはアクアスティードを振り返り、表情を歪ゆがめる。自分のしでかしてしまったことに、泣きたい気分だ。

　けれど、アクアスティードは「大丈夫だよ」と優しい声で告げる。

「え……？」

「眠る前に、言っただろう？　私が星空の王になると。私にとって、一番の気がかりはティアラだった。私を応おう援えんしてくれて、ずっとともにいてくれると言ってくれたのに、もし実際に私が星空の王になって──ティアラがほんの少しでも後こう悔かいしてしまったらと」

「そんなこと……っ」

「うん。わかってるつもりだったけど、どうしても、ティアラを絶対に幸せにする決意をしたかった。そうしたら、こんなに遅おそくなってしまったね」

　だから、ティアラローズがこうして開始を宣言してくれてよかったのだとアクアスティードは告げる。

　フェレスも同じように思っていたようで、二人を見て微笑ほほえむ。

「それじゃあ、ティアラローズ。台座に手を置いて宣言を」

「……はい」

　フェレスに言われ、ティアラローズは台座へ触れる。

　緊張からか、どうなってしまうかわからない不安からか、少しだけ体が震ふるえてしまう。けれど、すぐ横にいたアクアスティードが優しく微笑んでくれる。

「アクア様。わたくし、アクア様のために祈ります。いつも勝手ばかりで、ごめんなさい」

「それを言うなら、私だって同じだ。不安にさせてばかりで、ごめん」

　二人で互たがいに謝あやまったのが少しおかしくて、思わず笑ってしまう。

「では、宣誓を……っ!?」




『三つの指輪を一つにすることで、この地を安定させることが出来る。制限時間は王が陣地を得るまで』




　突とつ然ぜん響ひびいた声に、ティアラローズはびくりと体を揺ゆらす。

　それを見たアクアスティードがすぐに駆けよるが、何があったのか理解出来ないため戸惑ってしまう。

「ティアラ？」

「今、声が聞こえませんでしたか？」

「声？　いいや、特に聞こえなかった」

「でも、確かに……」

　アクアスティードをはじめ、様子を見ていたアカリにも、フェレスたちにも、ティアラローズが聞いた声は聞こえなかったようだ。

　しかし、ティアラローズにははっきりとその声が聞こえた。部屋の中に響くような、力強いその声が。




『──それにより、巨きよ大だいすぎる力が人の体を蝕むしばむことはなくなるだろう』




「え……？」

　再び聞こえた言葉に、ティアラローズは大きく目を見開いた。

　その言葉が指すものは、巨大な力の影えい響きようで命を落としたフェレスや、怪物へ姿を変えてしまったリリアージュのことではないだろうか。

　そして、アクアスティードも含ふくまれるだろう。

　──この声をそのまま受け取ると、星空の力によって人体への影響がなくなる？

　アクアスティードが、星空の力を心配する必要がなくなるということだ。




『祈りの間で、願い、指輪を創れ』




　──その場所を探せばいいのね？

　ならば、ティアラローズが選せん択たくする道は一つしかない。

　指輪の力を一つにして、誰も辛つらい思いをすることのないマリンフォレストを作り上げること。これにつきる。

　──きっとこれは、プレイヤーサイドに課せられた救済イベントだ。

　本来であれば、星空の王の力に押おしつぶされてしまう。

　けれど、ティアラローズがイベントを進めたことにより、誰もが星空の王の力をコントロールし、助かるエンディングに進む道が開けたのだ。

　そしてすぐに、どうすればいいかティアラローズの中に情報が流れ込んできた。制限時間は、王が陣地を得るまで──妖精王の陣地取りが終わるまでだ。

　迷っている暇ひまはない。




「──宣誓！　妖精王の陣地取りの開始を、ここに宣言します！」




　ティアラローズはそう告げて、すぐに台座から離はなれる。突然の行動で、アクアスティードもどうしたのかとティアラローズを見る。

「アクア様、ごめんなさい。わたくしは、わたくしに出来ることをします！」

「ティアラ？」

　ティアラローズは部屋の壁まで行き、指輪をかざす。

　すると、すっと壁に扉とびらが現れた。

　すぐそれに反応したのは、クレイルだ。ティアラローズが何をしようとしているかまではわからないが、その先に何があるのかは把握している。

「！　ティアラローズ、何をするつもりだ」

　そのため、理由もわからず行かせるわけにはいかないと告げる。

「クレイル様、大丈夫です。わたくしも、アクア様の力になれるよう頑張りますからっ」

「どういうこと──あ、待て！」

　ティアラローズは扉の向こうへ姿を消し、それをクレイルが追いかけた。




　部屋に取り残されたのは、アクアスティード、フェレス、キース、アカリだけだ。

　フェレスは出て行った二人を見てくすくす笑い、「元気だね」なんてのん気なことを告げる。そして台座のところにいるアクアスティードに視線を向け、問いかける。

「アクアスティードは追わなくてよかったの？」

「ティアラは、自分に出来ることをすると言った。なら、私はティアラを信じて自分に出来ることをするだけです」

　本当は、とてもティアラローズのことを追いかけたい。

　クレイルが追いかけたということもどこか不安要素であるし、何を考えているのかすべて白状させてやりたいという思いも強いのだ。

「私が持つ、空の妖精王の指輪を持っていくほどです。ティアラにも考え、すべきことがあると判断したのでしょう。」

　今のアクアスティードには、迷いがない。ここへきて一気に成長したものだと、フェレスは嬉うれしくなる。

　──それに、今はやるべきことがある。




「私は……星空の王になります」




　アクアスティードの決意に、フェレスは優しく微笑んだ。

　それを見ていたキースは、「やれるもんならやってみろ！」と、どこか挑ちよう発はつ的てきにアクアスティードへ視線を向ける。

　そして、ティアラローズとクレイルが消えた先を見てため息をつく。

「ったく、相変わらずティアラは予測出来ないことをするな」

「キースに言われたら終わりだね」

「待て、フェレスには言われたくないぞ」

　言いあう二人に、どっちもどっちだな……とアクアスティードが苦笑する。




　静かに一連の流れを見ていたアカリは、これから起こることにどきどきしていた。

「アクア様、これから陣地を取ってマリンフォレストに祝福を授さずけるんですよね？」

「ああ。……というか、なんでアカリ嬢じようがここに？」

「それはもちろん、マリンフォレストの一大事とあらば駆かけつけるのは当たり前です！　ちょうどティアラ様とも合流出来ましたし、ここに来られてラッキーでした」

　ふふんとドヤ顔で告げるアカリを見て、誰もが面めん倒どうな……と思ったのは内緒だ。

「ちなみに、アクア様の勝利条件は何ですか？」

　アカリが思っていた疑問を口にすると、それに答えたのはフェレスだ。

「私が得る陣地以上の領域をアクアスティードが得れば勝利だ」

「なるほど、わかりやすいですね」

　勝負相手にはキースたちもいるが、今回の条件はフェレスを超えるということに重点が置かれる。もちろん、ほかの妖精王たちに勝てるならばそれが一番だけれど。

「でも、マリンフォレスト全域を回るってことですよね？　大変そうですね」

「回るさ。私だって、この国を大切に思っているんだ」

「……アクア様」

　領土の端はしから端まで移動したら、とてもではないが数日以上の時間はかかる。妖精王たちは元々転移を使うことが出来るけれど、アクアスティードにはそれが出来ないのだ。

　その部分では、圧あつ倒とう的てきに不利だと考えている。

　アカリは口元に指をあて、「うーん」と悩むように考える。

　妖精王を含め、アカリは続編のキャラクターもみんな大好きだ。もちろんメインで攻こう略りやくしていたのはアクアスティードだけれど、全員に勝ってほしいとも思っている。

　悩むアカリを見て、今度はいったい何をするつもりだと不安になるが、それはアクアスティードの杞き憂ゆうだった。

「やっぱり、私は今回アクア様推おしですね！　なんといっても、親友の旦だん那な様ですから!!」

「あ、ああ……？」

「大丈夫、私に任せてください。こう見えて、ヒロインですからね」

　自分の胸をどんと叩たたいたアカリは、アクアスティードの前に跪ひざまずいて両手を組んで祈る。──ヒロインだけが扱あつかうことの出来る、聖なる祈りの力だ。

「！　アカリ嬢、本当に何をするつもりだ!!」

「黙だまってください。私が本気で祈るのは、初めてだからレアですよ」

　にっと笑い、アカリは祈りの言葉を口にする。




「私の中にあるラピスの魔力よ、その力を変へん換かんし、一時かの者へ与あたえたまえ」




「──っ!!」

　アカリの祈りは魔力になり、アクアスティードの力へと変換されていく。

　淡い光はアクアスティードを包み込み、少しの間だけ使うことの出来る新しい力へとその姿を変えた。

「よし、上う手まくいった。アクア様には、私の持つ転移の力をお貸ししました。これなら、妖精王たちにも後おくれを取ったりしないと思いますよ」

「転移の力を移すなんて、そんなことが可能なのか……」

「成功するかは賭かけでしたけどね」

　アカリはにっと笑い、ピースを作る。

「さあ、頑張って王になってください。アクア様！　私、ティアラ様とアクア様が作る新しいマリンフォレストを楽しみにしていますから」

　そう微笑んで、アカリは三人を見送った。
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　ティアラローズを追いかけたクレイル。

　自分の陣地を獲かく得とくするために動き出したキース。

　そしてアクアスティードも、星空の王となるため一人で動き出した。

「まずは、祝福の形を見つけて、そこに自分の力を流し込んで行く……か」

　それは花や宝石の形をしているらしいが、すぐに見つけることが出来るのだろうか。何もかもが初めての経験で、戸惑いは大きい。

　それに、キースたちはこの陣地取りが初めてではない。過去にも経験しているので、アクアスティードは圧倒的に不利だろう。




　まず初めにアクアスティードがやってきたのは、王城が見み渡わたせる場所にある丘おかだ。季節ごとに様々な花が色をつけ、観光スポットとしても人気になっている。

　さあっと吹ふく夜の風が頰ほおを撫なでていくのは、アクアスティードを祝福している空の妖精たちが応援してくれているからだろうか。

「マリンフォレストの陣地、か」

　大国といわれているだけあり、マリンフォレストの領土は広大だ。

　その広さは、約七百万平方キロメートルにも及およぶ。地球で例えるならば、オーストラリアよりわずかに小さい……というところだろうか。

　その領土に、縦と横の線を入れて正方形のマスに分ける。その線の数は、各十本だ。そのマス目一つ一つに、目に見える妖精の祝福を見つけ出すのだ。

　つまり、マリンフォレストの領土が百二十一に分けられ、そこに一つずつ祝福がある。

　分けられた領土とはいえ、広大なことに変わりはない。

「効率よくやっていかないと、厳しいな」

　アクアスティードが星空の王になるための勝利条件は、フェレスより多くの陣を得ること。それにより、自分は王としてフェレスよりも格上だということを示すのだ。




　──さて、動くか。

　アクアスティードがそう思った瞬しゆん間かん、マリンフォレストの大気が揺れた。そして溢れ出てきたのは、森の力の片へん鱗りんだ。

　──キース様が、陣地を得たのか！

「こちらも早く妖精の祝福を見つけなければ……」

　祝福は、自然に存在しているものと同じ形をしている。

　それは花であり、木の実であり、珊瑚であり、舞まい落ちる木の葉でもある。探し出すためには、妖精を愛し、愛されている必要がある。

　そしてその方法の一つとして、妖精に直接そのありかを教えてもらうというものがあるのだ。

　アクアスティードは周囲を見回し、はしゃぎ飛び回っている三人の空の妖精を見つけた。そしてすぐに、妖精たちの祝福はどこにあるのかと尋たずねる。

「ここの祝福がどこにあるか、教えてほしい」

『アクアだ～！』

『祝福だって、どうしよう。あれかな？　あれだよね！　教えちゃう？』

　妖精たちはちゃんと祝福の場所を把握していたようで、アクアスティードに教えていいものかと相談を始める。

「何か対価が必要なら、用意しよう。だから、教えてほしい」

　アクアスティードが妖精たちに協力を申し出ると、キラーンと目が輝いた。

『対価！　なら、今から木々のお手入れをするから手伝って～！』

「手入れ？」

　すぐに空の妖精がたくさん集まってきて、アクアスティードをひっぱって丘の下にある小さな森まで連れていかれる。いったい何をするのだろうとアクアスティードが妖精たちを観察していると、ひときわ大きな風が吹きあがってきた。

「……っ!?」

『ひゃ～～！』

　すごいすごいとはしゃぐ妖精たちの周りで、木の葉がふわりと舞った。手入れとは、木々から落ちてしまった葉を風で吹き取ってあげることだったらしい。

　落とした葉は地面にそのままにすることが多いけれど、動物が寝ね床どこを求めたりしたら作るのを手伝ってあげるのだという。

「空の妖精は、こんなこともしていたのか……」

『知らなかったでしょう。僕ぼくたちは、こうやっていつもマリンフォレストのことを見てるんだよ』

　たまにいたずらに強風を吹かすこともあるけれど、ほとんどは何か目的があるんだよと妖精たちが笑う。そのことを知らなかったアクアスティードは、妖精の新しい一面を知れたことに頰をほころばせる。

『僕たちのことを知ってくれて、ありがとう』

　はにかむように妖精が笑うと、強風で空高く舞い上がった一枚の葉がひらひらと落ちてくる。それはゆっくり円を描えがくようにして、アクアスティードの差し出した手のひらの上に載のった。

「これは……」

『僕たちからの祝福だよ～』

『がんばってねぇ～』

「ありがとう、感謝する」

　妖精たちはアクアスティードに手を振り、空を飛んでどこかへ行ってしまった。

　けれど、どうにかしてこの地にある妖精の祝福を手に入れることが出来てほっとする。祝福の葉に、自分の魔力を流せばここはアクアスティードの陣地となるのだ。

　──妖精に協力してもらえるのは、心強いな。

「何より、この地を妖精たちとともに祝福出来ることが嬉しい」

　アクアスティードはゆっくり木の葉に自分の魔力を流していく。見た目は普通だったけれど、魔力を流すうちに葉は色を変え透とう明めい度どの高い水色へと変化した。

　幼いころから空の妖精とクレイルに祝福されて育ったアクアスティードの魔力は、とても澄すんでいて色にすると透明度の高い空の色だ。

　魔力を吸収した葉は、きらきら輝いて空中をゆらゆら漂ただよう。

　妖精王の陣地取りの勝敗が決まるまで、このままの状態が維い持じされる。終わると、大地に溶とけ込こみマリンフォレストの糧かてとなるのだ。

「よし、次。ちょうど隣が森の領地だから、さらに反対から挟むのがいいか……」

　そうすると、キースが得た陣地はアクアスティードの陣地に挟まれてアクアスティードの陣地にかわる。

　さっそく作戦に移るため、転移を使って場所を移動した。







　アクアスティードが移動したのは、北の方角だ。

　王城よりはるか先にあるここは普段来ることはほとんどなく、人間の手もあまり加わっていない。鉱山があるため、森の妖精たちが多く住んでいる。

　高い木はなく、あるのは草花がメインだ。

　植物がほとんど生えていないため、岩がむき出しのままさらされている。ぐるりと鉱山に囲まれているため、ここへ来るのは徒歩ではないと難しいだろう。




「ここはたくさんの資源があるんだな」

　出来ることならば、ここは手をつけることなく国を発展させていきたいと思う。

『うわ、こんなところに人がいる！』

「お前たちは……森の妖精か。普段あまり姿を見せないとは思っていたが、こんな奥おく地ちに住んでいたのか」

『うん。森のお手入れをしたいから、人間がいないところに住んでることが多いかも！』

　きゃらきゃら笑いながら、森の妖精たちはアクアスティードを迎えいれてくれた。

「妖精たちの祝福を探してここに来たんだ。ここでは、いつも何をしているんだ？」

『ここはね～、いつも宝石を探してるんだよ。こっちこっち』

『集めた宝石で、王様たちが指輪を作ったりしてくれるんだ～！』

　──指輪の材料？

　そういえば、アクアスティードが創りティアラローズに贈おくった星空の王の指輪は、材料になるようなものを揃えていなかったなと思う。

　まさか、妖精が集めていた宝石がその材料になっているとは思いもしなかった。




　アクアスティードが森の妖精とともに鉱山に入ると、そこは一面宝石の採さい掘くつ場じようになっていた。森の妖精たちが宝石を採取して、植物の葉で艶が出るまで磨みがいている。

　人間であるアクアスティードには少々せまい通路だけれど、小さな妖精たちには何ら問題はないだろう。

「これは……すごいな」

　本来ならば薄うす暗ぐらい鉱山の中だというのに、宝石の輝きで明るく眩しいくらいだ。

　宝石を採取した妖精が、それをアクアスティードに渡す。

「これは、ラピスラズリか。深い青がとても綺麗だ」

『それを持って、ついてきて～』

　森の妖精は鉱山の中を進んでいくので、アクアスティードもそれに続く。のだが……通路はどんどん狭せばまっていき、しゃがみながら歩かなければならないほど天てん井じようが低くなってきた。

　これ以上狭まったら進めなくなるぞと焦りが出てくる。

「森の妖精、いったいどこまで行くんだ？」

『もう到着だよ～！』

　じゃーん！　と、森の妖精が手を広げて飛び出した先は、ちょっとした空くう洞どうになっていて水が湧わいていた。ちゃぷんという水音と共に、泉の中から妖精が顔を出した。

『！』

『新しい宝石を持ってきたんだよ～』

『わかった、もらう』

　泉の中にいたのは、数人の海の妖精だ。

　気持ちよさそうに水で遊んでいたり、水の水圧で一いつ生しよう懸けん命めい宝石を削けずり整えたりしている。まさか、ここで二種類の妖精が協力体制をとっているとは思わなかった。

　──長く住んでいるが、やはりまだまだ知らないことが多いな。

「この宝石を渡せばいいのか？」

『そう、ちょうだい』

　アクアスティードが持っていたラピスラズリを差し出すと、海の妖精は嬉しそうにそれを受け取った。

　それを、ぽーんと軽かろやかに投げると、宙に浮うかんでいる間に水で包み込んでその表面を削り磨き上げていく。

　森の妖精が宝石を採取し、磨き、その仕上げを海の妖精がしている。

　綺麗にカットされたラピスラズリは、そのままぽちゃんと泉の中に落ちた。

「！　この泉は……」

『綺麗でしょ』

　水深はあまり深くないため、底がどうなっているのか見える。澄んだ水の中にあるのは、数えきれないほどたくさんの宝石だ。

　水面がルビー、サファイア、エメラルドと、様々な宝石の輝きを受け七色に光っている。とても神秘的な光景に、アクアスティードは思わず息を吞んだ。

　そしてこの宝石が沈しずんだ泉は、王たちが指輪や装そう飾しよく品ひんなどを創る際の材料になるのだという。

「私が創った指輪も、ここから材料をいただいていたんだな。ありがとう、森の妖精、海の妖精。おかげで素す晴ばらしいものを創って、ティアラに贈ることが出来た」

『それなら、よかった』

『ティアラが喜んでくれると、幸せ～』

　森の妖精が嬉しそうに笑い、海の妖精は泉の底から一つの宝石を取り出した。

『嬉しかったから、あげる』

「これは、この陣地の祝福か……。ありがとう、いい国を作って見せる」

『うん』

　アクアスティードは二つ目の陣地を獲得し、間にあったキースの陣地も自分のものになる。これで、アクアスティードが得た陣地は三つとなった。




　──まだまだ、足りない。

　アクアスティードは急ぎ、次の場所へと転移した。
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　湖の中央に浮かぶ小島で、フェレスは感心するように周囲を見渡していた。

「アクアスティードもキースも、順調だね」

　誰かが陣地を自分の色に染め上げると、それを魔力で感じることが出来るのだ。

『フェレス～負けちゃう～？』

「どうだろうねぇ」

　海の妖精が湖の中から顔を出して、問いかける。それに笑いながら答えていると、今度は空の妖精が飛んできた。続いて、森の妖精も草花の間から顔を出す。

「全員集合だね」

『フェレスはずっと、僕たちが住みやすいようにしてくれてた』

「それが星空の王の役割だからね。その分、妖精たちがマリンフォレストに繁はん栄えいと豊ほう穣じようをもたらしてくれるだろう？」

『うん、この国だいすき！』

　フェレスの言葉を聞いて、妖精たちはにぱっと笑う。

『だからこれもあげちゃう！』

　そう言って、妖精はフェレスが現在いる陣地の祝福を差し出した。それは、湖の縁ふちに咲さく黄色の花だった。

「何もしていないのに、くれるの？」

『うん！』

「そう、ありがとう」

　何もしていないのに陣地を得てしまうのは悪いような気がしたけれど、フェレスは礼を言って妖精たちから祝福を受け取り自分の魔力で染め上げた。




　それから、フェレスは陣地を何ヶ所も巡めぐり、同じように妖精たちから祝福をプレゼントされた。

　こんなに簡単に陣地を手に入れてしまっていいのだろうかと苦笑するが、今までずっと星空の王として頑張ってきた証あかしだ。有あり難がたく受け取り、自分の陣地にしていく。




　フェレスの陣地はあっという間に増えて、その数が二十を超こえたころにそれは起こった。

「──あ、とられた」

　自分の陣地にしていた場所をアクアスティードの陣地に挟まれて、奪われてしまったのだ。一気にフェレスの陣地が七つも減った。

「うーん、何も作戦を考えてなかったからかな……」

　そもそも、フェレスはこの手のゲームをあまりやっていない。そのため戦略を練っていなかったのだが、どうやらアクアスティードは違うようだ。

　効率よく陣地を増やし、勝利するため容よう赦しやのない作戦を立てているようだ。

　フェレスは「うーん」と悩みながら、顎あごに手を当てて考える。

「とりあえず、こっちも増やして──って、また私の陣地がアクアスティードに挟まれた」

　さらに自じ陣じんが減り、アクアスティードの陣地が増えてしまった。

「……これは、思っていたよりも早く決着がつきそうだ」

　どうにかしないと、アクアスティードの圧勝で終わりそうだとすら思う。




　とりあえず自陣を増やすために、フェレスも違う場所へ転移した。
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「あークソッ、まじかよなんだよ」

　森の領域いくつかを自分の陣地にしたキースだが、アクアスティードとフェレスが自分の倍くらいの勢いで動いていることに驚く。

「フェレスの陣地獲得が早いのはまあ、予想範はん囲い内ないだ」

　けれど、アクアスティードがこんなにも早く陣地を奪っていくとは。

　フェレスの陣地を奪っているようだが、容赦がないなと思う。ゲーム初参加のくせに、アクアスティードはやり方を熟知している。

「頭脳戦はお得意……ってか」

　キースの陣地も、いくつかアクアスティードに奪われている。このまま行くと、すべて奪われてしまうのではないかという勢いだ。

　王に相応しいかどうか、それを示すための陣地取りだ。途と中ちゆう経過を見るだけならば、アクアスティードは十分にそれを見せつけている。

　──これじゃあ、新たな星空の王と認めざるを得ないか……。




「はー……、とりあえず移動するか」

　頭をガシガシかき、キースは大きくため息をついたのだった。
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　強力すぎる星空の力から、アクアスティードやフェレスたちを救うことが出来るかもしれない。そう知ったティアラローズは、その目的のために全力で駆けだしたのだが──。




「こら、ティアラローズ！　待つんだ!!」

「追いかけてこないでください、クレイル様っ！」

　水晶の廊下を全力で走るティアラローズとクレイル。

　しかし今、ここで止まるわけにはいかない。指輪を一つにするためのタイムリミットは、あとどれくらいあるかわからないのだ。

　クレイルに事情を説明するという手もあるけれど、今はその時間も惜おしかった。

　ティアラローズが妖精王の指輪を一つにするには、一度自分の魔力で包み込み創りなおす必要がある。それ自体はいいのだが、問題は場所だ。

　やはり乙女ゲームのイベントだからだろうか？　祈りの間という神聖な場所があり、そこでなければいけないらしい。

　距きよ離りがどれくらいあるかわからないうえ、もしかしたら一本道ではないかもしれない。

　そのため、ティアラローズはいつになく急いでいるのだ。ちなみに、この水晶で造られた場所同士は転移で移動することが出来なくなっている。

　そのため、クレイルに頼たのみ込こんだとしても距離のショートカットは不可能だ。

「空の妖精王の指輪は、私がアクアスティードに与えたものだ。それを勝手に使い、まさかティアラローズが強制的に陣地取りを開始させるなんて……っ」

　これでは、自分の指輪をアクアスティードに渡した意味がないじゃないかとクレイルは一人ごちる。

　一人の人間が指輪を全部持てば、王でなくとも妖精王の陣地取りの開始を宣言することが出来る。

　クレイルがアクアスティードに指輪を託たくしたのは、そういった懸け念ねんを取り除く意味合いもあったのだ。

「やっぱり、クレイル様はすべてご存じなんですね……」

　はあはあと息を切らせながら走るティアラローズに、やっとクレイルが追いついた。歩くスピードを抑おさえはしたけれど、止まりはしない。

　そんな様子のティアラローズを見て、クレイルはため息をつく。

「すべてを知っているわけじゃない。特に、ティアラローズやオリヴィア・アリアーデルたちは不思議な存在だと思っている。私たちしか知り得ないような情報を、どうして持っている？」

「そ、それは……っ」

「今だって、私はティアラローズがどこへ向かい、何をしようとしているのか何もわからないのに」

　どこか悔くやしそうなクレイルの声が、ティアラローズに届く。

　──妖精王すら、知らない場所？

　なら、今までで一番重要な位置づけになっているのかもしれないとティアラローズは考える。そして本来ならば、悪役令れい嬢じようではなく、続編ヒロインが行くべき場所だろう。

「けれど」

「……？」

「ここから繫がっている場所は何ヶ所か知っている。だから私は、ティアラローズをそこへ行かせたくない」

　クレイルの言葉から、この道から複数の場所に行くことが出来るのだと知る。しかしそうなると、祈りの間に辿り着ける確率も減るだろう。

「どこへ繫がっているか……伺うかがっても？」

　不ふ機き嫌げんそうなクレイルに、おずおずと申し出る。

「知らないのに進んでいたの？　ここは、妖精王の領域に繫がる道だ」

「妖精王の？　それ以外には繫がっていないのですか？」

「繫がっていないはずだけど……少なくとも、私は知らない」

　クレイルが知らない、祈りの間。

「ここを通ると、パールの下に行くことだって出来る。彼女は眠っているんだ、そっとしておいてあげて」

「──！」

　もしかしたら、隠し通路のようになっているのかもしれないとティアラローズは考える。

「それで、ティアラローズはどこへ？」

　厳しい瞳が、ティアラローズに問いかける。

　クレイルが懸念しているのは、ティアラローズが眠っているパールの下へ行ってしまうのではないかということだ。

　なんと答えるのがいいだろうかと考えて、ティアラローズは口を開く。

「……アクア様が、星空の王になると言ったんです。アクア様がマリンフォレストを導いていくのであれば、私は隣で支えていたい」

「今向かっている場所は、そのために必要だというの？」

「はい。わたくしは、アクア様も、フェレス殿下も、リリア様も支えて見せます。それが悪役令嬢の意地です！」

「…………」

　ティアラローズの強い意志を聞き、クレイルは「そう」と返事をする。

「本当、ティアラローズは強い子だね」

「アクア様がいてくれるからです。……わたくし、祖国で王太子だった元婚こん約やく者しやに国外追放を言い渡されたことがあるんです。そのときに、アクア様がわたくしを支えてくださったんです」

　──だから、今度はわたくしがアクア様を支えるの。

　何があっても、アクアスティードの味方でいようと、あのときからずっと思っていたのだ。この気持ちは、この先一生揺らぐことはないだろう。

「まったく、二人には敵かなわないな」

「……え？」

「私も、パールとともに歩めたらよかった」

　横に並んで歩くクレイルの、寂さびしそうな横顔が目に入る。

　パールはティアラローズとアクアスティードに祝福を贈り、長い期間目覚めない眠りについたのだ。今もなお、クレイルは自分の神しん殿でんではなくパールの宮にいることが多い。

　──でも、パール様はクレイル様のことがお好きなはず。

　パールの目が覚めるまでにはとても長い時間がかかるけれど、目覚めたらきっと自分たち以上に幸せになってくれるだろうとティアラローズは思っている。

　そしてふと、クレイルはこのまま自分と一緒にいていいのだろうかと疑問が浮かぶ。

「クレイル様、妖精王の陣地取りに参加されなくていいのですか？」

　おそらく、アクアスティードとフェレス、それにキースが陣地の取り合いをしているはずだ。

　その言葉を聞き、クレイルが足を止める。それにつられて、思わずティアラローズも足を止めてしまう。

「こんなにもティアラローズが強くなるなんて、私には想定外だった。でも、今のティアラローズなら……起こせるかもしれない」

　数歩後ろにいるクレイルを見ると、どこか吹っ切れたような笑えみを浮かべていた。

「そうだね、私も参戦することにしよう。……ティアラローズ、もし、もしも、巨大な力に耐たえられなくなったなら、それを流し込んでみるといい」

「流し込むって、どこにですか？」

「ヒントはここまで。答えを教えるわけにはいかないからね」

「……？」

　どこか的を射ないクレイルのアドバイスを、けれど何か重要なことなのだろうと思いティアラローズは素直に聞く。

　今のところ、耐えられないような巨大な力はないけれど……。もしかしたら、自分の体に何か起こるのではと不安になる。

「それじゃあ、またあとで」

「はい」

　クレイルが地上に転移するのを見送り、ティアラローズは再び奥へ進む道を歩き始めた。




　どこまで続くかわからない水晶の廊下だったけれど、碧へき色しよくの扉が視界に映った。ようやく先へ進むことが出来そうだと、ティアラローズは安堵する。

　このまま歩き続けるのは体力的に厳しかったのは内緒だ。

「さて、ここが祈りの間だったら完かん璧ぺきなんだけど……え？」

　扉を開けた先は、静かな海の宮だった。

　床ゆかは数センチ程度の海水に浸ひたされていて、その中心ではパールが眠っていた。

　水の上にある寝しん台だいはどこか不思議さを感じさせるが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「パール様の宮……？」

　クレイルが言っていた場所に、真っ先に着いてしまうなんて。

「……もしかして、クレイル様はわたくしがパール様に何かすると懸念していたのかもしれないわね」

　そんなことをするはずはないが、クレイルはパールのことが心配で仕方がなかったのだろう。

　ティアラローズは広い部屋の中心まで行き、寝台を覗き込んでみる。




　以前と変わらない姿で、海の妖精王パールが眠りについていた。

　肩かたより下で切り揃えられたまばゆいばかりの白銀のストレートヘア。いつもつけていたヘアアクセサリーはないが、艶のある髪はそれだけで見み栄ばえがする。

　ゆったりした夜着は、色あでやかな布で仕立てられたものだ。




「ゆっくり眠っていらっしゃるみたい」

　祝福を得てから、ティアラローズはパールに会っていない。

　魔力を使い切ったとはいえ、死ぬようなことはない。それはわかってはいたが、こうして無事な姿を見られたことにとてもほっとした。

「でも、行きたいのは祈りの──っ!?」

　もしかして、ここから繫がっている可能性もあるのではないだろうか。

　そう考えてティアラローズが室内を見回そうとした瞬間、巨大な力がどっとティアラローズの中へ流れ込んできた。

　突然の衝しよう撃げきに立っていられなくなり、ティアラローズはその場に膝をつく。海水が膝を濡ぬらすけれど、そんなことに構っている余よ裕ゆうはない。

「はっ、はぁ……っ」

　──苦しい。

「なに、……うっ」

　今まで感じたことのない、締しめ付つけられるような苦しさは、徐じよ々じよに大きくなってくる。

　どうすればいい、わからない。

「あ、う……っ、はぁっ」

　呼吸を乱しながらも、必死で自分に何が起こっているのかを考える。

　そしてふと──気付く。

「これ……って」

　先ほどクレイルの言っていた、巨大な力だとでもいうのだろうか。訳が分からず、でも苦しくて、無意識のうちにティアラローズの瞳から大きな涙なみだの粒つぶが零こぼれ落おちる。

　──どうしてクレイル様は、このことを知って……っ？

　どうしよう、どうすればいい。

「────……！」




〝──巨大な力に耐えられなくなったなら、それを流し込んでみるといい。〟




「この力を、流し込む……っ？」

　何に？

　どこに？

　そんなの、決まっている。

　魔力がなくて眠り続けているパールに、だ。

　自分の力を他者に分け与えるのは、ゲームのセオリーだ。

「だから、クレイル様はヒントって言ったのね」

　自分が罰ばつとしてパールに与えたのに、それを救う手助けは出来なかったのだろう。けれど、ティアラローズが苦しむことを見み越こして助言というかたちで教えてくれたのだ。

　ティアラローズは海の妖精王パールからの祝福を得ているため、魔力を譲じよう渡としやすい。




　這はいつくばるようにしながらパールの下へ行き、ティアラローズはとめどなく溢れでそうになっている魔力をパールへ流した。

「は、はぁ……パール、様」

　自分の中の魔力を、これでもかというくらいパールに流し込む。

「……くっ、はぁっ」

「パール様！」

　うめき声と、小さく咳せき込こむ声。

　するとすぐに、その鈴すずの鳴るような声で「ティアラローズ」と口にした。

「何をしておる……ここは、わらわの宮か」

「はぁ、はっ……」

　意識の覚かく醒せいしたパールが、怪け訝げんそうな表情でティアラローズを見る。

「おぬし、だいぶ消しよう耗もうしておるの」

　──どうにか強力な力が落ち着いた。

「わたくしは、大丈夫です。……すぐに落ち着くと思いますので、お待ちください……」

「わかった」

　パールの返事にほっとして、ティアラローズは少しだけ目を閉じる。

　そして呼吸を整えてから、今まで起きたことのすべてをパールに話した。




「わらわが寝ている間に、なんだかややこしいことになっているようだの。……まったく、いつになっても男はおろかよの」

　パールはベッドサイドに置かれていた扇おうぎを手に取ると立ち上がり、それをバッと開く。すると、しゅるりと音を立てパールは夜着から鮮あざやか着物風のドレスへと服装が変わった。

　幾いく重えにも重ねられた生き地じは、深い赤色でパールの白銀の髪を一ひと際きわ引き立てる。組くみ紐ひもと花であしらわれたヘアアクセサリーで、その綺麗な髪を結ゆう。

「まさか、星空の魔力をこの身に宿すことになろうとは思わなんだ」

「星空の……？」

「ああ、理解していなかったか。体の中に流れてくるその巨大な力は、溢れ出たアクアスティードの力じゃろう。大方、順調に陣地を取ってその力が増しているのじゃろう」

　そのため、アクアスティード自身では力を制せい御ぎよするのが厳しく、星空の指輪を通して溢れた力がティアラローズに流れ込んだのだとパールは言う。

「アクア様の力だったんですね」

「そうじゃ。わらわがいたことに、感謝するんじゃな」

　クレイルは、陣地を得た際にアクアスティードの力がより強大になることを知っていた。ゆえに、そうなった場合ティアラローズにも影響が及ぶと考えていたのだ。

　だから、こうしてヒントを与えてくれた。

「まったく。次に目覚めるときには、もうおぬしたちはいないと思うていたのにの」

　随ずい分ぶん早く目覚めてしまったと、パールは独りごちる。

「して、おぬしはわらわが眠っている間に勝手に指輪を持って行ったと。そしてその指輪を作つくり替かえようとしているということかえ」

「は、はい。パール様が眠っていらっしゃるときに指輪を頂ちよう戴だいしてしまったことについては、謝罪いたします」

　キースもクレイルも、自分の意志でティアラローズとアクアスティードに指輪を託した。けれど、パールだけはティアラローズが隠し通路に入り許可を得ずに持ってきてしまったものなのだ。

　慌てて頭を下げるティアラローズを見て、口元を扇で隠し「よい」とだけ告げる。

「祈りの間を探す……か。ティアラローズ、わらわが協力してしんぜよう」

「え？　いいのですか」

「構わぬ。わらわも、マリンフォレストのために何かしたいのじゃ」

　魔力がなく眠り続ける予定だったパールは、ティアラローズから魔力を得て目覚めはしたが、妖精王の陣地取りに参加出来るほど回復しているわけではない。

「陣地取りは、ほかの王に任せるとしよう」

　パールの宮がある最低限の領地だけ得て、ゆっくりマリンフォレストの海を慈いつくしんでいくのだと言う。

「それに、わらわは三代目の海の妖精王じゃ。クレイルやキースと違い、この国との関係が浅い」

「いいえ。パール様が大切に海を守ってこられたことは、存じています。そのように寂しいことは、おっしゃらないでくださいませ」

「……ふん。別によい、わらわは自分なりのやり方でこの国のためになることをしよう」

　これからすべきことは、祈りの間を探すことだ。

　しかしクレイル同様、パールもその存在を知らないという。

「ここは不思議な空間での。妖精王の陣地取りを行う宣誓の間は、王たちの領域に繫がっておる。王以外の者がそこへ行くためには、その王の指輪が必要じゃがの」

「そうだったんですか……」

「わらわが眠っている間、ほかに何か変わったことはなかったかえ？」

「あ……」

「？」

　パールの問いかけに、ティアラローズは俯うつむく。

　それは、国王が病に伏ふせって倒れているということだ。リリアージュが以前かかっていた病気で、まだ病状が回復していないことを伝える。

　国王が倒れたことに関しては、国民などにもまだ告知はされていない。

　ティアラローズの話を聞いて、パールはなるほどと頷いた。

「ああ、だからわらわを起こしたのか……」

「え？」

　一人で理解したパールを見て、ティアラローズは首を傾げる。自分だけが重要なことをわかっていないように思えて、焦ってしまう。

　するとパールは「聞いておらぬのか」と簡単に説明してくれた。

「わらわも実際それを目にしたことはないがの。星空の王が即そく位いする瞬間にだけ、咲く花があるという。その際、三人の妖精王の立ち合いが必要不可欠。それが──ッ!?」

　パールが説明していると、大地が大きな音を立てた。

「え、何が起きているの!?」

「どうやら、陣地取りの勝負も終しゆう盤ばんのようじゃ」

　何がどうなっているのかわかっていないティアラローズに、パールが現状を告げる。ティアラローズが思っていたよりも、ずっと進みが早い。

「もう!?　そうだ、急いで祈りの間にいかなければ」

　気づけば、開始からすでに二時間半以上が経たっていた。




　ティアラローズは慌てて宮から出て、水晶の廊下に戻もどる。

　パールもそれに続くが、道がわからずただただ変かわり映ばえのしない廊下を走るしかない。

　早くしないと、制限時間がきてしまう。そうすると、指輪を一つに出来なくなってしまう。それは困る。

　息を切らし走っていると、扉が視界に入った。今度こそ、祈りの間に続く扉であってくれと願いティアラローズはそのままの勢いで開けた。

「は、はぁ……ここが、祈りの間……って、アカリ様!?」

「ティアラ様！　それに、パール様まで!!」

　どうやらぐるっと一周回り、最初に転移した台座の置いてある部屋に戻ってきてしまったようだ。ティアラローズはがくりとうなだれ、もう間に合わないと打ちひしがれる。

　アカリは対照的に、突然現れた海の妖精王パールにテンションを上げた。

　ティアラローズの様子を見たアカリが、「どうしたんですか？」と首を傾げる。

「……祈りの間を見つけなきゃいけなかったのに、ここに戻ってきてしまったの」

「祈りの間……って、ヒロインの固有魔法で作る空間のことですか？」

「え？　あ、そうだ、それだった……!?」

　──どうして気付かなかったんだろう。

　祈りの間とは、ヒロインが使う空間系統の魔法だったのだ。

　これはティアラローズもゲーム中なんども使った魔法で、『ラピスラズリの指輪』のゲームではオーソドックスな魔法だったのに。

　ただ、使うことが出来るのはヒロインだけ。悪役令嬢であるティアラローズは、ヒロインが使う固有魔法については今まで考えていなかった。

　忘れていても仕方がないが、大失態だ。

　けれど、それを使えるのはゲームのヒロインだけだ。

　つまり──アカリと、アイシラの二人ということになる。

　──じゃあ、このイベントは元々悪役令嬢で魔法の使えない私ではクリア出来ないものだった？

　ここにきて自分の無力を痛感させられるとは思わなかった。

　悔しくて拳こぶしを握にぎりしめると、「早うせい」というパールの声が室内に響く。

「そのアカリという者が祈りの間を作れるのであろう？　ならば早く作り、そこで祈ればよいじゃろうて」

「え、でも……」

　ティアラローズがどうするか考えるよりも先に、アカリが魔法を使ってしまった。

「大丈夫ですよ、ティアラ様！　適材適所ってやつです。祈りの間を私が作って、ティアラ様が使えばいいんです。ヒロインと悪役令嬢が協力するなんて、夢のようなコラボ！」

　どーんと構えていればいいんですと、アカリが豪ごう快かいに笑う。

　──わたくしがうじうじ悩んでいたのが、馬ば鹿かみたいに思えてくるわね。

　アカリの言葉に、ティアラローズは安心したように微笑む。

「確かに、ヒロインと悪役令嬢が一緒に何かするなんて、想像もしなかったです」

「ふふ、なんて楽しいんでしょう。さあ、ティアラ様！」

　作り上げた祈りの間へ進むようにと、アカリがティアラローズの背中を押す。




　台座の部分を中心に、アカリの魔法が展開された。

　アカリが作り上げた祈りの間の空間は、空気が澄んでいるようだ。呼吸がとても楽で、体も羽のように軽くなった気分にさせられる。




　ティアラローズは宣誓したときと同じように、台座に手を置いて祈りを込める。

　するべきことは、森の妖精王の指輪、空の妖精王の指輪、海の妖精王の指輪を一つにすることだ。制限時間が設けられていたのは、この過程が妖精王の陣地取りの最中にしか出来ないから。

　新たなる星空の王が即位してしまうと、その力が安定し他者──ティアラローズの介かい入にゆうが難しくなるのだ。だから、チャンスは今しかない。

　ゆっくり、ティアラローズの魔力が三つの指輪を包み込んでいく。

　その力はとても熱く、おそらくティアラローズ以外が触れたら大おお火傷やけどをしてしまうだろう。

　祈るように指輪を指から外し、手のひらに包み込む。その手を額に当て、指輪とマリンフォレストの平和を願い祈る。




　──この地を、安定させるための指輪。

　でも、もう少しだけ欲張らせてほしいとティアラローズは考えてしまう。




　──アクア様に、絶対的な信念を。

　──わたくしに、ずっと隣にいられる力を。

　──フェレス殿下とリリア様に、穏おだやかなひと時を。




　……魔力で指輪を包みながら祈り、五分は経過しただろうか。

　ティアラローズの体から淡い光が発せられ、その手の中には一つの指輪があった。無事に、三つの指輪を一つにすることが出来たのだ。




　ティアラローズの手の中から、ティアラローズの花が彫ほられたプラチナリングが現れた。

　妖精王たちの指輪が一つになり、星空の王の力をコントロールすることが出来る指輪だ。




　持てる魔力をほとんど使い切ったため消耗してしまったティアラローズだけれど、これでアクアスティードたちが巨大な星空の力をコントロール出来るならなんてことはない。

「綺麗ですね、指輪」

「アカリ様……ありがとうございます」

「ふん、おぬしにしてはまあまあの出来じゃな！」

「ありがとうございます、パール様」

　三人で指輪が出来上がったことを喜び合っていると、大気が揺れ、アクアスティードたちが再びこの水晶の部屋に転移してきた。

　妖精王の陣地取りが、終わったのだ。

「アクア様、フェレス殿下、キースにクレイル様も！」

「ティアラも無事でよかった」

　こちらを見てアクアスティードは嬉しそうに微笑んでいるけれど、表情はいつもよりかなり苦しげだ。

　増えた自分の陣地分だけ星空の王の力も増えて、強大な魔力に慣れていないのだろう。

「どうやら、一番陣地を得たのはアクアスティードのようじゃの」

　戻ってきたアクアスティードたちを見て、パールが勝者を告げる。

　次点はクレイル、フェレス、キースの順で陣地を得ている。これで、各おの々おのの祝福すべき領域が新しく決まった。

「さすがアクア様です」

　ティアラローズも手を叩き、アクアスティードの勝利を喜ぶ。けれど、アクアスティードはティアラローズのことが気になって仕方がない。

　自分たちが妖精王の陣地取りをしている間に、いったい何をしていたのか。

「それで、ティアラが何をしていたのか話し──」

　が、それはフェレスに止められる。

「アクアスティード、それより先にやることがあるだろう？」

「フェレス殿下……そうでしたね」

　何よりもティアラローズを優先しようとするアクアスティードに、フェレスが苦笑する。

　フェレスは室内を見回し、パールの姿を目にして「よかった」と告げた。

「あなたが海の妖精王ですね。私はフェレス」

「わらわは三代目の海の妖精王、パールじゃ。初代国王にお目にかかれたこと、光栄に思う」

「あなたの存在こそ以前から感じてはいたけれど、直接顔を合わせるのは初めてですね。こうして会えたことを、私も嬉しく思います」

　話だけはキースやクレイルから聞いていると、フェレスは微笑む。

「あやつらめ……」

　二人が挨拶を交かわしたところで、床に描かれていた魔法陣が淡く光った。これは、アクアスティードたちが陣地取りで得た祝福の光だ。




　光が台座に集まり、一つの冠かんむりへとその姿を変えた。

　水晶で作られた冠は、台座を草木の装飾で象かたどり、珊瑚がデザインのアクセントになっている。上部になるほど透明度が高くなる作りは、まるで空のようだ。

「これは、星空の王の冠だ。さあ、ティアラローズ」

「……はい」

　妖精王の陣地取りの開始を宣誓したティアラローズが、勝者に冠を与える役目を持つ。

　ティアラローズが冠をその手に取ると、キースやクレイルが道を空ける。

　その中心に立っているのは、アクアスティードだ。

　己の力を示したアクアスティードは、星空の王として認められた。

　ティアラローズが冠をアクアスティードの頭に載せたら、星空の王の世代交代が完かん了りようする。けれど、そこでアクアスティードが待ったをかけた。

　その姿は、陣地を得ることによって増えた力でどこか苦しそうだ。




「先に、ティアラに話しておくことがある。フェレス殿下に聞いた、大事な話だ」

「……はい」

　真剣なアクアスティードの様子に、ティアラローズは姿勢を正す。いったい何の話だろうかと、心臓の音が大きくなっていくのを感じる。

　──わたくしが強制的にイベントを起こしてしまったから？

　その弊へい害がいが起きていたらどうしようという、不安。

　けれど、アクアスティードの話はティアラローズの行動とは関係のないものだった。

「私が星空の王になると、フェレス殿下はもう星空の王ではなくなる。……それはわかるね？」

　静かなアクアスティードの声に、ティアラローズは頷く。

「それは、フェレス殿下とリリアージュ様が亡なくなる可能性があるということだ。もちろん、実際に私が王にならなければどうなるかわからない。これは、予測の話だ」

「……お二人が、そんな」

　聞いた内容に、息を吞む。

　フェレスとリリアージュは星空の力の影響を受け、これだけ長い時間を生きてきている。

　それは人間という概念を外れたものだけれど、確かにその力がなくなったらどうなるのかはわからない。

　今までは不老不死のような状態だった二人だが、今後もその状態が維持されるかどうか誰にも予測出来ないのだ。

「私とティアラについても、わからない。フェレス殿下たちと同じように、いつまでも生き続けることになるかもしれない」

「……はい」

　アクアスティードの言葉に、素直に頷く。

　とうに、一生添そい遂とげると決めたのだ。今ここで、自分の未来のことについて何を言われたとしてもティアラローズは逃げたりしない。

「ティアラが気に病やむことじゃない。私が考えて、王となる結論を出したんだ」

「アクア様……ですが、わたくしは」

　──全員に、幸せになってほしい。

　そう告げることが出来たら、どんなにいいだろうか。

　三つの指輪を一つにすることには成功したので、次の段階に進めるはずだ。すぐに「大丈夫」、全員助けることが出来ます！　そう、叫さけびたい。

　──この指輪で、アクア様の力を安定させることは出来る。

　けれど、星空の王でなくなったフェレスにどのように作用するかまではわからない。

　俯き悩むティアラローズに、フェレスが優しく微笑む。

「大丈夫、あなたが気に病む必要はない。私たちは生きすぎたんだ」

「フェレス殿下……」

「……ティアラローズ、その指輪は？」

　気にせずアクアスティードに冠を。そう言おうとしたフェレスだったけれど、ティアラローズの持つ見慣れない指輪に目を向けた。

　同時に、ティアラローズが持っていたそれぞれの妖精王の指輪がないことにも気付く。

「まさか、ティアラローズにそんな力があるとは思わなかった」

「え……？」

「とても綺麗な指輪だ。でも、これにはまだ魔力を受け入れるための余裕があるようだ」

「そのようなことが、わかるのですか？」

　フェレスは指輪を見て、ティアラローズが妖精王の指輪を一つにしたということに気付く。同時に、指輪がどのような状態かということも見抜いてしまった。

　楽しそうに笑いながら、「実にティアラローズらしい」と言う。

「私やリリアのことも、救いたいと願いを込めてこの指輪を作ってくれたんだね。……その思いに、私も少しだけ応こたえよう」

「……！」

　ティアラローズの耳元で、フェレスがこっそりと耳打ちをする。

　その内容を聞き、目を見開いて驚いた。だってまさか、そんなことが可能だなんて思ってもいなかったのだ。

　聞いた内容を忘れないように頭の中で反はん芻すうし、フェレスに礼を言う。

「頑張ってみます。絶対、失敗しません」

「うん。楽しみにしているよ……さあ、戴たい冠かん式しきだ」




　二人の話が終わり、再び視線がアクアスティードに集まる。

　ティアラローズが水晶の冠を持つと、アクアスティードは膝をつき金色の瞳を静かに閉じた。

　──まさか、悪役令嬢に生まれてこんな大役を果たすことになるなんて思わなかった。

　王となるための冠を与える役目なんて、きっと悪役令嬢には相応しくないだろう。今回の指輪だって、アカリがいなければ用意することが出来なかった。

　一人では何も出来ない悪役令嬢かもしれないけれど、自分には支えてくれる仲間がたくさんいる。それはとても幸せなことで、やはりこの世界は温かいのだと再認識した。

　水晶の部屋は静せい寂じやくに包まれ、厳おごそかな空気が生まれる。

「アクアスティード・マリンフォレスト。星空の王としてこの地を治めることを、マリンフォレストの妖精たちが祝福するでしょう」

「その祝福に恥はじないよう務めあげてみせましょう」
















　ティアラローズは、ゆっくりと水晶の冠をアクアスティードの頭へ載せた。

　すると、どこからともなく妖精たちが現れて『おめでとう』と告げる。すぐにフェレスたちも拍はく手しゆを贈って、新しい星空の王の誕生を祝った。

「おめでとうございます、アクア様。わたくしもこれから、ずっと隣で支えていけるように精しよう進じんいたします」

「ティアラがそばにいてくれるだけでも十分なのに、その上支えてもらえるなら何でも出来そうだ」

「アクア様ったら……」

　力強いその言葉を聞き、互いに微笑む。

「おめでとうございます、アクア様！　やっぱり、メイン──じゃない、王子様はすごいですね」

「ああ、ありがとう。アカリ嬢も、ラピスラズリから来てくれたことに感謝する」

「ティアラ様の親友ですからね」

　ヒロインの聖なる祈りが役立ったのであればなによりだと、アカリが笑う。

「おめでとう、星空の王」

「わらわが祝福した人間なのだから、これくらいはやってもらわねばの」

　二人並んでクレイルとパールも、アクアスティードに祝福の言葉を送る。

「クレイル、パール様……ありがとうございます。パール様は、おかげんは問題ありませんか？」

「ティアラローズからたっぷり魔力をいただいたからの、問題はないのじゃ」

　パールは扇を広げ、口元を隠す。実際は照てれ隠かくしなのだが、隣にいるクレイルにはばれてしまっているようで、パールを見つめて優しく微笑んでいる。

　最後に、後ろで見ていたキースが前へ出てきた。腕うでを組み、やれやれと息をつく。

「ったく、陣地取りは俺の勝ちだと思ったのに」

「キース様は──」

「不要だ」

「え？」

　どこか不機嫌そうな様子のキースは、アクアスティードの言葉をさえぎった。

「キースでいい」

「！　それは……」

「二度も言わす気か？」

「……いや。ありがとう、キース」

　ティアラローズ以外に祝福を贈っていなかった森の妖精王キースがアクアスティードを認め、その身に祝福を贈り名を呼ぶことを許した。

　アクアスティードは流れ込んでくるキースの祝福を受け入れ、その温かさを感じる。

　キースはアクアスティードの肩口に腕を置き、声を低く告げる。

「言っとくが、ティアラを泣かしたら承知しねーぞ」

「当たり前だ」

「なら、いい」

　アクアスティードの答えを聞いて、キースは満足そうに笑う。

　その様子を見ていたティアラローズは、嬉しさに涙がにじむ。決して仲が良よいとは言えなかった二人が、名前で呼び合うようになったのだ。

　──この二人が組めば、それこそ最強なのでは。

　後方支し援えんのクレイルとパールがいて、特とつ攻こうするのはアクアスティードとキースだろう。このメンバーであれば、向かうところ敵なしだ。

　なんてことをティアラローズが考えていると、ふいにアクアスティードと目が合い微笑まれる。

「それじゃあ星空の王として、最初の役目を果たそうか」

「役目、ですか？」

「うん。昔ティアラと一緒に見た、妖精の星祭りの……開始宣言だ」

　星空の王が宣言可能なときは、王が自ら星を降らせるのだとアクアスティードが説明をしてくれた。

　そして同時に、フェレスに教えてもらったあることにもこのお祭りが関係している。ティアラローズは妖精の星祭りが大好きなので、力強く頷いた。

　星空の王が代だい替がわりした年の祭りのみ、星空の王と各妖精王の四人で開始宣言を行う。それ以降は、星空の王が開始宣言を行うのだ。

　もしも星空の王が不在だった場合は、妖精たちが己の判断で小さな星を呼びその祭りを行うようになっている。今まではフェレスが開始の宣言を行えなかったため、妖精たちが頑張ってくれていたのだ。

「今年の星祭りは盛せい大だいで、国民が驚いてしまうかもしれませんね」

　そう言ってティアラローズがくすりと笑うと、アクアスティードも頷く。

　国民は、妖精が星を降らせているのだと思っているので、星空の王の存在は知らない。今年は何かすごいことが起こるのでは!?　と、盛り上がるだろう。

「それじゃあ、私たちはこっちで見てようか」

「はーい」

　フェレスが見学を決きめ込こみ、それにアカリが続く。

　ティアラローズにも出来ることはないため、フェレスやアカリとともにアクアスティードたちを見守ることにした。

　ラピスラズリ王国にいたときのことを思い出し、ティアラローズは懐かしさを感じる。

　夜、突然アクアスティードが自室に訪ねて来たのだ。そして自分のためにと、妖精の星祭りを行ってみせてくれた。

　それはティアラローズの大切な思い出で、アクアスティードのことをいっそう大好きになった出来事だったのだ。




　アクアスティード、キース、クレイル、パールの四人が台座を囲み立つ。

　それぞれ台座に手を置き、力を注ぎ星を呼ぶのだ。

「星空の王の力を以もつて、ここに妖精の星祭りの開始を宣言する」

「森の妖精王からは、空気が澄み渡る祝福を」

「空の妖精王からは、どこまでも高く星が見える祈りを」

「海の妖精王からは、星がいっそう煌きらめくための水面と静寂を」

　それぞれの力強い声を受け、水晶の台座が光り輝く。

　光は筋となり、天井を突き抜けマリンフォレスト上空高くへとぐんぐん登る。それはやがて空のてっぺんまで辿り着き、星空のシャワーとなって地上に降り注いでくるのだ。

　水晶で出来ていた部屋の天井部分は透明度が高くなり、マリンフォレストの夜空を映しその光景をティアラローズたちに見せた。

　星空の妖精王が開始した妖精の星祭りは、例年よりもずっと星がきらきら輝き、その力強さを見せつける。

「……咲いたね」

「え？」

　ふいに、天井からの夜空を見ていたティアラローズの耳にフェレスの声が届く。

　いったい何が咲いたのだろうと、フェレスの視線を追いかける。見つめていた先、開始を宣言した水晶の台座を見ると、一輪の花が咲いていた。

　それは水晶で作られた花のようで、透明度がとても高い。

　いったい何の花だろうと思っていると、フェレスが説明してくれた。

「あの花は、新しい星空の王が誕生したときにだけ咲く幻まぼろしの花だ。そして……リリアの病気を治してくれた奇き跡せきの花だよ」

「──！」

「え、そんなすごい花なんですか!?」

　ティアラローズが息を吞み、アカリはすごいレアアイテムだとテンションを高くする。

「そうか、アクア様はあの花を使って……」

　効果を聞いたティアラローズは、すぐにソティリスの病気を治すために必要な花だということに気付く。

「うん。アクアスティードは父親であるあの子を助けるつもりだったんだ。でも、私とリリアが死ぬかもしれないからと、ずいぶん悩んでいたよ」

「そうだったんですね。それなのに、わたしくしはアクア様が何を秘密にしているのかともやもやしてしまって……」

　妃きさき失格ですねと、苦笑する。

「そんなことはない。隠すのであれば、それを一いつ切さい表に出すべきではなかった。それは、アクアスティードの過失だ」

　フェレスが静かに厳しい言葉を告げるが、「でも」と続ける。

「きっと、ティアラローズにはすべてを話したくて仕方がなかったんだろうね。今回のことでアクアスティードも強くなったから、これからはティアラローズにもっと甘えるようになると思うよ」

　そう言って、フェレスはくすりと笑う。

「！　甘え、ですか……？　もしそうであれば、わたくしは嬉しいです」

「それはよかった」

　ティアラローズとフェレスは二人で笑い、これからの未来が幸せであることを確信する。今のティアラローズとアクアスティードであれば、今以上に仲良くやれるだろう。

　そして、未いまだ病に伏せっている国王を助けることが出来る。




　その事実に安堵したティアラローズだが、安心しきるのはまだ早い。これから、フェレスとリリアージュを救うためにもうひと頑がん張ばりしなければならないのだ。

　王の誕生を祝福して咲いた花を摘つみ、ティアラローズたちは地上へと戻った。
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　マリンフォレストの上空にあった円えん環かんは消え、今は星が降り注いでいる。

　もう朝がくる時間だというのに、星の光は太陽に負けることなく輝かがやいて……いや、太陽とともにダンスを踊おどっているようだと言った方がいいだろうか。

　新たな星空の王が誕生した、妖よう精せいの星祭りだ。




　はじまりの広場周辺にも、星祭りの始まりを知った人たちが集まってきていた。その反応は、ティアラローズたちが予想していた通りだ。

「うわ、なんだこの星の量は！　いつもの倍、いや……それよりもっとすごくないか？」

「こんなすごい星祭り、生まれて初めて」

「今年は何かいいことがあるのかもしれないな」

　聞こえる声はどれも嬉うれしそうで、アクアスティードも満足そうにしている。

「ティアラ」

「アクア様……とても綺き麗れいですね。こうやって星祭りを見せていただけるのが、とても嬉しいです」

　隣となりに来たアクアスティードに寄より添そうようにして、ティアラローズは空を見上げる。

「でも、ずっと輝いていた円環がなくなると少し寂さびしいような気もしますね」

「ああ……あの円環なら、ここにある」

「え？」

　アクアスティードが示したのは、その頭に載のっている冠かんむりだった。

「それが円環の正体、だったんですか？」

「ああ。マリンフォレスト国が新しい王を求めた結果が、あの円環だったんだろう」

「新しい王の催さい促そくだったんですね」

　その事実を聞き、思わず笑ってしまう。

　アクアスティードの頭上に輝く水すい晶しようの冠は、星の光を反射しているからかとても美しい。

　そして何より、今は目立っている。周囲にいる国民たちも、アクアスティードに気付きこちらを窺うかがうように見ている。

「おい、あれ……アクアスティード殿でん下かとティアラローズ殿下じゃないか？」

「本当だ！　一緒にいる人は誰だれかわからないが、高貴な方なんだろうな……」

　直接声をかけられることはないが、そんな囁ささやきがティアラローズたちに聞こえてくる。

「さすがにこれは目立つか……」

「水晶の冠ですからね。キースたちもいるので、私たちすごく目立っていると思います」

　冠を戴いただいた自国の王太子に、続編のメインキャラクターが勢ぞろいしているのだ。見み目め麗うるわしい人間の集まりが、絵的に目立たないわけがない。

　アクアスティードは冠を取り、ティアラローズに「持っていて」と言う。

「え、さすがにそれは恐おそれ多おおいような……」

「これはね、こうしてしまっておけるんだ」

　ティアラローズの手に載せると、冠はその姿を消した。

「えっ!?　消えた!?　わ、わたくしいったい何を……っ」

「違ちがう違う、ティアラが何かしたわけじゃない。冠は、ここだよ」

「！」

　示された先は、ティアラローズがアクアスティードに貰もらった星空の王の指輪だ。そこに水晶の冠がシルエットラインとして追加されていた。

　まさか指輪と融ゆう合ごう出来るとは思っていなかったため、とても驚おどろく。そして同時に、自分が冠に何かしたわけじゃないとわかりほっとする。

「それじゃあ、城へ戻もどろうか」

「はい！」

　ティアラローズとアクアスティードは手を取り、全員で王城へと戻った。
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　王城に戻り、すぐ国王への謁えつ見けんを──の前に、ティアラローズにはフィリーネの雷かみなりが落ちた。それはもう、今までにないほど特大な。

「ティアラローズ様!!　出かけられたり何かあるのでしたら、わたくしにお知らせくださいませ!!　とても、とても心配しました……」

「ごめんなさい、フィリーネ」

　アクアスティードとキースは苦く笑しようしながらその光景を見ているが、何も言わずに出てきたティアラローズが悪いのでフィリーネを止めようとはしなかった。

　アカリはアカリで、ティアラローズが叱しかられているのが珍めずらしいのか笑っている。

　怒いかりで爆ばく発はつしそうなフィリーネは、崩くずれ落おちそうになりながらも、精せい一いつ杯ぱい言葉を紡つむぐ。その瞳ひとみにはうっすら涙なみだがにじんでいて、何も知らなかった自分が不ふ甲が斐いなく、叱しつ咤たするしかないと思い込んでいるのだろう。

「……わたくしでは、ティアラローズ様のおそばに相応ふさわしくないですか？」

　もし不要であれば解かい雇こしてくれと言わんばかりのフィリーネに、ティアラローズは慌あわてて首を横に振ふる。

　幼いころから姉し妹まいのように過ごしてきフィリーネのことは、誰よりも信しん頼らいしているのだ。

　ぎゅっとフィリーネの手を握にぎり、心から謝罪する。

「誰にも話すことが出来ないことだったの。もちろん、アクア様にも。心配をかけてしまってごめんなさい、フィリーネ。それでもわたくしは、そうやって叱ってくれるフィリーネが大好きよ」

「ティアラローズ様……っ」

　二人でぎゅっと抱だき合あってから、ティアラローズはフィリーネに事情を説明した。話の内容に慌てふためくフィリーネに、思わず笑えみが零こぼれる。

「え、そのようなことが!?　すぐ、謁見の準備を……」

　すぐに着き替がえなどの準備をしようとするフィリーネだったが、アクアスティードがそれを止める。

「いや、そのままでいい」

「アクアスティード殿下！　あ、わたくしったら……皆みな様がいらっしゃるのになんてことを……!!　申し訳ございません」

　フィリーネがはっとして、すぐに頭を下げる。ティアラローズのことしか見えていなかったようで、全員が笑ってしまう。

「いいのよ、フィリーネ。わたくしが悪いのだもの。ありがとう」

「ああ。もっと厳しくしてもいいくらいだ」

「アクア様！」

　追い打ちのように告げられたアクアスティードの言葉に、今度はティアラローズが慌ててしまう。さすがにこれ以上厳しくされたら、大変だ。

「……かしこまりました。アクアスティード殿下がそうおっしゃるのであれば準備はせずこのまま謁見くださいませ」

「ええ、ありがとう」

　ティアラローズがフィリーネと話をしている間に、エリオットが謁見出来るよう手配は整えた。

　ドレスに着き替かえる時間はないため、服装はそのままでいいと予あらかじめ許可を得ている。アカリなんて、乗馬スタイルのままだ。

　謁見後には改めて支し度たくをするからと、ティアラローズはフィリーネに自分とアカリのドレスの準備を頼たのみ国王の下へと向かった。







　謁見するのは、ティアラローズ、アクアスティード、フェレス、アカリの四人と、先ほど合流したリリアージュの計五人だ。

　キースたちは新しく得た自分の領域の調整をすると言って、帰って行った。

　まだ早朝ということもあり、部屋にいるのは国王一人だけだ。昼間の時間であれば、妃きさきであるラヴィーナがずっと付きっきりになっている。

　側近やメイドたちは下がらせ、ラヴィーナも一緒にいた方がいいだろうと急ぎ呼びに行かせている。

「アクアスティード、それに……」




　ソティリスが寝しん台だいから上半身を起こしたのを見て、ティアラローズは淑しゆく女じよの礼をする。

「おはようございます、陛へい下か。このような姿でお目にかかること、お許しください」

「いいや、構わない。何かあって、ここへ来たのだろう？　アカリ様も、はるばるラピスラズリから来てくれたというのに、このような格好で申し訳ない」

　首を振り、何も問題ないと告げるソティリス。けれどその声は掠かすれ、顔色もよくない。

　謝罪の言葉を口にするソティリスだが、アカリはそんなことは気にしない。

「大だい丈じよう夫ぶです、王様。私こそ、ティアラ様が心配でなんの触ふれもせずこちらへ伺うかがってしまったんです」

　にこやかに告げるアカリだが、好こう奇き心しん九割ティアラローズの心配一割というところだろうか。




　そうこうしているうちに、慌てたようすでラヴィーナがやって来た。

　髪かみも結ゆわず、ドレスも簡易的なものだ。アクアスティードの言葉通り、急いで来てくれたのだろう。

　ラヴィーナは揃そろっている顔ぶれを見て、すぐに連れてきたメイドを下がらせる。

「いったい何があったというのですか？　朝からこんなに大勢で……」

「母上。皆の協力を得て、父上の病気を治す薬を手に入れたのです」

「本当なの!?」

　アクアスティードの言葉を聞き、ラヴィーナが声を荒あららげる。そしてすぐ、自分の言動が相応しくないと気付き呼吸を整える。

「取り乱してしまってごめんなさい。……その薬というのは？」

「これです」

「まあ、綺麗……」

　アクアスティードが取り出したのは、水晶の花の、花びら一枚だ。

　これだけあればソティリスの病気を治すことが出来る。残りの花は、王城で大切に保管する予定だ。

　この花は、妖精の祝福で咲さいている。そのため、魔ま力りよくを流すと水晶に集まった祝福が雫しずくとなり、万病に効く治ち癒ゆの特効薬になるのだ。

　ソティリスもラヴィーナも、いったいどこでこんなものを手に入れたのかと考える。けれど、聖なる祈りの力を持つ希け有うな存在に、妖精王から祝福を得ているアクアスティードとティアラローズがいるのだ。

　どんな奇き跡せきが起こったとしても、不思議ではない。

「母上、これに魔力を流してください。そうすると雫になるので、そのまま父上に飲ませてください」

「わかりました」

　ラヴィーナに頼んだのは、ティアラローズたちの魔力が普ふ通つうの人間に比べて異質であり巨きよ大だいだからだ。

　すぐに水晶の花びらを受け取り、ラヴィーナはその雫をソティリスに注ぎ飲ませる。すると温かい光が部屋に溢あふれて、ソティリスの顔色がどんどん赤みを取り戻し回復したことが一目でわかった。

「ああ、ああ……ソティリス様。よかった、よかったです……」

「そのように泣くでない、ラヴィーナ」

　嬉しさのあまり泣き出してしまったラヴィーナを、ソティリスはあやすように優やさしく撫なでる。その様子はとても微笑ほほえましいけれど、今はティアラローズたちはお邪じや魔ま虫むしだろうか。

　病気が治ったのであれば問題ないので、二人を残し、そっと部屋を後にした。
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「よかったですね、王様が元気になって！」

「ええ。アカリ様もいろいろ協力してくださって、ありがとうございます」

　ティアラローズの自室でドレスに着替えて落ち着くと、フィリーネが紅茶とお菓か子しを用意してくれた。

　これですべて解決！　やっと羽が伸のばせる──というには、まだちょっと早い。

「ふうぅ、やっぱりイベントはいいですね！」

　アカリはソファに沈しずみ込こんでだらだらしているが、ティアラローズにはこれからまだやらなければならない大事なことが一つだけ残っているのだ。

「まだ、フェレス殿下とリリアージュ様の件が解決してませんから」

　ティアラローズが告げると、アカリが「そうでしたね！」とソファの上で姿勢を正す。

「そういえば、アクア様が王になったから死んでしまうかもしれないって言ってましたね」

「前例がないので、猶ゆう予よがあるのかとか、そういうことがわからないんですよね」

「確かにそうですね……でも、のんびりはしてられませんね」

　二人で顔を見合わせて、頷うなずく。

　今はまだ元気にしているが、いつどうなるかはわからない。

「わたくしが二人の幸せを決めていいわけではないけれど、まだ生きていてほしい」

「それには私も賛成ですけど、手はあるんですか？」

「……あるわ。フェレス殿下がヒントをくださったから」

　こっそり耳打ちしてくれたときのことを思い出す。

「ヒント、ですか？」

「そう。フェレス殿下は、わたくしとアクア様のことを考えて教えてくれたの。……でも、それをフェレス殿下とリリア様のために使うことも出来るわ」

　ティアラローズとアクアスティードが、星空の力があっても平和に生きていけるようにと、とある一つの方法をティアラローズは教えてもらった。

　それを行えば、もしかしたらティアラローズたちが人間の概がい念ねんから外れる可能性はなくなるかもしれない。

　けれど、ティアラローズはそれよりも、建国からこの国を慈いつくしんできた王とその妃のためにその力を使いたいと考えたのだ。

　アカリがうずうずしながら、ティアラローズを見る。

「それで、その方法ってなんですか？　早く教えてください、気になります！」

「……指輪。わたくしも、指輪を創ろうと思うの」

　簡潔に述べた言葉に、アカリは大きく目を見開く。

「ティアラ様が!?　それって悪役令嬢の指輪ってことですよね、なんだか格好いいかも！」

　三つの妖精王の指輪を一つにした、新しい指輪。この指輪にはまだ力を受け入れる余よ裕ゆうがあるため、ティアラローズの魔力を注げばいいとフェレスに教えてもらったのだ。

「この指輪に、わたくしの力も入れるの。そうすれば、妖精王の力もあるわたくしの指輪が出来上がる」

　ティアラローズの話を聞いて、アカリは「無敵そう！」と楽しげに言う。

　でもそれならば、また指輪を創るための場所が必要になるんじゃ？　とアカリが首を傾かしげる。

「もし何か協力が必要なら、任せてください」

　なんでもしちゃいますよ！　と、アカリが胸を叩たたく。

「ありがとうございます、アカリ様。でも、今回は一人で大丈夫です。夜にならないと創れないので、わたくしは少し仮か眠みんしますね」

「そうなんですか？　なら、邪魔しちゃ悪いだろうし……私はオリヴィア様と一緒に遊んでようかな」

「きっとオリヴィア様も喜びます」

　ティアラローズはアカリと別れ、ひとまず眠ねむりについた。
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〝空から降る星の力を借りることにより、ティアラローズの指輪を創れるよ〟




　そうフェレスに教えてもらったティアラローズは、日付が変わる少し前に王城の屋上へとやってきた。

　妖精の星祭りはまだ続いていて、降り続ける星でとても明るい。

　ティアラローズがやってきた屋上は、王族か許可を得た人間しか入ることの出来ない場所だ。そのため、ほかに人はおらず星空を独ひとり占じめするという贅ぜい沢たくが出来る。




「夜風が気持ちいい……」

　このまま寝ねころんでしまいたい衝しよう動どうに駆かられるけれど、さすがにそれははしたない。

「ようし、指輪を創ろう！」

　妖精王の指輪を一つにしたプラチナリングは、ティアラローズが持ったままだ。

　これを使えばアクアスティードが星空の王の力を制せい御ぎよ出来るようになるのだが、それだけではまだ足りない。

　制御出来たとしても、フェレスたちが死んでしまっては意味がないのだ。

　誰もが幸せになってほしい。

　最初は大好きなゲームキャラクターたちに実際に出会えて浮うかれていたけれど、会話をしていくうちに、日々を一緒に過ごしていくうちに……彼かれらはキャラクターではなくなっていた。

　誰もが、ティアラローズの大好きな人たちだ。




「私が指輪に込こめる願いは、幸せな生しよう涯がい」

　つまり、ハッピーエンドだ。




　指輪の作り方は、フェレスが教えてくれた。

「降ってくる星空を、大本になるこのプラチナリングで受け止める……っと」

　手のひらの上に指輪を置いて、それを空高く掲かかげる。こうすることにより、この指輪にある妖精王の力が星を引き寄せてくれるのだという。

　どうなるのだろうと見ていると、夜空に降り注いでいた星が急に方向を変えてティアラローズめがけて降り注ぎ始めた。

「──っ!!」

　思っていた以上の迫はく力りよくに、思わずぎゅっと目をつぶって顔を背そむける。大きな星が自分の目の前に迫せまってきて、そう簡単に直視出来るわけがない。

　ぶつかるのでは!?　と焦あせりの感情から冷ひや汗あせが伝うけれど、それは杞き憂ゆうに終わった。

　降り注いでいる星は、ティアラローズの下に来る前にしゅんと小さく形を変えて、優しくプラチナリングの中へ吸すい込こまれていった。

　──びっくり、したぁ。

「はぁ……」

　思わず腰こしが抜ぬけて、その場に座すわり込こんでしまう。

　ティアラローズの手の中にはいっそう輝きを増したプラチナリングがあった。指輪を創り変えるための基き礎そ部分にあたる、星の力の獲かく得とくには成功したようだ。

　あとはこれに、ティアラローズの魔力を込めていけば新たな指輪が完成する。

　指輪を創るための誓せい約やくの言葉は、ちゃんと覚えているから大丈夫だ。アクアスティードが自分のために指輪を創ってくれたときと同じ言葉を口にする。




「マリンフォレストの大地を見守る星よ、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストの名においてここに誓ちかう。流れる星と、国を支える大地が滅ほろびようとも、指輪が輝きを失うことはありえないと──」




　すると、プラチナだった指輪はハニーピンクに輝きを変えた。ティアラローズの髪色と同じで、光こう沢たくがあり艶あでやかだ。

　リングの側面はティアラローズの花が象かたどられ、アクアスティードへの想おもいが込められているような青色の宝石がはめられている。

「はあぁ、すごい、本当にわたくしの指輪が出来た」

　感動の一言だ。

　ティアラローズの創った悪役令嬢の指輪は、持ち主の大切な人との繫つながりを作る指輪。

　そのため、悪役令嬢の指輪を通してフェレスとリリアージュへの影響もある程度コントロールすることが出来るようになる。

　星空の王の力がなくなったことにより異変が起きるのであれば、悪役令嬢の指輪からその力をフェレスたちに送ってあげればいいのだ。




　じっと指輪を眺ながめていると、屋上と室内を繫ぐ扉とびらが音を立てて開く。

　やって来たのは、少し呼吸の乱れたアクアスティードだ。急いでここへ駆けつけたというのがわかる。

「ティアラ……っ」

「アクア様？」

「なんでそんなにけろっとしてるんだ……」

「？」

　がくりと項うな垂だれる様子のアクアスティードを見て、ティアラローズは意味がわからずに首を傾げる。

「どうかしたんですか？　というか、アクア様は仮眠していたのでは」

「一時間ほど休んだから問題はない。……下では、王城に星が降り注いできたと大おお騒さわぎだ」

「えっ！」

　アクアスティードの言葉を聞き、肩かたが跳はねる。

　確かにあれは迫力のあるものだった。遠目から見ていたら、隕いん石せきが王城にぶつかった！　そう思われても仕方がないだろう。

　間近で見ていたティアラローズは、遠くからどう見えていたのかなんて、考えもしなかった。というよりも、指輪が出来上がった感動ですっかり忘れていた。

「ごめんなさい、アクア様。大丈夫です」

「そのようだね」

　安あん堵どの表情を浮かべたアクアスティードは、ティアラローズの隣に腰を下ろすと、「こんなところで何をしてるの？」と問いかける。

　ティアラローズに何か変わったところはないだろうか？　そんな風に、アクアスティードの視線が注がれる。そしてその視線は、ティアラローズが持つハニーピンクの……悪役令嬢の指輪に気が付いたようだ。

「その、アクア様に指輪を贈おくりたくて」

「私に？」

「そうです。この指輪は、幸せになれるように願いを込めたんです」

　はにかむように笑い、ティアラローズは最初から説明していく。

　どうしてアクアスティードの持つ空の妖精王の指輪を持ち出したのか、この指輪は何で出来ていて、どのような効果があるのかなど。

「この指輪は、星空の力を制御して安定させることが出来ます。そして、わたくしの力を加えたことにより、大切な人たちとの繫がりが出来ます」

「なるほど、それなら確かにフェレス殿下とリリアージュ様が世代交代の影響で亡なくなる必要はない」

「はい。アクア様の眷けん属ぞく……とか、そういった意味合いになると思います」

「ありがとう、ティアラ。はめてくれるんだろう？」

　左手を差し出したアクアスティードを見て、もちろんですと頷く。

　ずっと、自分だけが左手の薬指に指輪をしていたのが寂しかった。結けつ婚こん指輪のように、二人でいつか指輪をはめることが出来たら……と、何度も思っていた。

　──二回目の結婚式みたい。

　頭上には、祝福するように星が降り注いでいる。

　まだ正式に婚こん約やくする前、一緒に見たときとはまったく違うシチュエーション。けれどどきどきする気持ちは同じで、胸が高鳴る。

　アクアスティードの薬指にゆっくりと指輪をはめて、その手を優しく撫でる。ティアラローズよりもひとまわり大きくて、いつも守ってくれる優しい手だ。

「ティアラ」

「アクア様、ん……」
















　優しい口づけをされ、目を閉じて受け入れる。

　何度かついばむようなキスを繰くり返かえして、アクアスティードはティアラローズを抱き寄せて自分の膝ひざの上に座らせる。

　そのままさらにキスを深めて、ティアラローズを堪たん能のうする。

「……はぁ、ん」

「ん……。互たがいの指輪をはめるのは、独どく占せんしているみたいでいいね」

　もう一度、ちゅっと軽く口づけてアクアスティードが微笑む。

「もう、アクア様ったら」

　しかし、それはティアラローズも同じように思っていたことだ。

　アクアスティードは自分の左手の薬指にはまった指輪を見て、その口元が満足そうに弧こを描えがく。

「私のために創ってくれたティアラの指輪」

「改めて言われると、すごく恥はずかしいです……」

「恥ずかしがってるティアラも可か愛わいい」

「もう、ん……」

　そう言って、アクアスティードはもう一度──星の降る空の下でティアラローズに優しいキスをした。
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　妖精の星祭りが終わりを迎むかえてすぐに、国民に通達されたことがある。

　突とつ然ぜんのことであったが、誰もがそれを受け入れ、新たなマリンフォレストの誕生だと大いなる盛り上がりを見せた。

　それは、アクアスティード・マリンフォレストが国王に即そく位いするというものだった。




　すでに季節は秋に移り変わり、マリンフォレストの森は紅葉で色づきとても美しい。

　アクアスティードの即位が決まり、戴たい冠かん式しきのためにラピスラズリからはアカリ、ハルトナイツ、シリウスがやって来た。




「はあぁ、もう展開がいろいろと早すぎてついていけませんわ！」

　ティアラローズがお茶会のために持っている部屋の一室で、オリヴィアが声をあげる。

　大好きなゲームに転生しただけでも幸せなのに、大好きなキャラが即位する瞬しゆん間かんを見られるのだから幸せは最高潮をゆうに超こえているだろう。

　今この部屋には、オリヴィアの他にティアラローズとアカリがいる。アクアスティードやハルトナイツたちも、別室で歓かん談だんしている最中だろう。

「いや～最初はどうなるかと思いましたけど、なんとかなるもんですね！」

「アカリ様は気楽すぎです……」

「そうですか？　ティアラ様こそ、もっと気楽にした方がいいですよ？」

　クッキーを食べながら笑うアカリは、一件落着といった感じで落ち着いている。

「でも、戴冠式が終わったらラピスラズリに帰らないといけないんです。二人に会えなくなるのが寂しくて寂しくて！」

　いっそマリンフォレストに別べつ荘そうを買おうかな？　なんて冗じよう談だんのように言うアカリ。それに同意するように、オリヴィアも頷く。

「互いに身分がありますから、そう簡単に会えませんわね」

「そうなんですよね。気楽に会いに来ることも出来ないし、王族って大変」

　オリヴィアと話すアカリを見て、馬に乗って駆けつけたくせに何を言うのかとティアラローズは苦笑する。

　しかしマリンフォレストにも、ラピスラズリにも、まだまだ行きたいところがたくさんあるのだ。「やはり伯はく爵しやく家の次男ね！」とオリヴィアは改めて頷いている。

　それを聞いたアカリから、「もったいない！」とブーイングが飛ぶ。

「オリヴィア様は理想が低いですね～！　いっそ、キャラ攻こう略りやくしちゃうのはどうですか？」

「そんなことしたら、鼻血で出血死しますわ！」

　アカリが笑いながら告げるが、オリヴィアは高速で首を振る。

　攻略キャラとの未来であれば楽しいと思っての判断だが、オリヴィアにとってはハードルが高すぎるらしい。

「攻略対象は愛めでるものですから！」

「ぶれませんねぇ……」

　きっぱり言い切るオリヴィアに、ティアラローズとアカリは笑う。




　ふと時計に目を向けると、もうすぐアクアスティードの戴冠式が始まる時間だ。ティアラローズは立ち上がって、二人に声をかける。

「そろそろ移動しましょうか」

「ええ、そうね。アクアスティード殿下のお姿をこの目に焼き付けなければいけませんもの。レヴィにはスケッチも頼んでいますから、それも楽しみですわ」

「それ私もほしいです!!」

「わたくしも!!」

　オリヴィアの言葉に、アカリは勢いよく手を上げる。もちろん、ティアラローズも負けじと手を上げる。

　もう誰もレヴィが絵も描けるということには突つっ込こまなかった。

　あの執しつ事じは万ばん能のうすぎるのだ。オリヴィアが望むことは、たとえどんな困難があったとしても達成してみせるのだろう……。
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　戴たい冠かん式しきの時間が迫せまっているため、アクアスティードは正装し控ひかえ室しつにいた。

　ソティリス、ラヴィーナの二人も一いつ緒しよだ。どこか気の張っている様子の息子むすこに、ソティリスは声をかける。

「突とつ然ぜんの即そく位いになってしまってすまないな、アクアスティード」

「いいえ」

　ソティリスはずっと、マリンフォレストのためにはどうするのが一番いいだろうかと考えていた。そして今回の件を聞き、王位を譲ゆずる決意をしたのだ。

　アクアスティードの周囲では、ありえないことばかりが起こっているとソティリスは思っている。

　会えるはずのない初代国王との交流や、すべての妖よう精せい王からの祝福。そしてなにより、ソティリスの病気を治した神秘的な花の存在。

　どうあがいても、普ふ通つうの人間が成し得る事こと柄がらではない。

　そしてその思いは、ずっとずっとソティリスの中にあった。

　けれど、幼いアクアスティードを国王にするわけにはいかず、最適な時期を、国民や妖精たち、他国の反応などを見ていたのだ。

「私はずっと、お前こそが国王に相応ふさわしいと思っていたんだ。そしてそれは、やはり間ま違ちがいではなかったようだ」

　確信するソティリスを見て、アクアスティードは「そのようなことは……」と首を振ふる。

「まだまだ未熟です。……ですが、そう思っていただいたことや、私を祝福してくれた妖精の王たちの気持ちに恥はじぬよう立派な王になりたいと思っています」

　少しずつ緊きん張ちようがほぐれたのだろう。

　アクアスティードの表情は穏おだやかになり、微笑ほほえむ余よ裕ゆうが生まれる。

　座すわっていた椅い子すから立ち上がり、アクアスティードは「時間ですね」と時計を見た。

「そうね。わたくしの息子がこんなに立派になって、誇ほこらしいわ」

「ありがとうございます。ああ、そうだ。母上を誘さそってティアラとお茶をしようと思っていたのですが、ずっと慌あわただしくその時間が取れなかったのは悔くやまれます」

「そんなの、いつでも出来るわ」

　ティアラローズがいると、何かあってもとんとん拍びよう子しに事が上う手まい方向に進んでしまうものですから……とアクアスティードは笑え顔がおを見せる。

　ラヴィーナも、ソティリスが病気で伏ふせっていたときのことだろうというのはすぐに想像が出来た。




　ノックの音が部屋に響ひびき、どこか緊張した様子のエリオットがドアを開けて顔を見せた。

　どうやら、主役であるアクアスティードよりも側近のエリオットの方が緊張しているらしい。それを見て、アクアスティードは思わず笑ってしまう。

「お前の方が緊張してどうするんだ」

「いえいえ、ここで緊張しない人間なんて……アクアスティード様くらいです」

　胃が痛くなってきたような気もしますとエリオットが告げると、ソティリスとラヴィーナもアクアスティードと一緒に笑うのだった。







　沈しずみかけの太陽が、マリンフォレストの街をオレンジ色に染めていく。

　今日は街中でも、数多くの妖精を見ることが出来る。それは自分たちに力を示した星空の王がマリンフォレストの国王としても即位する大切な日だからだ。

　こんなにも人間と妖精の距きよ離りが近いのは、マリンフォレストの建国以来かもしれない。




　アクアスティードの戴冠式が行われる場所は、以前演説を行ったことがある広場に面した塔とうだ。その後工事をして、戴冠式がつつがなく行えるように広い作りに変えている。

　皆にアクアスティードの姿が見えるように、バルコニーには階段がつけられ、その下にステージが作られ真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　そして、アクアスティードのために用意された王おう冠かんが輝きをはなつ。

『アクアスティード・マリンフォレスト殿でん下かの入場！』

　そう告げられると、国民たちが大気を揺ゆらすようにどっと沸わいた。口々に祝いの言葉を告げ、アクアスティードの姿をその目にしっかり映そうとしている。

　バルコニーに姿を見せたアクアスティードはゆっくり階段を降りステージの上に立つ。

　白を基調に仕立てられた正装は、金色とダークブルーの刺し繡しゆうがほどこされ、すらりとしたアクアスティードの姿を際きわ立だたせる。

　まさに王たる者に相応しい出いで立たちだ。

　階段を上り切ったアクアスティードは、膝ひざをつく。

「アクアスティード・マリンフォレストよ。そなたが築き上げていくこの国に、幸さちあらんことを」

　そう告げられて、アクアスティードの頭に王冠が載のせられた。

　瞬しゆん間かん、どっと大きな拍はく手しゆがマリンフォレストを包つつみ込こむ。

　溢あふれんばかりの拍手にまじり、「アクアスティード陛へい下か万ばん歳ざい！」と、何度も何度もアクアスティードを呼ぶ声が木霊する。

　アクアスティードは国民に向け手を振り、笑顔を見せた。




　王冠を頭に載せたアクアスティードを見て、ティアラローズはうっとりとしたため息をもらす。

「はぁ……よかった、アクア様」

「ティアラローズが頑がん張ばったおかげだろう？」

「フェレス殿下とリリア様のお力があってこそ、です」

　用意された席に座り、ティアラローズはフェレス、リリアージュと戴冠式を見ていた。アクアスティードたっての希望で、王族側にフェレスの席を用意したのだ。

　ほかの貴族や他国の王族から見たら誰だれだかわからないが、フェレスの存在を今後公表するつもりはない。

　おそらく、アクアスティードとティアラローズの大切な友人という認にん識しきになるだろう。

『はあ、感動です。とても素す敵てきな戴冠式ですね、フェレス、ティアラ』

「そうだね」

「妖精たちが空から花を降らしてくれているのも、とても素敵ですね」

　リリアージュはフェレスに抱だきかかえられ、その膝の上でえぐえぐと涙なみだを流している。我わが子同然のアクアスティードの戴冠式なのだから、涙なしでは見ていられないのだろう。

　それをフェレスがハンカチで拭ぬぐうけれど、何枚用意しても足りそうになく苦く笑しようする。




　来らい賓ひん席せきには、妖精王が全員揃そろい、各国からも多くの王族が招待され席についている。

　これほどまでに盛せい大だいで豪ごう華かな戴冠式は、きっと今までなかっただろう。──いや、すべての妖精王に祝福された国王なんて、初代以来になる。

　すべての妖精王に祝福された王として、アクアスティードの戴冠式はいついつまでも物語のように語かたり継つがれていくのだろう──。
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　無事に戴冠式が終わり、夜には各国の来賓を招いた夕食会が行われた。

　かねてから懇こん意いにしていたラピスラズリ王国とは、今後交こう換かん留学などを盛さかんに行うなどの話をし、今後はよりいっそうマリンフォレストの発展が望めるだろう。




　そしてその主役はというと、疲つかれ切きった様子で部屋へ戻もどってきた。

　入浴はさっさと済ませたので、すでに夜着に袖そでを通している。ティアラローズが寝しん台だいに入り読書をしていたので、アクアスティードはそこへもぐり込こむ。

「おかえりなさい、アクア様」

「ただいま」

　まだわずかに濡ぬれたアクアスティードの髪かみを見て、ティアラローズは「風か邪ぜをひいてしまいますよ」と注意する。

　読んでいた本をサイドテーブルへ置いて、アクアスティードの髪を優やさしく拭ふいていく。

　本当はこうやってティアラローズに甘あまやかしてもらいたい気分だった……とは、さすがに言えない。いつまでも、自分の妻の前では格好良い男でいたいとアクアスティードは思っているのだ。

　綺麗に髪を拭いてから、ティアラローズは何度か深呼吸をして姿勢を正す。

　その様子に今度はいったい何をしでかすつもりだと、アクアスティードは若じやつ干かん不安な面おも持もちになる。が、それは杞き憂ゆうだったようだ。

「即位、おめでとうございます……アクア」

「ありがとう、ティアラ。やっぱり、そう呼んでもらうのは好きだ」

　アクアスティードの名前を呼びたかったけれど、様を付けないのは未まだ慣れないため落ち着くための準備だったようだ。

　その動作が可か愛わいくて、アクアスティードはぎゅっとティアラローズを抱きしめる。そのままくるりと反転すると、寝ねころんだアクアスティードをティアラローズが押おし倒たおすようなかたちになった。

「きゃっ！　もう、いきなり引っ張ったらあぶないですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、鍛きたえているから」

「アクアったら……」

　額に、目元に、頰ほおにと、アクアスティードが優しく口づけをしていく。

「その……恥ずかしいですが、アクアって呼ぶのは好きです。国王なのに、アクアと呼んでいるときは……独ひとり占じめしている気がして、嬉うれしいんです」

「…………」

「あ、アクア？」

　控ひかえめに告げたティアラローズを見て、アクアスティードは大きなため息をついた。

　その様子を見て、何か気に障さわることを言ってしまったのではと不安になる。今日は戴冠式や来賓との会食などもあり、いつも以上に疲れていたはずだ。

　慌てて何か謝罪の言葉を──そう思ったのだが、それはアクアスティードの行動により叶かなわなかった。

　ティアラローズのことをぎゅうぎゅうと抱きしめて、今度はティアラローズを押し倒してその両の手をシーツに縫ぬい付つける。

「ああもう、どうしてティアラはそんなに可愛いことを言う……手加減、してあげないよ？」

「えっ……！」

　ちゅ、と。

　首筋にアクアスティードの唇くちびるが触ふれて、赤い印をつけていく。

「んぅっ、アクア、あの……」

「駄だ目め。ティアラの言い分は聞きません」

　もう一度口づけて、早く休んだ方がいいのでは？　と言いたげなティアラローズの言葉を封ふうじたのだった。
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　翌日、ティアラローズの庭園で『森のお茶会』が開かれた。

　とはいえ、ティアラローズ、アカリ、オリヴィアの三人で行う気楽な身内のお茶会だ。

　フィリーネとレヴィが給きゆう仕じをするので、ティアラローズたちの好みも熟知しておりとても居い心ごこ地ちがいい。

　フィリーネの淹いれる紅茶はとても美お味いしくて、最近はオリヴィアがフィリーネに紅茶を頼たのみレヴィが対たい抗こう意識を燃やしていたりする。

「オリヴィア、本日は私が紅茶を淹れさせていただきます。フィリーネ様は、お菓か子しの準備をお願いします」

「……かしこまりました」

　なぜか場を仕切り始めるレヴィに、しぶしぶながらもフィリーネが頷うなずきお菓子を準備する。ケーキ、マカロン、クッキー、シュークリームと様々なものを用意した。

　レヴィはオリヴィアのために最上の紅茶を淹れるようで、ティーポットを用意して茶葉をセットする。

「オリヴィアに美味しく飲んでいただくために、研究に研究を重ねましたよ。水は妖精王が住む山の湧ゆう水すいを使い、軽く沸ふつ騰とうしたお湯でティーカップを温める。そしてティーポットにもお湯を注ぎ、茶葉の香かおりを感じながら蒸むらす……」

「…………」

　フィリーネはお菓子を用意してから、冷めた目でレヴィを見たあと退室した。ああはなりたくないという、彼かの女じよの心の声が聞こえてきそうだ。

　レヴィも無事に紅茶を淹れ終わり、一礼して退出していった。




「相変わらず、オリヴィア様の執しつ事じは面おも白しろいですね！」

「すぐに対抗意識を燃やすんですよ、レヴィは。負まけず嫌ぎらいなんです」

　アカリは紅茶を飲み、「美味しい！」とにこにこしている。

「でも、本当にこの紅茶は美味しいわ」

　一口飲み、ティアラローズも美味しさに頰がゆるむ。

「日本だったら、レヴィはモテモテですね。イケメンだし、一いち途ず？　だし、仕事は出来るし背は高いし」

　文句なしですねーとアカリが言う。

　それは確かにと、ティアラローズとオリヴィアも同意する。この世界には身分があるため、いくらレヴィの執事スキルが高くても叶わない望みや想いは多いはずだ。

　身分差の恋は、この世界ではほとんど認められることはない。

　男性側の身分が高い場合は、愛人のような形で平民が見み初そめられることもある。けれど、逆は非常に難しい。

　ティアラローズも自由恋れん愛あいがあればいいとは思うが、いきなり身分がなくなってしまうのもよろしくないと思っている。

「身分……国を治めるために、必要なことだとは思います。けれど、いつか誰でも自由に恋愛が出来たらとても素敵ですね」

「そうですわね」

　ティアラローズの言葉にオリヴィアが相あい槌づちを打ち、アカリも頷いている。

「……っと、なんだか重い話題になってしまいましたね。わたくし、オリヴィア様に攻こう略りやく本ぼんのことを聞きたかったんです」

　もっと楽しい話題をと考え、ティアラローズが別べつ荘そうに行ったときのことを話題に出す。

「ああ、別荘に行ったとき読んでくれたんですね」

「え、攻略本!?　なんですか、それ！」

　一番食いついてきたのは、アカリだ。

　ティアラローズはオリヴィアの別荘に行った際、オリヴィアが書いた手書きの攻略本を発見したことを伝える。

「ええぇっ!?　めっちゃいいじゃないですか、ほしいんですけど!!」

　アカリがぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、「本の状態は!?」と続ける。

「製本しないといけませんよ、それは！　そして家宝にしましょう！」

「そんなこと出来ませんわ。あれには王城の見取り図や隠かくし通路もすべて記き載さいしてあるんですから」

「え……オリヴィア様の記き憶おく力りよく化け物ですね」

　攻略対象のプロフィールが書いてある楽しい本だと思ったのだろう。アカリは内容の濃こさを聞き、こいつはやばいとオリヴィアの記憶力に警けい戒かいを見せる。

　とはいえ、別段危険なことはない。ただのその場のノリだ。

「私もオリヴィア様の別荘に行きたいです」

「ぜひ、いらしてくださいませ」

「やった！　じゃあ、ティアラ様も一緒に三人で行きましょう。豪華・女子旅です！」

　アカリが盛大に盛り上がって、今まであった思い出も攻略本にしてみましょうと楽しい提案をする。

「それは楽しそうですわね！」

　すぐにオリヴィアが賛同して、資料をまとめないといけませんわと意い気き込ごむ。

　そんな風に、楽しくゲームの話をしていたからだろう。油断していたこともあり、とある人物の気配に……誰も気付かなかった。




「楽しそうな話をしているね」




　そう、背後から声が聞こえた。

　優しい笑えみでこちらにやって来たのは、アクアスティードだ。

　女性三人、今の話は聞かれていたか否いなかを視線だけで語り合う。




　──今の話、アクア様聞いてたかしら？

　──タイミング的にはおそらく……。

　──アクア様の気配全然わからなかった！




　三人の出した結論は、おそらく手て遅おくれというものだった。

　そしてそれはアクアスティードの行動にも表れていて、ティアラローズの横に来てゆっくりと口を開く。

「ねぇ、ティアラ。そろそろ、私にしている隠し事を教えてくれてもいいんじゃない？」

「え、それは……」

「ティアラは何を知っているの？」

　アカリとオリヴィアは瞬しゆん時じに悟さとった。

　あ、これバレてるやつだ……と。

「そもそも、続編のメインキャラクターで、切れ者のアクア様が気付かないはずなかったんですよ」

「そうですわね。今までは誤ご魔ま化かされていたアクアスティード殿下も、ご自身が星空の王になられ秘密もなくなったのにティアラローズ様は……というところでしょうか」

　うんうんと、アカリとオリヴィアの二人が勝手に納なつ得とくしている。

　アクアスティードは星空の王としてのことをすべてティアラローズに打ち明けたのに、自分はティアラローズに打ち明けてもらえない現状が寂さびしかったのだろう。

　オリヴィアとアカリは、二人で顔を見合わせて頷きあう。そしてあたふたしているティアラローズに告げる。

「ティアラ様、もう隠し通すのは無理そうだから、白状しちゃった方がいいんじゃないですか？」

「同感ですわ」

「えっえっ!?　二人とも、本気で言っているんですか!?」

　まさか喋しやべってしまえばいいと言われるとは思っていなかったため、ひどく驚おどろく。

　アクアスティードは二人の言葉を聞き、それならばとティアラローズをお茶会から攫さらうことにした。

「せっかく三人でお茶会をしていたのに、すまないね。ティアラをしばらく借りるよ」

「どうぞどうぞ～」

　アカリとオリヴィアは即そく答とうで了りよう承しようする。

　というよりも、しばらくどころではきっと時間が足りないので「朝までごゆっくり」という勘かん違ちがいされそうな言葉で送り出す。




　アクアスティードの背中を見送りながら、「バレバレでしたねぇ」と言いながら、二人で美味しいケーキを食べながらお茶会を続けるのだった。
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　アクアスティードはティアラローズが前世の記憶を持つことは知らないが、何か隠し事があることはずっとわかっていた。

　けれど、いつか秘密を話してくれると思っていた。しかしいつになってもそのときは訪おとずれず、もやもやしたものがアクアスティードのなかに積もっていったのだ。

　──どうして私だけが、ティアラのことを知らないんだ。

　最初はアカリだけかと思っていたが、どうやらオリヴィアに──レヴィも何か知っている様子。

　さすがに心の広いアクアスティードも、我が慢まんの限界だった。

「あ、アクア様！」

「部屋に着くまで黙だまって」

「……っ！」

　ティアラローズを連れて、アクアスティードは自室へ戻った。




　扉とびらの前で見張りをしている騎き士しには誰も入れるなと厳命し、鍵かぎを閉める。

　普ふ段だんはティアラローズの部屋にいることがほとんどで、アクアスティードの部屋に二人でいることは珍めずらしい。

　モノトーンのシンプルな室内は、機能面を重視していることがわかる。それはアクアスティードのきっちりとした性格を表しているかのようだ。

　摑つかんでいたティアラローズの腕うでを離はなし、アクアスティードは息をつく。

「無理やり連れてきてしまって、すまなかった」

「いえ、かまいません。わたくしが、ずっとアクア様に秘密にしていたのがいけなかったんですから……全部、お話しします」

「ティアラ……」

　小さな深呼吸を何度か繰くり返かえし、ティアラローズは心を落ち着かせる。




「わたくしは、ティアラローズではない自分……前世の記憶を持っているんです」




　二人でソファに座ると、ティアラローズはゆっくり自分のことを話し始めた。

　それはアクアスティードが考えていた想像を遥はるかに超こえるもので、そんなことがあり得るのか？　と、様々な考えが自分の中でぐるぐると巡る。

　けれど、真しん剣けんで、黙っていたことを申し訳ないと思っているティアラローズの様子は噓うそをついているものではない。

　──まさか、こんな大きな秘密を持っているとは思わなかった。

　そして同時に、だからいつもあんな無茶ばかりしていたのかとも思う。

　すべてを話し終えたティアラローズは、アクアスティードに頭を下げた。

「ずっと黙っていて、申し訳ありませんでした。わたくしのことを、最低な女だと思うかもしれません……」

「…………」

「それでもわたくしは、アクア様と一緒にいたかった。アクア様となら、幸せになれるかもしれないと思ってしまったんです」

　はっきりとしていたティアラローズの声は、次し第だいに涙の色ににじんでいく。

　アクアスティードに告げて、嫌われてしまったら？　捨てられてしまったら？　ヒロインを選んでしまったら？　そんな思いがティアラローズの中にずっとあったのだろう。

　それくらいは、アクアスティードにも予想することが出来た。

「ティアラ、顔を上げて」

「……はい」

「可愛い顔が、涙でぐちゃぐちゃだ」

「だ、だって……っ！」

　アクアスティードはくすりと笑って、ティアラローズの頰に伝う涙を唇で辿たどる。そのままぺろりと舐なめて、「甘いね」と告げる。

「甘くなんて、ないです。……というか、怒おこってないんですか？」

「怒る？　どうして？」

「わたくし、ずっとアクア様に隠していましたよ……？」

「でも、それ以上に……今の話からは私のことが好きだと伝わってきたけど」

「──っ!!」




　アクアスティードに嫌われたくなかった。

　アクアスティードのために自分が出来ることをしたかった。

　アクアスティードがアイシラにとられてしまったらどうしよう。

　アクアスティードが自分を選んでくれたのがとても嬉しかった。




　確かに転生した人間だということを話したけれど、それ以上にティアラローズの話はアクアスティードのことが大好きだという気持ちで溢れていた。




　どうしてそんな可愛いことばかり言う最愛の人を怒れるのだろうか。

　──もっともっと、好きになるに決まっているのに。




　不安になるなんて、なんて可愛いのだろう。

「もしかしたら……ティアラがそうして記憶を持っていたのは、マリンフォレストのためだったのかもしれないね」

「え……？」

「私も、フェレス殿下も、リリアージュ様も。この国は、ティアラに救われたんだ」

　だからティアラローズが悪役令れい嬢じようとしてアクアスティードと出会ったのは、運命だったのだと告げる。

「それに、私とずっと一緒に生きると誓ちかってくれたのに。これが運命でなければ、なんだと言うんだ」

　──ああ、でも。

「ティアラが言うこの場合の運命は、私とアイシラ嬢じようを指すのか……。もしそれが運命だというならば、私はそれを放ほう棄きしよう」

「アクア様」

「私はこんなにもティアラが好きでたまらないんだから」

　だからもう、何があっても怖こわがらずに話しなさいと伝える。

　ティアラローズは必死に頷いて、「やくそくです」と言いぎゅっと抱だき着ついてきた。パールピンクの髪が頰に触れて、それが少しこそばゆい。

　悪役令嬢というものは、こんなにも可愛いのか。

「ティアラ、顔上げて。キスしたい」

「……っ!!」
















　正直な気持ちを伝えると、ティアラローズはアクアスティードの腕の中でびくっと震ふるえる。いつもは雰ふん囲い気きでしていたため、いざ言われてしまうと恥ずかしいのだろう。

　キスはしたい、でも恥ずかしい、どうしよう。そう考えてティアラローズがもぞもぞ動いているのがとても可愛い。

　先ほどから可愛いという感想ばかりだが、本当に可愛いのだから仕方がない。

「ティーアーラー？」

「だ、だって！　いつもそんなこと言わないじゃないですか……っ」

「そう？　でも、ティアラが顔上げたらキスするから」

「っ!!」




　──さて、ティアラは後どれくらいで顔を上げてくれるかな？

　隣りん国ごくから攫ってきた愛いとしい悪役令嬢が素す直なおになるまで、あと──一分。
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　秋色の葉が木々から落ちきるよりも前に、アクアスティードはティアラローズたちから聞いた内容に頭をかかえていた。

　まだ穏おだやかな風は温かさを感じさせているというのに、己おのれだけ真冬になってしまったような気分だ。




　ため息をついたアクアスティードは、広げられた地図を見て隠かくし通路を確かく認にんしていく。その内容を問いかける相手は、オリヴィアだ。

「では、ここに隠し通路があると？」

「そうですわ。さらにここの仕し掛かけを使うと、下水に出ることが出来ます」

「……なるほど」

　アクアスティードとオリヴィアが話しているのを、ティアラローズはそわそわしながら見ている。

　今は、ティアラローズ、アクアスティード、オリヴィア、アカリの四人でお茶会という名の『ラピスラズリの指輪』ぶっちゃけ会だ。

　主な内容は、マリンフォレストの王城や街に関して。

　ことの発端は、ティアラローズがどうやって警備の目をかいくぐりはじまりの広場に行ったのかということだった。

　アクアスティードにそう問われたとき、もう隠しごとをしないと決めたティアラローズは、隠し通路のことも正直に話したのだ。

　そして今、すべてを把は握あくしているオリヴィアと、ぜひ参加したいと挙手をしたアカリの二人を交え意見交こう換かんを行っている。

　すべての隠し通路が記き載さいされたオリヴィアの地図を見て、アクアスティードはこれからすべきことを考える。

「修しゆう繕ぜんが必要な個か所しよもいくつかありそうだが……隠し通路を公おおやけに工事するわけにもいかないから、時間がかかりそうだ」

「はい。……もし手が必要な場合はレヴィを使ってくださいませ。必ず、アクアスティード殿でん下かのお役に立てますわ」

「……感謝する」

　オリヴィアの言葉に頷うなずき、アクアスティードは地図を閉じる。すぐにすべてを改善することは出来ないので、まずはここまでと話を打ち切る。

　隠し通路の修繕などが終わってから、次に行った方がいい対策を考えていくことにした。

　地図を片付け、アクアスティードは紅茶を飲んでソファに深く座すわる。

「にしても、前世の記き憶おくというものはすごいな。混乱はしなかったのか？」

　問いかけられたティアラローズは、苦く笑しようしながらも当時のことを思い返す。

「混乱はもちろんしましたけれど、前世は成人していましたから……理性的ではあったと思います。おそらく」

　その話を聞いたオリヴィアは、それでも大変だったでしょうと心配するように告げる。

「わたくしは生まれたときから記憶がありましたから、考える時間は多かったですもの」

「確かに、混乱というか……適応を考えるとよさそうです。ですが、わたくしは良かったと思っているんです」

「まあ……どうしてですか？」

　少し照れたように、一番いいタイミングでしたとティアラローズは告げる。ふしぎそうにするオリヴィアと、同じようにこちらを見るアクアスティードとアカリ。言うのは少し恥はずかしいが、今いま更さらだと思いティアラローズは口を開く。

「あのタイミングより早かったら、こうしてアクア様に出会えていなかったかもしれませんもの」

　オリヴィアのように、生まれたときから記憶があったのならば──おそらく、ハルトナイツと仲良く出来るように努力しただろう。

　そうなると、もしかしてもしかしたら──悪役令れい嬢じようではあったけれど、ハルトナイツとそのまま結けつ婚こんしていた未来があったかもしれない。

　ティアラローズの話を聞き、アクアスティードは心の底からほっとした。

「そういえば、アカリ様はいつから記憶があったのですか？　わたくしのように、生まれたときからでしょうか……？」

　ずっと気になっていたのですと、オリヴィアがアカリに尋たずねる。

「いいえ、私は気付いたらこの世界にいたんです。転生ではなくて、きっと転移ってやつですね」

「ええっ!?」

　さらっと告げられたアカリの言葉に、ティアラローズとオリヴィアは驚おどろいて声をあげる。口元を押おさえながら、何度も目を瞬しばたたかせてしまう。

「……でも、確かにそう考えると納なつ得とく出来るところもあります」

　アカリは貴族社会のルールなどをあまり知らなかったし、言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいな敬語……という印象が強い。

　この世界に転生し、生きてきた記憶がないのであれば頷ける。

　なるほどなるほどとティアラローズが呟つぶやきながら、感想を口にする。

「……なんというか、不思議ですね。わたくしたちがここにいることが」

「まあ、好きな世界にいられるのだからいいじゃありませんか」

　感かん慨がい深ぶかそうにするティアラローズとは逆に、アカリは楽しければいいと言う。

「それはそうですけれど……」

　ここはもう、ゲームという一言で済ませるような薄うすっぺらな世界ではない。大切な人と暮らす、ティアラローズの故郷だ。

「わたくしは、みんなが幸せになれてよかったと思います。きっと、わたくしたち三人がいなかったら、今この世界はありませんから」

　オリヴィアが覚えていた隠し通路や、アカリのヒロインとしての力。そして何より、実際に動いたティアラローズの行動力。

　このすべてが揃そろったからこそ、ハッピーエンドになったのだろう。




「……けれど何よりも、こうしてアクア様の隣となりにいられることが嬉うれしいです」

「ああもう、やっぱりハルトナイツ王子は気にせずもっと早くにティアラを奪うばってしまえばよかった」




　嬉しそうに告げるティアラローズに、ついついアクアスティードの本音がもれる。

　元々婚こん約やくを破は棄きされ国外に追放されるというシナリオがあったのであれば、なんの体てい裁さいも考えずに行動してしまえばよかったのだ。

「そうしていたら、ティアラが卒業パーティーで断罪されることもなかったのに」

　本当ならば、もっと早く助け出せる方法があったのに。そう告げるアクアスティードに、ティアラローズは思わず笑ってしまう。

「ありがとうございます、アクア様。そう言ってもらえるだけで、とても嬉しいです」

　満面の笑えみを浮うかべるティアラローズを見て、アクアスティードも微笑ほほえみ返す。

　アカリとオリヴィアの存在が空気のようになってしまったが、それは仕方がないだろう。




　だってこれは、悪役令嬢ルートのハッピーエンドだったのだから。
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　こんにちは、ぷにです。この度は『悪役令嬢は隣国の王太子に溺愛される６』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回の六巻ですが、コミカライズ版の一巻（漫画：ほしな先生）と同時発売です！　小説版と合わせて、コミック一巻もお楽しみいただけますと嬉うれしいです。

　そして今年こそ旅行に行くぞ～！　と決意しましたが、どこにも行かず半年が過ぎてしまったなんて考えられません。とりあえず、まだ半年あるのでどこかに行きたい……。




　六巻でしたが、アクアスティードは格好良かったでしょうか？　と、皆さんに問いかけたいです。いかがでしたか？（シリウスはページ数でごにょごにょ）

　そしてアクアスティード、やっとラストでティアラローズに白状させることが出来ました（笑）。ほら、彼はずっともやもやしていましたから……。全部知られて大満足かと。

　でも、そのせいでティアラローズの行動はどんどんオープンになっていくのでしょう。変装してお忍びデート、他国へ旅行、日本のお菓子を再現するため無茶をするなど。

　開き直ったティアラローズと、アカリ、オリヴィアがいたら間違いなく無敵です。




　ここでちょっとお知らせです。

　来月、七月十三日に新作『魔王と勇者に溺愛されて、お手上げです！』（ビーズログ文庫）を発売します。

　魔王の秘書官をしていたヒロインのクレアが、勇者に聖女として召喚されるも溺愛される甘いお話です。疲れたときに読んでいただけると、癒いやされるかもしれません。




　最後に、皆さまに謝辞を。

　担当してくださった編集のＹ様。間違いなく、いつも以上に相談に乗っていただいたと思います。こうして本になり、とても嬉しいです。ありがとうございます。

　イラストを担当してくださった成瀬あけの先生。表紙の二人が幸せそうで、ずっと眺めていたいです。挿絵にもきゅんきゅんさせられっぱなしです！　ありがとうございます。

　本書の制作に関わってくださった方、お読みいただいた読者の方、すべての方に感謝を。




　今度は、さらに格好良いアクアスティードをお届けできますように……！


ぷにちゃん












[image: ]







　雨季の時期になると、マリンフォレストに住む人々はそわそわし始める。それは、雨上がりに七色の虹が空に架かかるからだ。

　とても幻げん想そう的てきな光景で、いつまでも見ていたくなる。

　子供たちは、虹のふもとがどうなっているのか「探検しようぜ！」と毎年盛り上がっているのだが、未いまだ辿たどり着つけた人はいないようだ。




　今はちょうど雨上がりで、アクアスティードの執しつ務む室しつの窓から山に架かった大きな虹が見み渡わたせる。

　執務を手伝っていたティアラローズは手を休めて、窓からその雄ゆう大だいな光景を見つめてうっとりしながら子供のころを思い出す。

「虹のふもとは、わたくしも行ってみたいと思ったことがあります」

「ティアラも？」

　街で子供がはしゃいでいるという話を聞いたティアラローズは、「みんな気になるんですね」と微笑ほほえむ。

「アクア様は、行ってみたいと思わなかったのですか？」

　ティアラローズが問いかけると、アクアスティードは苦く笑しようする。「行ってみたいとはもちろん思ったけど」と前置きをしてから答えてくれた。

「勉強が忙いそがしくて、そんな暇ひまはなかったからね」

「子供のころからずっと勉強漬けだったんですか？」

「まあね。ティアラだって、その教養を身に着けているのだから、生半可なものではなかっただろう？」

　アクアスティードの言葉を聞き、確かにと頷うなずく。

　ティアラローズは幼いころから何人もの家庭教師がいて、礼れい儀ぎ作法はもちろん、刺し繡しゆうや楽器などの教養も学んでいる。

　──ハルトナイツ様が遊んでばっかりだったから……。

　普ふ通つう、王子というものは勉強が大変なのだ。身近な王子の存在は例外だったのだなと、改めて遠い目になってしまう。

　そして同時に、ティアラローズは名案だとばかりに瞳ひとみを輝かがやかせる。

「一いつ緒しよに、虹のふもとを探しに行きませんか？」

「え？」

「子供のころに出来なかったことを、今してもいいじゃないですか」

　大人になったけれど、冒ぼう険けんしてはいけない理由はない。

「ティアラと一緒なら、本当に虹のふもとを見つけることが出来そうだ」

　アクアスティードは笑え顔がおで告げ、二人だけでわずかな時間だけ冒険に出ることにした。
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　執務の間に取る休きゆう憩けい時間に、ティアラローズとアクアスティードは王城を抜ぬけ出だして虹のふもとへ向かっていた。

　目指している場所は、王城の裏手にある山に架かった虹のふもとだ。位置的には、馬で二十分ほど駆かければ到とう着ちやくするだろう。

　アクアスティードが操あやつる馬に二人で乗り、ティアラローズはわくわくする。虹のふもとに行くなんてことは眉まゆ唾つばだけれど、一緒に何かをするというのがいいのだ。

「ティアラ、馬には乗り慣れないだろう。大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、風が気持ちいいです」

　ゆっくり走らせているが、馬に乗るのは大変だ。アクアスティードが気き遣づかうけれど、この間乗ったアカリの馬に比べると随ずい分ぶん乗りやすい。




　ほどなくして、執務室の窓から見た虹のふもとと思おぼしき場所に到着した。なぜ思しきかというと、虹がまったく見えないからだ。

　少し残念に思いながらも、一面が花畑になっているのでティアラローズはよしとする。水色と白色の花がたくさん咲さいていて、雨の滴しずくが太陽の光に反射してきらきら光っている。

「せっかく来たのに、虹が見えないね」

　木に馬を繫つないだアクアスティードが空を見上げて、残念そうに呟つぶやく。

「誰だれも虹のふもとに辿り着いたことがないみたいですから、そう簡単にはいきませんね」

「そうだね」

　二人でくすりと笑いながら、どちらからともなく寄より添そうように手を繫ぐ。

　花を楽しむようにゆっくり歩いていると、ふいに風が巻き起こる。花びらに付いていた雫しずくが空を舞まって、大きな虹をティアラローズとアクアスティードの頭上に作った。

「え──!?」

「これはまた、圧巻だ」

　いったい何事だと焦あせるも、出来上がった虹を見て目が釘くぎ付づけになってしまう。七色に輝く虹のふもとは確かく認にん出来ないが、すぐ近くにあるのだ。

「綺き麗れいですね……」

「このふもとを探そうなんて、無ぶ粋すいだと思ってしまいそうだ」

「確かにそうですね。誰も虹のふもとを知らないから、こんなにも虹を見ていたいと思うのかもしれません」

　アクアスティードの意見に同意して、束つかの間まの虹を楽しむ。おそらく、妖よう精せいたちがティアラローズたちのために虹を作ってくれたのだろう。

　その好こう意いが嬉うれしくて、無意識に頰ほおがゆるむ。

「……虹にまつわるジンクスがあるんだけど、ティアラは知っている？」

「もちろん。海のしぶきで出来た虹を見ると幸せになれる……というやつですよね？」

「ああ、そっちじゃなくて」

「？」

　ティアラローズの知っている虹のジンクスは海のしぶきで出来上がるものだったが、どうやらほかにもあるようだ。

　けれど、ほかのジンクスは聞いたことがない。

「ティアラ」

「はい？　──っ!?」

　考かんがえ込こんでいるとアクアスティードに名前を呼ばれ、顔をあげてすぐに──顎あごをすくわれて突とつ然ぜん唇くちびるを奪うばわれた。

　目を閉じるのを忘れてしまい、ティアラローズの綺麗な水色と、アクアスティードの輝く金色の視線が交わる。

　至近距きよ離りで、しかもキスで目が合ってしまった状じよう況きようがとても恥はずかしくて、ティアラローズの顔は一気に熱を持つ。耳まで赤くなってしまい、慌あわてて瞳を閉じる。

「……んっ！」

　手を繫いでいるのとは反対の、アクアスティードの右手がティアラローズの腰こしに回されてぐっと引き寄せられた。

　そのまま口づけが深くなっていって、とろけるような甘あまさに背筋が痺しびれる。上う手まく呼吸が出来なくて吐と息いきをもらすと、上唇をぺろりと舐なめられてしまう。

「はぁ、アクア様……」

「……ん。虹の真下で口づけを交かわすと、生しよう涯がいずっと一緒にいられるそうだよ」

　唇を離はなして、アクアスティードがティアラローズの耳元でジンクスの内容を告げる。低く甘い声にぞくりとして、ぎゅうっとしがみつくように抱だきつく。

「い、いきなりすぎます……っ！」

「そう？　いつもティアラには驚おどろかされているから、これくらいは可か愛わいいものだよ」

「うぅ……」

　確かに最近は無茶ばかりしてきたので、どうにも否定出来ない。

「なら、わたくしだって……っ！」

「うん？」

　されっぱなし、翻ほん弄ろうされっぱなしでは女が廃すたる！　わけでもないのだが、ティアラローズはアクアスティードの首に腕うでを回し、背せ伸のびをしてちゅっと口づけた。

　鼻に。

　──勢いあまって、狙ねらいがそれてしまった!!

　恥ずかしくなり、ティアラローズはそっと地面を見るようにアクアスティードから顔をそらす。

　そんな妻の様子を見てアクアスティードは、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくするも、すぐにぷっと噴ふき出だしてしまう。

「はは、ティアラ……可か愛わいすぎだ」

「アクア様、そんなに笑わないでください」

　恥ずかしくて仕方がないですと、ティアラローズは熱くなった頰を両手で抑おさえる。

　けれど、アクアスティードの笑いが収まったのはそれから五分後だったという……。




　もちろん、以降アクアスティードが鼻へキスをするようになったのは……また別の話だ。

















『悪役令嬢は隣国の王太子に溺愛される６』

電子版特別ショートストーリー













アクアスティードの好きなところ









　太陽はとっくに沈み、気付けば窓の外は真っ暗だ。

　梟の鳴く声を聞き、アクアスティードはこんな遅くまで仕事をしてしまったかと息をつく。

　ここ数日は急ぎの案件が多かったため、どうにもバタバタしていたのだ。

「ティアラはもう寝たかな……？」

　時計を見ると、もう深夜の一時を回っている。

　忙しいから先に寝ていてと伝えてはいるけれど、ティアラローズは起きてアクアスティードを待っていることが多い。

　──もしかして、今日も待っていてくれているだろうか？

　そんなことを考えながら、アクアスティードは執務室を後にした。
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　アクアスティードがまだ仕事をしているとき、ティアラローズは……。




　うとうと、うと……。




　かくんとティアラローズが倒れそうになるより先に、「寝室へ行かれたらどうですか？」という声がかけられた。

「……あ、フィリーネ。わたくしったら、うとうとしてしまったのね」

「ここで寝てしまっては、また体調を崩されてしまいますよ？」

　眠ってしまいそうなティアラローズに、フィリーネは苦笑しながら寝室へ向かうよう勧める。

　けれど、ティアラローズはまだ帰ってこないアクアスティードを待っていたくて起きていたのだ。

　自室のソファに座り、うとうと睡魔と格闘しながら……。

「そういえば、熱心に何をされていたのですか？」

「え？　あ、これは……」

「？」

　フィリーネが問いかけたのは、ティアラローズの膝の上に載っている紙だ。テーブルの上には羽ペンも置かれているので、何か書いていたということは簡単にわかる。

　最初は手紙だろうかとも思ったけれど、どうやらそうではないらしい。

　恥ずかしそうにしているところを見ると、アクアスティード関連かもしれないとフィリーネは思う。これがスイーツのレシピであれば、ティアラローズはこんな反応をしないし、そもそもきちんと机に向かって書いているはずだ。

「その……わたくしが知ってるアクア様のことを書き出してみたの」

「アクアスティード殿下のことを、ですか？」

　なぜそのようなことを……と、フィリーネは首を傾げる。

　──だって、負けたくなかったんだもの！

　実は、オリヴィアの作ったラピスラズリの指輪の『攻略本』に……アクアスティードのことも細かく書かれていたのだ。もちろんそれはゲームの情報だけれど、ティアラローズはやきもちを焼いてしまった。

　なので、オリヴィアの攻略本の情報よりも多く、自分の知っているアクアスティードのことを書き出してみようと考えたのだ。

　それを聞いたフィリーネは、嬉しそうに微笑む。

「子供っぽくて、くだらないかしら」

「いいえ。好きな方の好きなところをあげていくのは、とてもいいことだと思います」

「そう？　よかった」

　フィリーネの反応を聞いて、ティアラローズはほっとする。

「相手のことを振り返るのは大事ですもの。そういえば、王太子であることしかいいところがない方もいらっしゃいましたものね。……ああ、もう今は王太子ですらありませんが」

「フィリーネ……」

　まだハルトナイツのことを根に持っているのかと、ティアラローズは苦笑する。

　とはいえ、フィリーネはアクアスティードとの仲を応援してくれ、今までもたくさん助けてくれている。

　侍女として、これほど信頼出来る人はほかにいないだろう。

「紅茶を淹れますね。ですが、あまり無理はなさらないでくださいね？」

「ええ、わかってるわ」

　ありがとうと礼を告げて、ティアラローズは書き出した紙を見た。そこには、自分の知っているアクアスティードのことがぎっしりと書かれている。

「……やっぱり、かなり恥ずかしいかもしれない」

　自分がどれだけアクアスティードのことを好きかが溢れ出ているので、とてもではないがアクアスティードには見せられないなと思う。

「これがアカリ様の悪口だったら悪役令嬢っぽかったかもしれないわね」

　なんて考えて、くすりと笑ってしまった。

　紙を机の上に置いて一息つくと、ちょうどフィリーネが紅茶を持ってきてくれた。時計を見れば、もう夜の二十三時を回っている。

「ごめんなさい、フィリーネ。こんな時間まで付き合わせてしまって……」

「いいえ？　わたくしはティアラローズ様とお話しているだけで楽しいですから」

　フィリーネは何も問題ありませんと言い、ふわりと微笑む。

「ありがとう」

「とはいえ、そろそろ休まないと。わたくしも、失礼させていただきますから……。ティアラローズ様、間違ってもソファで寝ては駄目ですよ？」

「大丈夫よ。アクア様が帰ってくるまでの間だもの」

「でしたらいいのですが……」

　納得をするけれど、ティアラローズはどこか抜けているところがあるためフィリーネは心配なのだ。とはいえ、休まなければ明日の朝に差し支えてしまう。

「では、おやすみなさいませ」

「おやすみなさい、フィリーネ」

　フィリーネが扉の前で一礼して出ていくのを見送り、ティアラローズは紅茶に口を付ける。蜂蜜が入っているようで、その甘さにほっと息をつく。

「美味しい」

　同時に、体の内側からじんわり温かくなって眠くなってしまう。

「だめだめ、アクア様の帰りを待つって決めたんだから……！　疲れて帰ってくる夫を迎えられるのは、妻の特権だもの！」

　ぐっと拳に力を入れて、絶対寝ないぞと心に誓う。

「でも、昔は夜更かしなんてへっちゃらだったのに……」

　それこそ、ゲームが出た日は徹夜でプレイをしたものだ。

　けれど、今はすぐに眠くなってしまう。あまり外に出ず、前世に比べて運動量も少なくなったため体力がなくなってしまったのかもしれない。

　──アクア様、まだ仕事中なのかな。

　疲れてないかな、大丈夫かな。そんなことが、脳裏をよぎる。

「明日は、アクア様のためにお菓子を作ろうかな」

　元気が出るように、美味しいものをたくさん。

　アクアスティードへのプレゼントといいつつ、もちろんティアラローズも食べるのだが、それは言わないお約束だ。

　何を作ろうか、何種類作ろうか、楽しみだな……そんなことをソファで考えていたティアラローズだが──気付けば、うとうとと夢の中へ足を踏み入れてしまった。
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　部屋に明かりがついていることを確認したアクアスティードは、ティアラローズがまだ起きて待っていてくれたことに嬉しくなる。

　もちろん、彼女の体調を考えると寝ていてくれることが一番なのだが……嬉しいのだから仕方がない。

「ティアラ──って、ソファで寝てるのか」

　ソファに寄りかかって寝息を立てている姿が可愛くて、アクアスティードは苦笑しつつも頰を緩ませる。寝台まで運ぼうと思い近づくと、テーブルの上に一枚の紙が置かれていることに気づく。

「……？」

　アクアスティードが何だろうと手に取って内容を見ると、思わずばっと自分の口元を手で押さえる。

　──なんだ、これ。

　書かれている内容に目を通して、思わず顔が熱を持つ。だってまさか、ティアラローズがこんなことを書いているとは誰が予想するだろうか。

「……アクア様は格好良いけれど、実は笑顔が可愛い。腹筋がすごい。背中の、特に肩甲骨あたりのラインが男らしくて好き。体脂肪は計れないけどきっと３％！　……体脂肪？」

　最後の項目はよくわからなかったけれど、ティアラローズにものすごく自分の体を見られていたのだということだけはわかる。

　──いつも恥ずかしそうにしてたけど、そうじゃなかった？

　読み進めると、際どいところにあるほくろまで書かれている。

「こんなところにほくろがあるなんて、私だって知らなかった……」

　──駄目だ、恥ずかしい。

　書き出した項目は、ティアラローズ本人も恥ずかしいと言っていたが……十分アクアスティードにとっても恥ずかしい内容だった。




　翌朝。

　アクアスティードに抱きしめられながら目覚めたティアラローズは、声にならない悲鳴をあげたのだった……。
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「ああもう、くそっ」

「きゃっ！」

　ノアはクレアのあまりの可愛さに耐えきれなくなって、その体をぎゅっと抱きしめる。誰にも見せずに、この腕の中に閉じ込めてしまいたい。

「もう何も考えずに、はいって言え」

「そ、それは嫌です！　だって、王妃になる決意なんてそう簡単にできませんよ……っ」

「……そ、そうか」

　ノアはクレアの返事を聞いて、にやつく口元を手で隠す。

　それはつまり、王妃になる決意ができたらいい返事をもらえるということだろうか。好きか嫌いかわからないという返事ではなく、身分への不安。

　それなら仕方がないから、待ってやるかとノアは思う。

「仕方ないから、今は保留でいい」

「……いいんですか？」

「クレアだから、特別だ。でも、待ってやるんだから少しくらいはクレアをよこせ」

「何を、きゃっ！」

　言うが早いか、ノアはクレアの首筋に顔を埋めた。耳の後ろを唇でくすぐるように触れて、そのまま首筋にちゅっと口づける。

　ちりりとした甘い痛みに、クレアは思わず目をつむり甘い声をもらす。

「んっ！」

「まあ、これでいいだろ」

「い、いきなり何するんですかノア様！」

　とても驚いて、クレアが涙目になりながらノアを睨みつける。

「何って、印だよ。返事を忘れないように、な？」

　ノアがにやりと笑い、自分の首筋をとんとんと叩いて見せた。

　クレアは慌ててソファから立ち上がって、部屋の隅に置いてある姿見の前に行って自分の首筋を確認する。

「ちょっ、あ……っ！　き、き、キスマーク!!」

　自分の首筋、しかもどちらかと言うと前寄りに付けられているため髪で隠すこともできない。手で必死に押さえてみるが、そんなことをしていたら逆に不自然だろう。

（これじゃあ、出歩けないっ）

　コンシーラーとファンデーションでどうにかカバーできるだろうかと思いながらも、初めて付けられたキスマークにドキドキしてしまうことも事実で。

（駄目だ、恥ずかしくてノア様のことまともに見れない）

　かといって、このままの状況では仕事に差し支えてしまう。

（あ、そうだ！）

　クレアはいいことを思いついたとにんまり笑い、ノアの下へと戻る。

「なんだ、確認は終わったのか？」

　にやにやしながらノアが言うので、クレアも負けてはいられない。

　先ほどと同じようにソファへ座って、ノアにされたようにその首筋にキスをする。

（ノア様も恥ずかしがればいいんだっ!!）

「く、クレアっ!?」

「ん……んんっ！」

　ちゅうっと吸い付いてから、クレアは満足そうに口を離す。上手くキスマークがついたか確認するも、まったく何もついていない。

（あれ？　なんでだ？）

　吸う力が足りなかったのだろうか？　そう思い、クレアはもう一度ノアの首筋にキスをする。今度はもう少し、力を入れて。

「んん、んぅ……っはぁ」

（これでどうかな？）

　先ほどより強く吸った甲斐があったのか、ノアの首筋に薄っすらとしたキスマークが付いている。クレアは満足気に笑って、「ほら、恥ずかしいでしょう」とノアを見る。

「ノア様もこれで──っ!!」

「……なんだよ」

「い、いえ……」

　普段は俺様のノアが、顔を真っ赤にしてクレアを見ていた。まさかそんな初心な反応をされるとは思っていなかったので、逆にクレアの方が恥ずかしくなってしまう。

　二人で顔を赤くしながら、しばし見つめ合う。

「…………」

「あ、あのっ……」

「あのさ、あ……」

　少しの沈黙のあと、二人同時に声があがる。

「……きょ、今日はもう休むか。いろいろあって、クレアも疲れてるだろうし」

「そ、そうですね。ノア様もゆっくり休んでください……」

　二人でもう今日は寝てしまおうという結論を出して、ノアが自室へ戻るため立ち上がる。

「じゃあ、おやすみ」

「はい。おやすみなさい、ノア様……」




　ノアが部屋から出ていったのを確認して、クレアはソファに沈み込む。

「あんなの、反則だよ……」

　つい先ほどのノアのことを思い出す。

　キスマークを付けられたときは、いつもない色気があってドキリとしてしまったけれど、その後に顔を赤くしたノアは──。

「……可愛かった、なんて」

　こんなこと、普通は男の人に思ったりしないのに。にやけてしまう口元を押さえるように、クッションに顔を埋める。

（今は乗り切ったけど……）

「明日から、どんな顔してノア様に会えばいいんだろう……」




　魔王の秘書官ですが、恋愛のマニュアル作成はできそうにありません……。







　この続きは７月配信予定の『魔王と勇者に溺愛されて、お手上げです！』にてお楽しみください


(C)Punichan 2018
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Twitterで、悪役令嬢の感想などをいただくことが増えました。とても元気が出て嬉しいです。ありがとうございます！




もっと書く時間がほしい今日この頃……。

Twitter：@punichan_061

http://p-punichan.tumblr.com
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